















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　人が足を踏み入れることのない深き森、そこが私の故郷だった……

　故郷と言っても私には親はなく、どうやって自分が生まれ出たのかも知らない──気が付けばここに存在した──

　自分がどのような存在かはわかっていなかったが、周りにいる者たちが大切な仲間だというのは心の奥底にある何かで理解していた。

　故郷の森には私たちが必要とする水が豊富に存在したので、生きるのに困ることはなかった、その為ため、争いもなく平和で幸せな生活を送っていたのだが──

「イツキ──泉の先で、今年も多くの花が咲いていますよ──美しい花畑を後で見に行きましょう」

　仲間の中でも、特に仲の良いいヒイラギが私にそう声をかけてくる。

「そんなこと言って、あなたの目的は花の蜜ではないのですか、ヒイラギ」

「まあ、イツキ、私はそんなに卑しくはないですよ、もちろん花の蜜も楽しみではありますけど──」

　図星をつかれ少し不機嫌になる友に、私は笑顔で取り繕う。

「ふふふっ──冗談ですよ、綺き麗れいな花を一緒に見に行きましょう」

「──花の蜜もですよ」

「はい、花の蜜もです」

　その言葉に喜んだヒイラギは、勢いよく抱き着いてくる──私より少し小柄な彼女の髪を、私は優しく撫なでた。

　だけど……その小さな約束は守られることはなかった……

　その後、すぐに故郷の森に、恐怖の存在が現れた──思い出すのも悍おぞましく、想像するのも恐ろしい──あの恐怖が……

　恐怖は炎をまき散らし、故郷の森を悲しい灰へと変えていった。その圧倒的な力の前に私と仲間たちは逃げ惑うことしかできなかった。

「イツキ──もうダメです──戦いましょう」

「ダメですヒイラギ──樹木の精霊である私たちでは、あの炎の魔獣には勝てません……ここは逃げるしか道はないです」

　私とヒイラギは必死に逃げた──恐怖から逃れる為に全力で燃え盛る森を走り抜ける……だけどそれも終わりを迎えようとしていた……

「きゃっ！」

　一筋の炎が、ヒイラギの足に直撃する。

「ヒイラギ！」

「あっ……足が……私の足が……」

　強力な炎はヒイラギの右足を焼いていた……火は消えることなく、彼女の細い足を灰に変えていく……

「ヒイラギ！　私の蔦つたを──」

　そう声をかけるが、彼女は私に微ほほ笑えみかけて、自分自身の蔦を、近づく私に向かって伸ばした。

　彼女の蔦に押されて、私は後ろに飛ばされた──そこは滝の上で、勢いよく落下する水に飲まれて落ちていく……その瞬間、彼女の体が炎に焼かれるのを、時の流れが遅くなったように目撃する……美しい彼女の顔が、どんどん燃えて黒くなるのが見えた……ダメ……そんなのダメ……だけど私にはどうすることもできなかった……そのまま無限ともいえる長い時間をかけて、どこまでも、どこまでも落ちていった……




　それから私は故郷の森を離れて、どことも知れぬ場所を彷徨さまよっていた……もうどうでもいい……どうなってもいい……仲間たちのいない世界に興味を失い、生きる気力がなくなっていくのを感じていた……

「おい！　アルラウネがいたぞ！」

　誰かの声が聞こえる──どうやら私を見つけたことに反応しているようだ……

「どけどけ、俺の獲物だ──アルラウネとは大当たりを引いたな」

「テイムできそうか？」

「おいおい、俺を誰だと思ってんだ」

「テメーの腕を疑ってるわけじゃねえが、アルラウネはかなり高レベルだろ」

「見てみろよ、理由はわからんが、かなり弱っているようだ──今ならヒヨッコのテイマーでも楽にテイムできるだろうよ」

　どんな会話をしているのか理解できなかったが、その生き物の一つが、私に近づいてくる──そして話しかけてきた。

「おい──言葉はわかるか？」

　何か話しかけていることは理解できた──だけど何も話したくなかった……無視していると何か強烈な痛みが私の肌を襲う。どうやら手に持っている細い紐ひもを打ち付けたようだ。虚うつろな抗議の目を向ける。

「おうおう──そんな目ができるのか！　気に入ったぞ──絶対に俺のものにしてやる」

　そう言いながら何度も紐を打つ──肌を打たれ、痛みを感じるはずなのだが、不思議と打たれる度に、痛みを感じなくなり、何か不思議な感覚が植え付けられていく──

　さらに強く紐で打たれる……痛みと一緒に、仲間を失った悲しみが薄れていくような気がする……もちろんそれがまやかしであるのはわかっている──だけど……今の私には、そのまやかしを否定する心は残っていなかった……

「おい！　アルラウネ！　俺を見るんだ！」

　そう言いながら私の体を強く揺さぶる。

「お前は今日から俺のものだ──いいな！」

　その生物は手を伸ばしてくる……この手を取れば何かが変わるような気がした──

「俺の仲間になれ！」

　なかま……その言葉の意味だけはなぜか理解できた……新しい仲間……私は無意識にその知らない人間に手を伸ばしていた──
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『カルマ』なる意味不明のパラメータ不足により、受注することができなかった三次ジョブクエスト──最近は自慢ではないが、善行とやらを積極的にこなしてきた。なので、多分、おそらく、大方、『カルマ』なるものが、必要分、溜たまっているはずである。俺は自信に満みち溢あふれた顔で、女神の神殿へと訪れていた。

「どうだ、女神よ、俺が今日、ここに来た意味を理解しているよな」

「……どんな理由で来たかはわかりませんが、できればこないでくれると嬉うれしいなと、心の底から思っています」

「ふっ、そうかそうか、そんなに俺のカルマが溜まっていることに驚いているか、ならば、どうすればいいかわかるよな」

「どうすればいいかはわかりませんが、できれば、このまますぐに帰ってほしいです」

「はははっ──そうだ、その通りだ、三次ジョブクエストの受注、それが俺の目的だ」

「いや……話が嚙かみ合あってませんから……」

「それでどうなのだ──三次ジョブクエスト、受けられるよな！」

「残念ですけど、少し足りませんよ」

「うむ、聞き違いかな、何かが足らないと聞こえたが……」

「ですから『カルマ』が少し足りてません」

「貴様！　またそんな意地悪を言い出すのか！　あんなに頑張ったのに、足らないわけないだろ、足らないわけ！」

「本当に少しだけ足らないんですよ、具体的に言うと、重い荷物を持ったお婆ばあさんの荷物を持ってあげた功績くらいの『カルマ』が足りません」

「本当に少しだな……よし、ちょっと待ってろ」

　俺はそう言うと神殿を飛び出した。目的はそう、重い荷物を持ったお婆さんの捜索である。

「よし、いたぞ……」

　普段から、祭りのような賑にぎわいを見せる神殿前の大通りで、ターゲットのお婆さんを見つけた。俺はすぐに駆け寄ると声をかける。

「婆さん、重そうだな、持ってあげるよ」

　そう優しく言ったつもりであるが、お婆さんは露骨に不審者をみる目で俺を見る。

「結構です」

　やはり警戒したのかそう断ってきた。

「そんなこと言わずに、ほら、それをよこして」

「何するんじゃ！　それはワシの荷物じゃ、盗とらんでくんろー！」

「盗るわけじゃない、持ってあげると言っているんだ」

「だから結構だと言っているじゃろうが」

「持たせてもらわないと困るのだ、さぁ、遠慮せずに！」

「誰か助けてー!!　泥棒じゃー、ワシの荷物が盗まれる！」

　高齢とは思えないほどの大きな声で、そう助けを呼ぶお婆さん。その声を聞いて、周りの人たちが集まり始めた。

「ち……違う、俺は荷物を持ってやろうと……」

　しかし、そんな俺の弁解に周りの不信感が払拭されることはなかった。衛兵を呼ぶ者も現れ始めたので、その場を逃走するように後にする。

　その後、俺は同じようにお婆さんの荷物を持ってやろうと試みるが、そのすべてが失敗する。どういうことだ……俺の顔ってそんなに怪しく見えるのか……

「ジンタ、何してるのこんなところで」

「なんだ、ニジナか──そっちこそ何してるんだ」

「私はちょっと買い物でもいこうかと思って」

「暇さえあれば買い物してるな──」

「なによその言い方は……」

「それより、ちょっと、ニジナに頼みがあるんだが──」

「頼み？　いいけど何するの」

「俺の隣にいてくれるだけでいい」

「……意味わからないんだけど……」

　俺一人だと不審者に見られるけど、ニジナと一緒にいれば多少は改善されるのではないだろうか──ニジナは見た目だけは善人面をしているからな──

　その読みは当たっていた。ニジナがいるだけで、声をかけたお婆ちゃんがニッコリと対応してくる。そしてスムーズに荷物を持つことができた。

「ありがとうございます──」

　荷物を持ってあげたお婆ちゃんはそう言って去っていった。

「ジンタ、私に、良いことをしている姿を見せたかったの？」

「ふっ──まあ、そんなとこだ。用事は終わったのでもうどっか行っていいぞ」

「嫌よ、お礼に何かご馳ち走そうしてもらうんだから」

「……そんな約束していないぞ」

「人にお願いごとをしたら礼をするのは当たり前でしょう」

「むむっ……仕方ない、それじゃ、女神の用件が終わったら奢おごってやる」

「女神様に用事があるの？」

「三次ジョブクエストを受注するのだ」

「そんなの、そんなに急がなくていいと思うけど」

「召喚士が召喚ができないなんて問題あるだろう」

「確かにそうだけど、ユキちゃんとシュラちゃんがいるから問題ないと思うけどな──」

　ユキとシュラでは俺の欲望の全ては発散できんのだよ……それがわからんようではまだまだだな。

　再び、女神の祭壇へとやって来たが、外で待っていればいいのになぜかニジナも付いてきた。

「あら、ニジナ、今日はどうしたのですか」

「女神様の声が聴きたくて……お忙しいところ、すみません」

「私もニジナに会えて嬉しいですよ。あなたはいつでも歓迎しますよ」

「おい！　エロ女神！　俺も来ているのになぜ無視をする」

「……あなたはさっき相手をしたでしょう……一日に二度も話をするのは拷問です」

「俺との会話が拷問とは言ってくれるな変態女神！」

「こら！　ジンタ、女神様になんて口きくのよ」

　俺の言葉に、女神より先にニジナがキレる。

「いいのよ、ニジナ──そんな言葉くらいで、私は気を乱しません」

「そうだぞ、ニジナ、女神には何を言ってもいいって教わらなかったか？」

「──いえ……そんな教えもありませんけどね……」

「まあいい、女神よ、『カルマ』は足りているはずだ、三次ジョブクエストを発注するのだ」

「……いいでしょう。本当は嫌ですけど仕方ありません──三次ジョブクエストを発注しましょう」

　かなり嫌々な感じではあるが、女神は三次ジョブクエストを発注した。

　三次ジョブクエストの内容は、クレストダンジョンのボス級モンスターの討伐であった。相手はレベル65のハイドロデーモン──前に戦ったブラックドラゴンよりは格下だが、それでもかなりの強敵なのは間違いなかった。

「それでは死なない程度に頑張ってください──」

　そう言って女神は俺との干渉を切った。が、ニジナとの干渉は切ってないようで、二人はなにやら楽しそうに話している。完全にえこひいきではないか……女神ともあろうものがそんな差別をするとはゆるせん──今度話す時にブツブツと小言を言ってやる。




　女神の神殿の近くに、最近、若者に人気のお店ができたそうだ。ニジナの希望で俺たちはそこへ訪れていた。

「なんだ……このカラフルな食べ物は……」

　俺の前に運ばれてきたのは、赤、青、黄色と、原色で色付けされた気持ちの悪い物体であった。さすがに食が進まないぞ……

「すごく美味おいしそうじゃない──」

「これが美味しそうとは、どんな神経してるのだ……」

「それでどうするの、クレストダンジョンの攻略パーティーは考えてるの？」

　色鮮やかなスイーツをスプーンでつつきながらニジナが聞いてくる。

「うむ……相手はレベル65の強敵だからな、暇なサブマス辺りを誘おうと思っている」

「……ヒーラーは決めてるの？」

「決めてないぞ」

「──まあ、私も暇っていえば暇だよ……」

「まあ、そうだな──ニジナも行きたいのなら連れて行ってやらなくもないぞ」

「なによそれ、ジンタがどうしてもっていうなら行ってあげてもいいよって言ってるの」

「どうしてもってわけじゃないんだが……」

「もう──そこまで言うならしょうがないな──可か哀わいそうだから一緒に行ってあげる」

「……面倒くさい奴やつだな、行きたいならそう言えばいいのに」

　そんな俺の言葉など聞いてない振りをしているのか、ニジナは機嫌よくスイーツを食べ始めた。




　それから二日後、準備を終えて、俺たちはクレストダンジョンへと出発した。

　クレストダンジョン──ルーディアの北にある中級難易度のダンジョンで、水のダンジョンとも呼ばれる、地底の滝や地底湖など、水が豊富なダンジョンである。

　暇なサブマスことディレイは、やはり暇だったのか、二つ返事で参加してくれた。

「ジンタ、クレストダンジョンは十二階層もあるからな、下手したら一週間は地下に潜ることになるぞ、ちゃんと準備はしてきたのか」

　クレストダンジョンへ向かう道すがら、俺の荷物を見て、ディレイが心配そうにそう聞いてきた。

「大丈夫だ、地底湖には美味しい魚が一杯いると聞いたので、釣つり竿ざおもほら、人数分持ってきたぞ──それと大きな天然のプールもあるそうだから、水着も持ってきたのだ」

「……いや、バックパックから何本もの竿が出てるからそれは知っている──水着もわかったが、ちゃんと携帯食も持ってきたんだろうな」

「シュラが酒を持っていこうとうるさいので、酒は沢山用意したぞ」

「……いや、ちゃんとエネルギーになる食料もあるのか聞いてるんだ」

「ユキが甘いものが欲しいと言うので、果実や砂糖も持ってきている」

「パンとか干し肉とかそういった定番の食料はどうなんだ？」

「荷物が一杯になったので、今回は持ってきてないぞ」

「……ちょっと待て！　もしかして一週間、酒と果実と砂糖で過ごすつもりか？」

「何言ってるのだ、だから釣り竿も持ってきてるのだろう」

「魚が釣れなかったらどうするんだ！」

「大丈夫、俺は釣りは得意だ」

　すでにルーディアの北門を出て四時間くらい歩いている。食料を買いに戻るかどうか考えると微妙な距離だ。戻るか進むかで心の葛藤があるのか、ディレイはすごい渋い顔で俺を見つめる。

「ディレイ、心配しないで、そんなこともあるかと、私が少し携帯食を持ってきてるよ」

　ニジナの言葉に、ディレイの表情が明るくなった。




　大きな湖の半島の先に、石で作られた遺跡のようなダンジョンの入り口が見えてきた。そこが、今回の目的地である。湖のほとりで少し休憩すると、俺たちはクレストダンジョンへと足を踏み入れた。

　ダンジョンの一階層は、ジメジメとした石造りの通路が続いていた。

「ここって、どんな敵がでるんだっけ」

　すぐにでも何かでそうな雰囲気に、ニジナがそう聞いてくる。もちろん俺はここに来るのは初めてなので、答えることはできない。

「水のダンジョンって言うくらいだから、水生モンスターが中心だな。代表的なのはリザードマンとか、アクアキャンサーがよく現れる」

「ウンディーネとかはでないのか」

　愛いとしのウンディーネとの出会いを期待してそう聞いた。

「水の精霊か──水の豊富な場所だから、出現してもおかしくないが、精霊はレアだからな──出会わない可能性の方が高いだろう」

　なんてこった……しかし、他にも水生モンスターには素敵な娘がいるのだ。

「ならば、マーメイドはどうだ──レアなモンスターではないはずだぞ」

「どうして、女の子のモンスターばっかり気にするのよ」

　ニジナが俺の嗜し好こうにいちゃもんをつける。もちろんそんな戯たわ言ごとなど無視をする。

「まあ、マーメイドはいるかもしれないな」

　よし……今回の目的は、マーメイドの胸を拝むことに決定だ。

「マーメイドもいいけどよ、その前に団体さんが遊んでほしいそうだぞ」

　シュラが前方に、多数の気配を感じたのか、そう警告する。

「ギルマーマンの群れだ、数が多いから気をつけろ」

　ディレイが全員にそう指示をする。ギルマーマンは、凶悪な半魚人のモンスターで、レベルは20前後と油断できない敵である。

「ユキ、アイシクルランスだ」

　俺がそう指示すると、ユキはすぐにアイシクルランスをギルマーマン目掛けて放った。

　10以上の氷の槍やりが、群れとなって迫ってくるギルマーマンに降り注ぐ。氷の槍は数体のギルマーマンの体を貫き氷結させる。だが、そんな強力なユキのアイシクルランスを見ても、ギルマーマンたちは怯ひるむことなく、ゾロゾロと迫ってくる。

「俺が前にでるから、後方から援護を頼む」

　ディレイはそう言って群れに向かって走り出す。

「シュラ、ディレイの援護だ」

　シュラにそう指示をだすと、俺は水生モンスターに有効な、ライトニングの魔法を唱え始めた。

　シュラは、先行するディレイの少し後方に待機して、ディレイの死角からのモンスターの攻撃に警戒する。

「ライトニング！」

　詠唱が終わり、俺は雷撃の魔法を放った。細い稲光が走り、一体のギルマーマンに直撃する。しかし、さすがに召喚士の攻撃魔法の威力などたかが知れている……弱点属性のはずだが、致命傷を与えるほどの効果はないようだ。

「ダメだ、俺の攻撃魔法じゃ、あまりダメージを与えられないな……」

「ジンタ、下がって、ユキがやるよ」

　そう言って、ユキは二発目のアイシクルランスの詠唱に入った。

　前方では、ディレイの華麗な剣技が閃ひらめいていた。自らの魔法がエンチャントされた片手剣を、軽い棒を振り回すように素早く振り抜き、正確に敵を切り伏せていく。ディレイの剣に切られたギルマーマンは、傷口から稲光を噴き出して絶命していく。魔法剣士が得意とする武器のエンチャントは、攻撃した敵に追撃ダメージを与える。それは、剣撃と魔法攻撃で同時に攻撃するようなもので、絶大な威力を誇った。

　シュラはそんなディレイの動きを邪魔しないように、後方に行こうとする敵を体術の連続攻撃で屠ほふっていく。拳、拳、蹴り、肘、膝と一撃でギルマーマンの体を歪ゆがませるほどの攻撃を連続で叩たたき込こんでいく。

　基本、回復要員のニジナであったが、一方的なこの状況ではその回復魔法の出番もやってこない。こんな時は、支援魔法で仲間がさらに優位に動けるようにサポートする。前衛のシュラとディレイに、パラメータアップの強化魔法を唱えた。

　数で俺たちを圧倒していたギルマーマンの群れだったが、その戦闘力の質では遠く及ぶこともなく、無難な勝利を献上することになった。

「一階層からこの群れの数は疲れるな」

　俺の言葉に、ニジナが嫌味を言う。

「疲れるほど役にたってなかったじゃないの」

「馬鹿者──前に出ているシュラに危険がないかな──とか、ディレイがあの石につまづいて、こけたりしないかな──とか、ユキの上の天井がいきなり崩れてこないかな──とか、心配からの気疲れがすごいのだ」

「どうして私のことは心配してないのよ！」

「ニジナはなんとなく大丈夫だと思っている」

「なによ、それ！」

「なんだ、心配して欲しいのか──」

「心配なんかしなくて大丈夫です！」

「ならいいじゃないか」

「……もう、いいわよ」

　ニジナは俺の言葉に呆あきれたのか、そっぽを向いてしまった。

　大量に討伐したギルマーマンであったが、ドロップアイテムは渋く、いくつかの素材が落ちただけでレアなアイテムは一つも入手できなかった。今回はアイテム狙いの探索ではないが、やはりプロの冒険者として、ある程度の収入は考えたい。

「二階層に、ゴールドフィッシュがよく出現する地底湖があるけど寄り道するか？」

　収入への不安を察知したのか、ディレイがそう提案してきた。ゴールドフィッシュは、額に金きんが埋まっている魚のモンスターで、文字通り、金を生む人気の獲物であった。

「そうだな……今日は二階層辺りでキャンプかなと思ってたので、地底湖で魚釣りも悪くないな」

　ニジナも反対しなかったので、二階層にある地底湖に寄り道することが決まった。




　二階層の地底湖──先が見えないほどの大きな空間に、１００メートル四方ほどの湖が存在していた。湖のほとりには草木が生えて、その豊かな自然が見て取れる。天井にはダンジョンでよく見る光ひかり苔ごけがびっしりと生えていることもあり、空間はかなり明るい。それもあって植物が豊かに実っているようであった。

「湖の真ん中にモンスターポータルがあるな……セーフティーゾーンだったらここでキャンプと考えてたけど……」

「あのモンスターポータルは大丈夫だ。魚系のモンスターしか産み落とさないので、湖に入らなければ危険はない」

「そうなんだ、じゃあ、ここでキャンプをしよう」

　そう思い、テントを張るのに良さそうな場所を探していると、湖に大きな水柱が上がった。それは天井に届きそうな勢いで噴き上がり、中から二つの影が飛び出してきた。

「なんだ！」

「あれはゴールドフィッシュだな──どうやら先客がいたようだ……」

　ディレイの言う通り、どうやら先客の冒険者が、地底湖でゴールドフィッシュと戦闘しているようだ。

　俺たちは、自分たちの戦闘時の参考にしようと、その戦いを近くで見ることにした。

「ちょっと待って、あの戦ってる人、冒険者じゃないわよ」

　ニジナが言うように、よく見ると、人型ではあるのだが、人として見ると少し違和感を感じる。

「見ろ、蔦みたいなものがゴールドフィッシュに絡みついていくぞ」

　確かに戦っている人影から、植物の蔦のようなものが沢山伸びていき、体長３メートルはあるゴールドフィッシュの体を覆いつくすほどに絡みついていく。

「ありゃ、アルラウネだな──」

　戦っている人型に心当たりがあったようで、ディレイがそう呟つぶやく。さすがにこのパーティーで一番の高レベルの年上お兄さんである。

　アルラウネは樹木の精霊で、強力な自然エネルギーを操る高レベルのモンスターだ。有名なのはその強力な癒いやしの力なのだが、レベル30の水生モンスターであるゴールドフィッシュを、相手の土俵である水上で圧倒していることでもわかるように攻撃性能も侮れない。

「モンスター同士が意味もなく戦うことってあるの」

　一部のモンスターには別のモンスターを食べたり、縄張り意識が強いモンスターの中には、近づくだけで他のモンスターを攻撃する凶暴な奴も確かにいるが、積極的に他のモンスターを攻撃する種族は少ない。

「よく見てみろ、額にテイムの烙らく印いんがあるだろう。あのアルラウネは野良のモンスターじゃないな」

「この距離でそんなの見えるのか──ディレイ、目がいいな」

　アルラウネまでは１００メートルほど離れている。こんなに離れているのに、額の小さな烙印を確認できるとは驚くほどの視力の良さである。

　アルラウネとゴールドフィッシュの戦闘は終わりを迎えようとしていた。蔦で身動きできなくなったゴールドフィッシュは、振り子のように振り回され、そのまま地面へと叩きつけられる。

　水の中では強力な戦闘力を持つゴールドフィッシュだが、水の無い陸ではその戦闘力は激減する。この時点で勝負はついていた。アルラウネはゴールドフィッシュに止めを刺す為に、長くて太い蔦を伸ばした。その蔦の先端は鋭く尖とがっていて、ゴールドフィッシュの頭部を容易たやすく貫いた。

　ゴールドフィッシュはピクピクと体を震わせると、そのまま消滅する。その後には赤ちゃんの握りこぶしくらいの大きさの金色の物体が残されていた。おそらくあれがゴールドフィッシュのドロップアイテムである金きんであろう。

　アルラウネはその金を拾うと、肩掛けのカバンの中にしまった。そして俺たちに気が付くと、こちらに向かって歩いてきた。

　近くに来てわかったのだが、アルラウネはかなり魅力的なモンスター娘であった。以前、召喚したドリアードに似ているが、ドリアードよりなお人間に近い感じで、人間との大きな違いは、花びらのような羽を背中から生やしているところと、その羽の近くから、いくつかの蔦が伸びているところくらいであろうか──加えてこのアルラウネは胸元を広く開けた服を着ていて、大きく柔らかそうな胸が零こぼれ落おちそうに危うく、俺の興奮を誘う。

　そしてさらに、この娘は特徴的なアイテムを装備していた。

「それ、眼鏡だよね──装備しているの、初めて見た」

　近付いてきたアルラウネにニジナがそう声をかける。眼鏡とは、発明の大賢者として知られるジムズーによって考案されたマジックアイテムで、魔法のガラスを常に覗のぞけるように装着することで、あらゆる目の問題を解決する便利なものであった。

「あっ……はい──そうです……」

　アルラウネはオドオドとそう答える。どうやら控えめな性格のようだ。

「君はテイムされてるんだよな、マスターはどうしたんだ」

　俺がそう聞くと、少し言葉に困りながらこう答える。

「ま……マスターは、他の場所で休んでいると思います……」

「君だけ置いていかれたのか？」

「ゴールドフィッシュくらいなら私だけで大丈夫だろうと……十日間ここで金を集めるように命令されたんです……」

　とんでもない奴だなそいつ……モンスターだけに狩りを命令して、自分は何もしないで休んでるのかよ……

「そうか……まだ、十日は経たってないのか」

「まだ、二日目でして……」

　可か哀わいそうな話だな……俺が彼女に同情していると、彼女は話を続ける。

「それでご相談なんですが、あなた方もゴールドフィッシュを狩りにきたんですよね……私もまだまだ狩らないといけないので、交互に交代しながら狩りませんか」

　たまに人気のある狩場とかで、ターゲットが被かぶると、交代での狩りを提案されることはある。先に狩りをする権利だけを主張する輩やからも多いなか、交代を提案するとはなんと常識のあるモンスター娘なのだ。

「もちろん、モンスターを独占するつもりはないから、交代での狩りに反対はしないよ」

「あ……ありがとうございます」

　こうして、俺たちとアルラウネはゴールドフィッシュの湧きを待って、交代で狩りをすることになった。

　しかし、その日はモンスターポータルの活動が鈍く、それ以降、ゴールドフィッシュが生まれることはなかった。仕方ないので、今日の晩御飯を釣ろうと釣りを始める。

「ジンタ、なんかピクピクしてるよ！　魚かかってるんじゃないの！」

　ニジナが俺の釣り竿の糸を見て、なにやら興奮してそう言う。確かにピクピクと反応しているが、焦りは禁物だ。ここは完全に魚が食いつくのを待つのが良策である。

「ジンタ、何してるのよ、早く竿を上げないと魚が逃げちゃうよ」

「まだだ、もう少し待って、完全に魚が針をくわえるのを待つのだ」

　と、俺はそう言ってピクピクしている状態のまま、しばらく放置していたのだが──

「ジンタ、糸、動かなくなったね」

　俺の釣り竿を見て、ユキが無表情でそう言う。確かに急に引きが無くなった。様子を見る為に、一度、仕掛けを引き上げることにした。すると、針に付けていた餌が無くなっている。

「ほら、だから言ったじゃないのよ。餌だけ盗られて、魚に逃げられたじゃない」

「ぬぬぬぬ……ここの魚もなかなかやるではないか、それでは俺もそろそろ本気をださないといけないようだな」

　俺はそう言って、針にさっきより多く餌を付ける。餌はその辺の岩の裏に付いていた虫なのだが、この虫を触るのを嫌がってニジナは釣りをやりたがらない。なので、さっきから俺にブツブツ文句だけ言ってくるのだ。

「ほらっ、大きい魚を狙いなさいよ、じゃないと、晩御飯が寂しいことになるわよ」

「わかっている！　任せておけ、次は仕留めてやる」

　魚のいるポイントはもうわかっている、あの流木の下だ。俺はそこに向かって仕掛けを投げた。

　糸を垂らしてすぐに、竿がしなるような大きな反応がくる。さっきは長く待ったことで餌だけを盗られる失態をしたので、次は早めに竿を上げた。すると、魚に掛かっていた針が甘かったのか、引き上げる途中で魚が取れる。

「何してんのよ、ジンタ、全然ダメじゃないのよ」

「うるさいな──たぶん、ここの魚が異常に釣りレベルが高いんだよ。だから生半可な釣り具では誰がやっても釣れないんだ！」

　と、俺が言った瞬間、近くで釣りをしていたシュラが大きな魚を見事に釣り上げた。陸に引き上げられた大きな魚を見つめながら俺とニジナは一瞬沈黙する。

「──今日、初めて釣りしたシュラちゃんが簡単に釣ってるじゃない」

「くっ……あれだ、そう、ビギナーズラックというやつだ。これだから初心者は怖いな──」

　苦笑いしながら俺がそう言っている横で、ユキが良い形の魚を釣り上げた。しかも、魚を外すとすぐにまた糸を垂らして、二匹目も間髪入れずにすぐに引き上げる。

「簡単、簡単──」

　そう言いながらどんどん釣り上げるユキを見て、俺は少し震えながらこう言う。

「……ユキよ……お前、実は釣りマスターだな」

「違うよ。ユキも、今日初めてやった。釣り簡単──」

「……くっ……畜生！　負けてたまるか！」

　そう言って俺も釣りを再開したが……結局、俺に釣り上げられる魚は一匹もいなかった……




「ジンタ、ディレイが飯にしようって呼んでるよ」

「う……うるさい！　まだだ……まだ俺は諦めん！」

「シュラちゃんとユキちゃんが十分釣ったから、魚はもういいって……」

「馬鹿者！　そんな魚よりもっと美味うまい魚を俺が釣ってやる！」

「もう……気が済むまでやってなさい」

　俺の気迫にニジナも説得をあきらめキャンプまで戻っていった。

　黙々と釣り糸を垂らす俺の近くに、あのアルラウネが近づいてくる。どうやら俺たちのやり取りを見ていて気になったようだ。アルラウネは俺の横にくると、控えめな声で話しかけてくる。

「あの……少しいいですか……」

「うむ……今は忙しいので後にしてくれ」

「あ……すみません……でも……その……少しだけ……」

「……なんなのだ、言いたいことがあるなら簡単に言え」

　いつもなら、こんな魅力的なモンスター娘に話しかけられれば丁寧に対応するのだが、今の俺にはそんな余裕はなかった。しかし、そんな素っ気ない俺の対応にも、彼女は嫌な顔もせずにこう話をきりだしてきた。

「あそこの……水辺のへこみ部分に……沢山、魚がいます……なので……」

「どうしてそんなことがわかるのだ？」

　アルラウネのアドバイスにそう聞き返す。

「私……丁度、食事中でして……根を湖に入れてますので見えるんです……」

　言われて彼女を見ると、背中から伸びている細い管みたいなものが、確かに湖の中へと伸びていた。そこから水分を摂取しているようだ。

　俺は彼女のアドバイスに従って、そのポイントに糸を入れてみることにした。すると、すぐに大きな引きが竿に伝わる。

「うおぉ──これはでかいぞ！」

　そう言って竿を上げようとすると、彼女に止められる。

「まだです！　もう少し……もう少し待ってください……」

　どうやら管を湖に入れていると彼女は湖の中の様子が見えているようである。
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「今です……上げてください！」

　そう言われて俺は勢いよく竿を持ち上げた。するとどっしりとした重い感覚が腕に伝わる。

「ぐおぉ──」

　力強く引いても、魚は完全に針をくわえているようで外れない。なので不器用に引き上げても魚が外れることもなく水中から引き抜くように釣り上げた。だけど、思ったより大物が掛かったようで、糸がその重さに耐えられずにぷっつりと切れる。

「うわっあ──俺の魚が！」

　俺は思わずそう叫んだ。

「大丈夫です……」

　アルラウネはそう言っていくつもの蔦を勢いよく伸ばす。その蔦は一瞬で編み物のように複雑に絡み合うと、空中を舞っていた魚を捕らえた。

　彼女は捕らえた魚を静かに俺に差し出した。そして不器用な笑顔でこう言ってくる。

「釣れて……良かったですね……──」

　なんといい子なのだ……エロい感情を抜きにしても、俺はこの子を気に入ってしまった。

「うむ──あれだ……これだけ大きい魚だと俺たちだけでは食べきれないと思うのだ……よかったら一緒にどうかな……」

　柄にもなくそんなことを言ったので、少し声が上ずる。彼女は少し考えてこう答えた。

「私なんてそんな……でも……迷惑でなければ……」

「迷惑なんてとんでもないぞ。その方が助かる」

　こうして半ば強引に、彼女を俺たちのキャンプに招待した。




「私はイツキと言います……」

　彼女はそう自分の名を紹介してくれた。

「そうか、イツキ、よろしくな」

　そう俺が言うと、イツキは恥ずかしそうに下を向く。かなりの照れ屋さんのようである。

「魚が焼けたから、イツキちゃんもほら食べて」

　俺以外には無条件で優しいニジナが、イツキに焼けた魚を振舞う。

「さっき水を吸い取って食事中とか言っていたが、普通の食べ物も食べるのか？」

　さっきの話を思い出しそう尋ねる。

「はい……根から吸収する水だけでも生きていくことはできますけど……口から摂取する食事も可能です……」

「それは便利でいいな」

「便利──……？」

「そりゃ、そうだろう──生きる為なら水だけでいいのに、食事を楽しむ機能もあるんだから」

「そうですか……便利……そういう考えもあるんですね……」

「他にどんな考えがあるんだ？」

「マスターや……その周りの人たちからは……根から水を吸収するのを見て、気持ち悪いと言われます……人間みたいな見た目して、気持ち悪いことするなと……よく怒られます……」

「うむ……イツキのマスターとは友達になれそうにないな……」

「そうだね、モンスターが人と違うのは当たり前だし、それを気持ち悪いって考えるのは人の勝手な思い上がりだからね」

　会話を聞いていたニジナも、俺の意見に同意してそう言う。しかし、自分も人だろうに……偉そうに人外のような物言いを恥ずかしげもなくよくするもんだ。

「おーい。でっかい魚も焼けたぞー」

　黙々と魚を焼いてくれているディレイがそう声をかけてきた。それを聞いてユキとシュラがディレイのとこへ駆け寄る。

「ディレイ、私はその目玉のとこが食べたいぞ」

　シュラが美味しそうに焼けている魚を見つめてそう声をかける。

「目玉んとこが好きなのか？　珍しい奴だな」

　そう言いながらも、木の皿に目玉の部分を取り分ける。

「ユキはお腹なかの部分がいい」

「確かに腹の身は脂がのってて美味いよな」

　ディレイはそう言いながら腹の身を取り分けようとするが、ユキがそれを制止する。

「ディレイ──そこ違う──中のとこ」

「え！　腸はらわたがいいのか？」

　そう聞くと、ユキは大きく頷うなずいた。そうなのだ、熱くなければ何でも食べるユキだが、その好みは少し変わっている。動物の肉も内臓の気持ち悪い部位を好むし、サソリや蛇とか見た目があれな食べ物も平気で食べる。まあ、一番好きなのはアイスクリームだけど、ダンジョンでアイスクリームはなかなか食べられないからな。

「ディレイ、俺の釣り上げた大きな魚を取り分けてくれ、三人分だ」

　俺は胸を張って自慢げにそう言いながら皿を差し出した。

「ほらよ、ジンタが奇跡的に釣り上げた魚を取り分けたぞ」

「奇跡ではない実力で釣り上げた魚を受け取ったぞ」

「偶然の産物をさっさと持っていけ」

「偶然ではない必然の産物を持っていくとしよう」

　そんな俺とディレイのやり取りを見ていたイツキが、口を手で押さえて笑顔になる。

「ジンタって馬鹿でしょう」

　ニジナの言葉に、イツキは笑顔でこう答える。

「楽しい……楽しい方ですね……」

「まあ、楽しいっちゃ楽しいのかな……」

　そんな二人に俺は魚を持ってくる。

「何の話をしているのだ、ほら、俺の釣った大きな魚を持ってきたぞ」

　そう言いながらニジナとイツキに魚を渡す。そして二人が魚を食べるのをじっと見つめた。

「美味いか？　どうなのだ、俺の釣った大きな魚は！」

「美味しいです……すごく美味しいです……」

　イツキは笑顔でそう言ってくれた。

「ほら、イツキは美味しいと言ってるぞ。ニジナはどうなのだ」

「悪くないけど……美味しいって言わない」

「美味しいと言ってるようなものではないか」

「言ってないわよ」

「聞き分けの無い奴だな……素直に美味しいと言えばいいだけだろ」

「そんなこと言ったら、ジンタが調子に乗る」

「くっ──面倒くさい奴だな……」

　そんなつまらないいつものやり取りを、何が楽しいのかイツキは笑顔で喜んでいる。

　魚をたらふく食べて、お腹いっぱいになると、明日からの予定を話しながらまったりとしていた。

「明日はなんとか五階層まではいきたいな」

　ディレイが炭豆茶を飲みながら希望を話す。

「どうして五階層なのだ？」

　俺が聞くと、目を輝かせてこう言う。

「五階層にはここより大きな地底湖があるんだよ」

「なるほど、わかったぞ。そこで今日よりでかい魚を俺に釣れって言ってるのだな」

「いや──そうじゃないぞ。五階層の地底湖には、ゴールドフィッシュの上位種であるプラチナフィッシュが出現するんだよ」

「ほほう──それは儲もうかりそうな魚だな」

「そうだな、プラチナは金の数倍の価値があるからな」

　それを聞いていたイツキが、控えめな声でこう話してきた。

「あの……すみません……よろしければその地底湖に、私もご一緒させてもらえませんか……」

「別に構わないけど──どうしてだ？」

「はい……二日ここで狩りをしていましたが……どうもゴールドフィッシュの湧きが少なく……このままではマスターに言われているノルマに足らなくなりますので……」

「一人で狩りさせておいてノルマとかあるの！　どれだけ性悪なのよ、そのマスター……」

　イツキの話をニジナが聞いて、怒ったようにそう言う。

「すみません……」

　イツキはその怒りを受けて、なぜか申し訳なさそうに謝った。




　イツキと五階層まで同行することに決まり、急きゅう遽きょ、彼女がパーティーに加わることになった。そこまでの道中の戦闘も、積極的に参加してくれて、素早い殲せん滅めつに貢献してくれた。

　一緒に戦ってイツキの戦闘スタイルが見えてくる。アルラウネは本来、回復スキルを得意とすると聞くが、彼女はそれはあまり得意ではないようだ。その代わりに多彩な補助魔法を持ち、触手を使った強力な攻撃との連携で敵を倒していく。

「囲まれるな！　シュラ以外は後ろへ下がれ！」

　四階層の大きなフロアーで、大量に現れたリザードマンと激しい戦闘になった。リザードマンはギルマーマンより戦闘力が上で、しかも知能が高い。リザードマンの組織的な攻撃に、数で圧倒されている俺たちは苦戦していた。

「ユキ、絶対零度だ！」

　数が多すぎて、さすがのディレイでも倒し切れなくなっていた。シュラも頑張っていたが、このままでは前衛が突破され、完全に囲まれるのも時間の問題のように見える。俺はまずは敵の数を減らす為にユキに絶対零度の使用を指示する。

「絶対零度！」

　だが、強力な範囲攻撃を予測したのか、リザードマンたちは大きな盾を構えて攻撃に備え、そして陣形を広くすることで被害を分散させる。

「くっ……ユキの絶対零度で一割も倒せなかったぞ」

　ユキの絶対零度は魔力の消耗が激しいのでそうは連発はできない。このままではヤバイと嫌な汗が一筋、頰を伝った──だが、その瞬間、隣にいたイツキから、小さいが力強い声が響く。

「世せ界かい樹じゅの波動！」

　イツキがそう叫ぶと、半透明の木々が広大なフロアーを埋め尽くしていく。そして一瞬でそのフロアーは半透明の森林に変わった。

「樹木は味方に恩恵を……木々は敵に制裁を……」

　イツキのその言葉通り、半透明の森林は、味方に補助と癒しを与え、敵のリザードマンに拘束と攻撃を与えた。

「すごい……あの数の敵の動きを一瞬で止めた」

　半透明の木々から伸びる大量の蔦に体を絡めとられ、動けなくなったリザードマンたちを見てニジナが呟く。

「世界樹の効果は……三分……早く殲滅を……」

　半透明の木々の蔦はリザードマンたちを締め上げてダメージを与えるが、さすがに致命傷と呼べるほどの威力はなかった。なので、動けない今のうちに殲滅する必要がある。

「よし、ユキ、もう一度絶対零度だ！」

　ユキは俺の指示で絶対零度を放つ。超絶な冷気が無防備なリザードマンたちに襲い掛かった。

　冷気を受けたリザードマンたちは、氷結してそのまま崩れ落ちる。

「よし！　半分は片付けたぞ」

「残りは任せろ！」

　そう言ってシュラが走り出す。シュラは生き残りの密集した中心にくると、全方位に闘気の攻撃を放った。

「サークルブレード！」

　リザードマンたちは、武器や盾でそのシュラの攻撃を防ぐこともできず、多くがその長い首を切り飛ばされていく。

　ディレイは範囲攻撃が得意ではないので、素早く確実に一体、一体をその魔剣で屠っていった。

　俺とニジナも、ここぞとばかり攻撃に参加する。火属性に弱いリザードマンには、俺の貧弱ファイヤーボールでも効果があるようで、ジワジワとダメージを与えて倒せる。ニジナは自ら使える最強の攻撃魔法のホーリースパークを放って攻撃する。ホーリースパークは、聖属性と雷撃属性の二つの特性を持つ攻撃魔法で、雷撃属性にも弱いリザードマンにも効果が高かった。

　一方的に攻撃できたこともあって、世界樹の効果の三分以内で敵を殲滅することに成功する。

「片付いたな……」

「ジンタ、ドロップアイテムを回収するから手伝ってくれ」

　ディレイがリザードマンから落ちたアイテムを拾いながら俺にそう声をかけてくる。ドロップアイテムの回収は冒険者の大事な仕事の一つであるので、面倒くさいが俺も手伝い始めた。

「私も……手伝います……」

　イツキがそんな俺たちの姿を見てそう言ってくれる。シュラやユキは戦闘が終わると勝手にその辺をウロウロして遊んでいるのに、なんと気が利く子なのだろうか……

　しかもイツキのドロップアイテムの回収は、驚くほど効率のよいものだった。無数に伸ばした蔦をフロアー中に広げ、その場から動かずにどんどん拾い集めていく。

「便利なもんだな──」

　ディレイもそれを見て感心している。

　ドロップアイテムの回収が終わると、俺たちはすぐに下の階層に向けて出発した。

　それから大きな戦闘もなく、五階層の地底湖へ到着した。

　五階層の地底湖は確かに二階層よりかなり広く、釣りがいのある大物が沢山いそうである。

「あの……ありがとうございます……」

　イツキは俺にそう礼を言ってきた。

「礼を言うのは俺たちの方だぞ。イツキがいなかったらリザードマンの群れにもっと苦戦してただろうし」

「いえ……私のお力添えなんて微々たるものです……」

　本当にこの子はできのいい子だな……なんとかうちの子にできないだろうか……

「それで……プラチナフィッシュを……狩る順番ですが……二階層で私はゴールドフィッシュを狩ったので……先に……どうぞ……」

「あー……俺たちはプラチナフィッシュを狩るのがメインじゃないから、後で大丈夫だぞ」

「あ……でも……」

「いいんだよ。遠慮なく狩れよ、ノルマがあるんだろう──」

「あ……ありがとう……ございます……うっ……うう……」

　そう言いながらイツキが涙を流し始めた。

「ど……どうした！　何かあったのか！」

「いえ……私……こんなに……優しくされたことがないので……」

　こんなことで涙を流すほど感動するとは……よほど周りがろくでもない人間ばかりなんだろう……

「ジンタ、なにイツキちゃん泣かせてるのよ」

「いや……そうじゃないぞ、別に泣かせたわけじゃなくて……」

「じゃあ、どうして泣いてるのよ、そうやっていつも言い訳ばっかりして──」

「だから──言い訳じゃなくてな──」

　そんな俺とニジナの会話を聞いていたイツキは、泣き顔からやがて笑顔へと変わっていく。それに気が付いた俺は泣かせた、泣かせてないなんて話、どうでもよくなる。

「よし、今日の夕食を釣るとするか！」

「誤魔化さないの！」

「まあまあ──それより、今日はニジナも釣ってみるか？」

「いや……あの気持ち悪い虫触んないとダメなんでしょう？　やめとくよ」

「虫よりは釣れないけど、この疑似餌でも釣れるから、これを使うといいよ」

「疑似餌？」

「偽物の餌だ」

「いくら魚でも、偽物の餌で釣れるわけないじゃないの──そうやってまた私を騙だます気でしょう」

「騙してないって──いいからやってみな」

　それでも渋っていたニジナであったが、少しだけといいながら釣りを始めた。

　俺たちが釣りをしている間に、イツキはプラチナフィッシュの狩りを始める。

　まずは地底湖の冷たい水の中にゆっくりと管を入れて中の様子を探り始めた。

「プラチナフィッシュが……１……２……３……すごい……五匹もいますよ……」

「なんだと！　それは本当か？」

　ディレイがそれを聞いてイツキに近づいていった。

「はい……間違いないです……」

「ジンタ、ちょっと予定変更だ、釣りの前にプラチナフィッシュを狩ろう──イツキ、どうだろう、ここは共同で狩ってドロップは山分けということで」

「はい……私に異論はありません……」

　こうして急遽、プラチナフィッシュの狩りが始まった。

「どうするんだ、ディレイ」

「そうだな……水の中でまともに戦うには危険な相手だからな……」

「私が……水から追い出します……」

「できるのか？」

「はい……たぶん大丈夫です──」

「よし、それじゃ頼む」

　まずはイツキがプラチナフィッシュを水中から追い出してくれることになった。水中からでれば恐れる相手ではないので、全員で一斉に攻撃して倒すことになった。

　イツキは複数の蔦を水中に伸ばしていく。そしてしばらくその蔦でモソモソとしていた。すると地底湖の水面が荒れてくる。

「ジンタ、黒いのが集まってくるよ」

　ユキが地底湖の一点を指さしてそう言った。見ると確かに黒い巨大な影が地底湖の中心へと集まってくる。

「そろそろ……水中からでます……攻撃準備を……」

　イツキにそう言われて、全員が攻撃態勢に入った。

　水面がさらに荒れ始めた。そしてやがて地底湖の中心に大きな渦が生まれる。渦はどんどん大きくなっていき湖全体に広がった。

「くるぞ！」

　巨大な気配を感じたのか、ディレイがそう叫ぶ。

　すると叫び通りに、渦の中心から巨大な物体がいくつも飛び出してきた。

「で……でかい！」

　相手は魚だと油断していた……まさかこれほどまでに巨大だと思っていなかった……体長10メートル近い巨体が五体も宙に舞い、その迫力に攻撃準備をしていた全員が一瞬、呆ぼう然ぜんとする。

「攻撃だ！」

　ディレイの声に我に返り、慌てて攻撃を繰り出した。

　しかし、攻撃の遅れが致命的となり、プラチナフィッシュたちは倒す前に水中へと戻っていった。

「あんなにでかいんだったら教えておいてくれよ……」

　俺はディレイに文句を言う。

「いや……あれは俺の知っているプラチナフィッシュのサイズじゃないぞ……」

「何を言っているのだ、実際、巨大なプラチナフィッシュが飛び出してきただろう」

「だから、俺も驚いてるんだろう」

「もしかしてエリート種じゃないの」

　ニジナがまた難しい話を言い出した。

「そうか……その可能性はあるな……」

「そのエリート種っていうのは、なんだ」

　ディレイとニジナの二人だけで納得しているのが悔しくて質問する。

「モンスターポータルから生まれるモンスターの中には、稀まれに同じ種族でも、その大きさや能力が異なる特別な個体が生まれることがあるの、それをエリート種と呼んでいるんだけど……」

「五体とも全部エリートだったな……そんなことありえるのか──」

　聞くとエリート種が生まれる可能性は十万分の一と珍しいことらしい。それを考えると、五体全部がエリートなのは変な話である。

「まあ、五体のプラチナフィッシュのエリート種なんて──よく考えたらこんな美味しい状況ないからな──」

「エリート種はノーマル種より、かなりドロップがいいって聞くから、確かに……」

「よし！　さっさと片付けよう。イツキ、もう一度、プラチナフィッシュを追い出してくれるか」

「はい……わかりました……」

　気持ちを切り替えて、俺たちは再度、プラチナフィッシュに挑む。

「いいか、みんな──今度は本気の攻撃を一斉に叩き込むぞ」

「ユキに任せて──次は本気だす」

　なぜかユキがすごくやる気になっている。よくわからんけど、どうやらイツキに変なライバル心が生まれているようだ。

　さっきと同じように、イツキが蔦でプラチナフィッシュたちを中央に追い立てる。大きな渦が生まれてそこから一斉にプラチナフィッシュが飛び出した。

「絶対零度！」

　プラチナフィッシュが宙を舞った瞬間、力強いユキの声が響く。本気の出力の絶対零度──それは想像を絶する威力であった。プラチナフィッシュだけではなく、地底湖にも冷気が広がり、見る見るうちに凍結していく。

「す……すごい……なんて氷結魔法なの……」

　さすがにイツキも驚きょう愕がくの声を上げる。それを聞いていたユキはなぜか誇らしげに胸を張る。

　プラチナフィッシュはユキの一撃で全滅した。

「ジンタ──ユキ、すごい？」

　そう聞いてきたユキに、俺は少し大きな声で返事した。

「ユキよ……地底湖を全部凍らしたら釣りができないぞ──今日の晩飯が抜きになるではないか……」

　褒められると思っていたユキは、俺の言葉に落ち込む。それを見ていたニジナがユキを庇かばった。

「何言ってるのよ。本気でやれって言ったのはジンタでしょう。ユキちゃんは悪くないわよ」

「しかし、釣りができないのだぞ」

「しょうがないでしょう。今日の晩御飯はあるものですませましょう」

　そんな会話をしていると、イツキが凍った地底湖に歩いて行って太い蔦を伸ばすと、氷に突き刺した。そしてそのままグイグイと蔦を動かして、氷に穴を空けていった。

「ジンタさん……ここから釣りができます……」

「おぉーナイスだイツキ！」

　どうやら湖の底は凍っていないようで、穴から糸を垂らして魚が釣れそうであった。釣りができると思うと、ユキに言い過ぎたと反省する。

「ユキ──言い過ぎた、ごめんな……」

　落ち込んでいたユキは、それを聞いて表情を明るくする。

　肝心のプラチナフィッシュのドロップだが、エリート種ということもあり、かなりの量のプラチナが取れた。それを俺たちとイツキで分配した。

「ジンタさん……私の……多いです……」

「多くないよ、イツキはそれだけの仕事をしたんだから──それでノルマの方は達成できたかな」

「は……はい。十分ノルマは達成してます……本当にありがとうございます」

　俺たちも今回の冒険の日当を稼げたし、イツキもノルマを達成した。後は最下層にいるボスを倒すだけである。

「さて、釣りをするぞー」

　そう俺が声をかけると、ユキとシュラが竿を持って集まってきた。

「ニジナ、やらないのか」

「──虫は触らないからね！」

　そう言って竿を握る。

　ディレイはキャンプの準備を始め、イツキは俺の隣で釣りを眺めている。

　イツキは人数分の穴を氷に空けてくれていた。俺たちはその穴に糸を垂らしていく。

「よし、かかった！」

　釣りを始めてすぐにシュラの竿が大きくしなる。

「シュラちゃん、頑張って！」

　ニジナの応援に答えるように力強く竿を上げる。氷の穴をギリギリ通る大物が、シュラの釣っていた穴から飛び出してくる。

「大物だね、昨日のジンタが釣ったやつより大きいんじゃないの」

「なんだと……いや……俺が釣った方が少しでかいんじゃないか……」

「そんなことないよ、こっちの方が絶対、大きいって」

「ふっ──まあいい。今からそれすら小物に見えるくらいの圧倒的大物を釣ればいいだけのことだ、見ているがいい──この釣り王、ジンタさまの実力を！」

　──それから、釣り初心者のニジナがシュラを上回る大きな魚を釣り上げ、ユキが怒ど涛とうの爆釣を見せて圧倒的な数を釣る。そして最後は、シュラが最初の大物を上回る巨大魚を釣って、その日の釣りは終わりを迎えた。

「……ふっ……勝負はこれからだ！」

「いや……もう十分食べきれないくらい釣れてるから……」

「何を言っている！　今日の俺は腹ペコだ！　あんな小さな魚では空腹を満たすことなどできんぞ！」

「はい、はい──その気合は明日にとっておこうね」

「何を諭すような言い方しているのだ！　これでは俺が釣りで負けたみたいになっているじゃないか！」

「みたいじゃなくて、負けてるの！　一匹も釣りもしないで文句ばっかり言わない！」

「くっ──ぐうの音もでないぞ……まあいい……本番は明日だ……明日は途と轍てつもない大物を釣り上げてやるぞ」

「そもそも今回の冒険の目的は、最下層のボスの討伐でしょう──なに、釣りにむきになっているのよ……」

「釣りは男の浪ろ漫まんだ！」

「男の浪漫とやらに女の私たちを巻き込まないでよ」

「くっ……まさに正論で何も言えん！」

「おーい、魚焼くからこっちに持ってこい」

　魚を焼く準備ができたのか、ディレイがそう叫んでいる。丁度、立場が悪くなったところなので、俺はさっさと魚を運び始めてそこから逃げ出した。
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　森で暮らしていた時は仲間に囲まれ、幸せだった……毎日、笑顔が溢れ──安らぎと充実した日々を過ごしていた。

　永遠と思われたそんな日々が、終わりを迎えるとは思いもしなかった──それも驚くほど唐突に……

　凶悪な魔獣の襲撃で、森は破壊と破滅を迎える──

　仲間たちとは散り散りになり、故郷の森林は火の海と化した。

　私は見知らぬ土地を彷徨い歩いていた……そんな時、冒険者であるマスターと出会う……

　故郷を失った悲しみと絶望の中で心を病んでいた私の隙に、テイマーであるマスターは付け込む……気が付けばテイムの烙印を刻まれ、冒険者の道具としての人生を歩むことになってしまった……

　私は冒険者が嫌いである。傲慢で自分勝手で横暴で……マスターはそんな冒険者の悪い部分だけで、できているような人だった。マスターの周りにいる仲間たちも同じような人たちで、世の中の冒険者は全てこういうものだと思っていたのだが──私はこの人たちに出会った……

「どうした、イツキ、美味しくないか？　やっぱり俺が釣った魚じゃないとあれだよな」

「あれってなによ──嫌だったら食べなきゃいいじゃない」

　ジンタさんとニジナさんはすぐに言い合いをするけど、二人の発言には悪意を感じない……そんな優しい暴言に、自然と私も笑顔になる。

「イツキ、ユキの魚も食べて──」

　ユキちゃんは可愛いし、優しい──こうやって見ていると、あんな恐ろしい魔法を使うようには見えない。

「足らなければどんどん焼くから言ってくれよ」

　ディレイさんは大人な人だ……落ち着きがあり、面倒くさい作業を文句ひとつ言わずに黙々とやっている。

「イツキ、肩こってないか？　ちょっと揉もんでやるよ」

　シュラちゃんも優しくて親切だ。私の体を気遣ってそう言ってくれる。実際に肩を揉んでもらったのだけど、すごく念入りにやってくれて、肩だけではなく、体のかなりの広範囲を揉んでくれた。

　食事も終わり、みんな明日に備えて休むことになった。当たり前のように、部外者である私にも寝床を提供してくれた。

　三時間ほど睡眠を取ると、私はゆっくりと目を覚ます。人と違ってそれほど長い睡眠を必要としないので、休息としては十分であった。

　私はテントからでると、見張りをしているジンタさんへと近づいた。

「なんだ、イツキ、もう少し休んでいて大丈夫だぞ」

「私たちは……必要とする睡眠時間が……短いのです……もう十分休めました……ありがとう……」

「そうか──そうだ、何か飲むか、といっても炭豆茶かお茶くらいしかないけど──」

「炭豆茶って……飲んだことないです……」

「じゃーちょっと飲んでみるか」

　その質問に私は小さく頷いた。

「に……苦いですね……」

「まずいか？」

「いえ……苦いですけど……美味しいわけじゃないですけど……嫌ではないです……」

「嫌じゃないなら良かった」

　ジンタさんはそう言って少し微笑んだ。

　何気ない微笑みだけど、裏の無い純粋なその笑顔に癒しを感じる……こういう人がマスターだったらいいのに……ふとそう思って自分を窘たしなめる。
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　もう少しだ……もう少しで彼女の豊満な胸の先端が見える……俺は微妙に座る位置をずらして、視界の角度を変える。イツキはかなり胸元の緩い服装をしている、それは彼女の溢れる胸を収めるにはあまりにも危うかった。

「ジンタさん、どうしたんですか……そんなに体を歪めて……」

「うっ……いや……ちょっと背伸びをしたのだ」

「背伸びと言うより……捻ひねりを加えてましたけど……」

「これがうちの田舎の背伸びなのだ」

「そうなんですか……」

　よし、イツキが座る位置を変えたぞ……これでより胸元が見えやすくなった……

「ジンタ、そろそろ見張りの交代の時間だよ」

　と、絶妙にいいタイミングで、ニジナが現れた。

「も……もう、そんな時間か……」

　くっ……まだイツキの先端を堪たん能のうしていないのに……ちょっと空気読んでくれよ……

「……ジンタ──だから見張りは代わるから」

　いつまでも動かない俺を見て、ニジナがそう声をかけてくる。

「わ……わかっているぞ──それでは寝るとするかなー」

「ちゃんと寝るのよ」

「ジンタさん……おやすみなさい……」

　ぐっ……もう少し……もう少しだったのに……悶もん々もんとしながら俺は明日に備えて眠ることにした。
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　夕食時の騒がしさから一変した、ダンジョン内の独特の静けさの中、私は湖を見つめていた──考えるのはやっぱりジンタのことばかりで、自分の気持ちを再確認するだけである。

「ニジナさん、見張りは私がしますので、まだお休みになったらどうですか」

　イツキちゃんがそう言ってくれるけど、ちょっと悶々としてしまっているので、もう少しこのまま起きていようと思う。

「ありがとう、でも、まだ起きていたいから大丈夫だよ」

「そうですか──でも、眠くなったらいつでも言ってくださいね」

　優しい子だな……これだけ素直に優しくなれたら……ジンタも、もう少し私を見てくれるのかな……

「イツキちゃん、変なこと聞いていいかな」

「はい、なんですか」

「好きな人っている？」

「好きな人ですか、はい、いますよ。ジンタさん──」

　いきなりジンタの名前が出てきたので、心臓が破裂するような衝撃を受ける。

「とか、シュラさんとか、ユキちゃんとか、ディレイさんも好きです。あっもちろんニジナさんも好きですよ」

　そうイツキの言葉が続いて安心する。どうやら私の意図する意味とは違う好きのようだ。

「そうじゃなくて、異性として、いつもその人のことを考えてしまうっていうか……こうーキュッと切なくなるような特別な好きなんだけど」

「キュッとなる特別な好きですか？　よくわからないですけど、それに一番近いのはジンタさんでしょうか」

　なっ！　ちょっと待って……この子……よくわからないうちに、ジンタのことが好きになりかけてるんじゃないの……

「えっと……それはあれじゃないかな……たぶん、気のせいだよ……」

「気のせいですか？」

「そう、そう、ジンタにそんな感情が生まれるわけないもの」

「そうなんですか？」

「そうだよ、ジンタには特別な好きなんてありえないよ」

　イツキちゃんは、そうなんですね──と言葉では言っているが、私の意図する言葉を理解はしていないようだ。

　私って嫌な奴だ……
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　次の日、ゆっくり休息をとった俺たちは、最下層に向けて出発する。それでイツキなのだが、ノルマをクリアーすることができたこともあり、なんと、俺たちのボス討伐を手伝ってくれることになった。これは戦力的にも、先端の拝見的にもありがたい話であった。

「今日はなるべく十一階層までいきたいから、少し急ぐぞ」

「今度は十一階層に地底湖があるのか？」

「いや、十一階層にあるのは瀑ばく布ふだ」

「瀑布？」

「滝だよ、滝、十一階層にはでっかい滝があるんだ」

「それでその滝に何の用があるんだ」

「滝の周辺は、下層域唯一のセーフティーポイントなんだよ。そこで休んで、十二階層のボス戦に挑むのがクレストダンジョンの定番の攻略法だ」

「なるほどな──それでは急いで向かうとしよう」

「急ぐけど、安全第一だからな、それは忘れるなよ」

　ディレイの案内で最短ルートを進んで、安全第一で急いだ。そして七階層までは激しい戦闘もなく、スムーズに進んだのだが、フロアーのほとんどが湖になっている七階層で、予想外のトラブルが待っていた。

「おい、ディレイ──ここはどうやって進めばいいんだ」

　目の前に広がる地底湖を眺めて俺がそう聞くと、ディレイは首をかしげてこう言った。

「……おかしいな……この辺に橋がかかっているはずなんだが……」

「そんなに距離もないから、泳げばいいんじゃねえか」

　確かに向こう岸はこちらから見える距離だが……シュラの安易な意見に、ディレイが渋い顔で答える。

「それは危険だな……この湖には高レベルの水中モンスターが生息しているからな……さすがに水の中でそんなのに襲われたら一ひと溜たまりもない」

「少し……調べてみます……」

　イツキの便利な管が水中を探る。

「かなり危険なモンスターがいますね……泳ぐのはやめた方がいいです……」

「イツキちゃんが言うなら間違いないわね……」

　俺以外には素直なニジナが納得する。

「それじゃあ、どうするんだ、筏いかだでも作るか」

　俺の意見は無視して、ニジナがディレイに質問する。

「ディレイ、回り道はないの？」

「下層にいくルートはここしかないな……」

「それじゃ、やっぱり筏を作るしかないんじゃないか」

「私が囮おとりに……なりましょうか……」

　なぜかイツキまでが俺の意見を無視してそう言う。

「イツキちゃんにそんな危険なことはやらせられないよ」

「だから、筏をだな──」

「もう──筏なんて、木も枝もないのにどうやって作るのよ」

　俺がしつこいので無視できなくなったのか、ニジナが投げやりぎみにそう言う。

「俺がそんなに馬鹿だと思ったのか？　筏の材料なら目の前にあるじゃないか」

　そう俺が言うと、みんな湖を見つめて沈黙する。

「ジンタ、頭打ったか？　材料ないよ──あるの、水だけ……」

　寂しい顔したユキにそう言われるが、俺は堂々とこう言い放つ。

「だから、その水が材料だ」

　最初は意味がわからずみんな呆然としていたが、ディレイが気が付いたようだ。

「そうか、氷の筏だな──ユキの魔法なら水を凍らすのも難しくないか」

　その通りである、氷の筏ならユキのいる俺たちなら作るのは難しくない。

「ユキ、ということだから、そこの辺りをパパッと凍らしてくれ」

「まかせて、ユキの得意分野」

　予想通り、ユキの魔法は簡単に水を氷に変える。10メートル四方くらいの氷の塊を作ると、その上に乗ってみる──バランスも悪くなく、そのまま移動もできそうだ。

「よし、いけそうだ、みんな乗ってくれ」

　全員が氷の筏に乗ると、向こう岸に向けて移動を開始する。移動する動力は、イツキの蔦と、平たい道具をオール代わりにしての人力である。

　移動も中盤に差し掛かった時、嫌な影が筏の下を通るのが見えた。

「ちょっと待った……今、何か通ったよな……」

「怖いこと言わないでよ……」

「見てみます……」

　イツキが管で水の中を探る。少し探ると、表情が変わっていく……

「急ぎましょう……奥から巨大なのが近づいてます……あんなのに体当たりされたら……」

「よし！　みんな急いで漕こぐんだ！」

　ディレイの声に、俺たちは必死で手を動かし筏を進める。

　水面が大きく揺れ始める。後ろを見ると、その水面を荒らしている原因が顔を出していた。

「すげー怖い顔の魚が追いかけてきてるぞ！」

「そんないらない情報、言わないでよ！」

「いや、ニジナも見てみろ、すげー怖いぞ」

「だから見たくない！　そんなこと言ってないで、手を動かしなさい！」

　ニジナの言ってることも、もっともである。あんなのに襲われたら確かに一溜りもないだろう、俺は必死に手を動かした。

　だが、追いかけてくる魚のスピードは速かった。ゴール目前で、後ろから思いっきり体当たりされた。氷の筏は粉々に粉砕して、俺たちは空中に放り出される。

　イツキがここでもファインプレーを見せる。空中で蔦を伸ばして、みんなを絡めとると、陸地の方に投げ飛ばした。全員をうまく陸に投げるが、イツキ本人はみんなを投げた反動で、そのまま水の中へ落ちてしまう。

「イツキ！　蔦を伸ばせ！」

　ヤバイと思ってそう声をかける。イツキは俺の声に答えるように蔦を伸ばしてきた。

　イツキの伸ばした蔦を摑つかむと体に巻き付ける。そして重心を低くすると叫んだ。

「イツキ！　こっちへ早く！」

　イツキは俺に巻き付いた蔦を使って、水面から跳躍する。その瞬間、イツキのいた場所に、巨大な魚のモンスターが水中から飛び出した。

　ギリギリのタイミングでイツキは陸上へと飛び上がってきた。

「うわ……危なかったわね……」

　飛び出した魚のモンスターを見てニジナが呟く。

「間一髪だな……イツキ、大丈夫か？」

「はい……ジンタさん……ありがとうございます……」

「何言ってんだよ、イツキがみんなを助けたんだろう──礼を言うのはこっちだ」

「いえ……私は……」

「そうだよ、イツキちゃんがいなかったら全員、魚の餌よ」

「……みなさん……無事でよかったです……」

　そう言ってイツキは微笑んだ。自分の身を顧みずにあんな無茶して満面の笑みか……本当に優しい子だな……




　七階層でのトラブルで遅れた為、目標だった十一階層に今日中にいくのを諦め、八階層のセーフティーポイントでキャンプすることになった。八階層は特殊な光苔である真夏苔が大量に生えていて、地底とは思えないほど明るく、そして暑かった。

「何だよ、この暑さ──」

「真夏苔の影響ね……あれだけびっしり生えてたらそりゃ暑いわよ」

「何だよその真夏苔って」

「聞いてくると思ったわよ、真夏苔は光と紫外線と熱を発生する特殊な苔よ。量が多いと、真夏のように暑く眩まぶしくなるから真夏苔──」

「安易なネーミングだな」

「まあ、正式名称は違うみたいだけど、それは私も知らない」

　苔の正式名称なんてものに興味がないので、ニジナとの会話もそこそこに、俺はとりあえずキャンプに良さそうな場所を探す。

「あそこなんて日陰になっていていいんじゃないか」

　地底で日陰ってのも、おかしな話だが、ディレイの言うように日陰になっているし、テントを張るスペースもあるので良さそうだ。

「ジンター、ユキ、暑いのヤダー」

　ユキはそう言いながらあろうことか衣服を脱ぎ始めた。

「こらーユキ、こんなところで服を脱ぐんじゃない！」

「だって、ここすごく暑いよ──」

　まあ、暑いのが嫌いなユキにとっては、この暑さは厳しいのかもしれない……仕方ないので俺はバックパックをゴソゴソあさると、ユキに取り出した物を渡した。

「せめてこれを着なさい」

　それはユキの為に買った水着であった。素す空くう流る水着という特殊な水着で、普通の水着より冷やっこいのが特長だ。

「ユキだけズルいな、私の水着はないのか」

「もちろんシュラのもあるぞ」

　シュラに渡したのは背はい令れ愚ぐ水着というもので、必要以上に露出が多いのが特長である──

「なんだよこれ──紐みたいだな……」

　もちろん紐みたいなのを選んだのだから当然だ。

「ニジナは水着は持ってきてないのか？」

「まあ、一応持ってきたけど……」

「それじゃ、みんで水浴びしてくるといいよ。俺とディレイでキャンプは準備しとくから」

　八階層には天然のプールがあるので、水浴びができる。天然のプールは浅くて、大きな魚がいないので釣りよりそっちの方がいいだろう。

「あら、珍しく気の利いたこと言うわね」

　まあ、後でシュラの紐水着姿を堪能しにいくのが目的だがな──

「私はどうしましょう──」

「あーイツキはそうだな……水着がないから裸で水浴びとかどうかな」

　半分、冗談でいったのだが、涼しい顔でそれを真に受けたイツキは、そうですねーと言いながら服を脱ぎ始めた。

「わわわっ……いや、ごめん──ウソウソ、冗談だから──」

「そうなんですか？」

　真顔でそういうイツキはすでに上半身裸である。それを見て、ニジナが慌ててタオルをイツキにかけた。

「こら、ジンタ！　イツキちゃんに変なことさせないの！　イツキちゃん、私、予備の水着あるから、それを着たらいいよ」

　うむ……ラッキーにもイツキの胸を拝見することができたぞ……この調子でお尻も見たいな……

　イツキは、岩陰でニジナの予備の水着を着てきた──しかし……あきらかにサイズが合っていない……特に胸のとこが──

「ニジナさん……胸のとこがちょっと……」

　ニジナは、イツキの言わんとしていることを理解しているはずなのだが、それを無視して無表情でこう言った。

「あら、イツキちゃん、サイズもぴったりだね──よく似合ってるよ」

「いえ……胸のとこが……」

「胸のとこが窮屈のように見えるけど、そういうデザインなんだよ」

「あ……そうなんですか──なんか今にも破けそうで怖いですけど、こういうものなんですね」

　ウソをつくなウソを……まあ、胸のとこが破けるハプニングを期待してここは黙っておくがな──




　ディレイと二人で、キャンプの準備を終えると、俺はイツキの水着姿と、シュラの紐水着を堪能する為に、天然のプールへと足を運ぶ。四人はキャッキャッと楽しそうに水浴びしていた。

「ジンタ！　一緒に水浴びしようー」

　俺を見つけたユキがこっちへくる。
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「いや、俺は見ているだけでいいよ」

　俺は見るのが忙しくて、遊んでいる余裕はないのだ。だが、そんな俺の気持ちなど考えもせずに、ユキはずぶ濡ぬれの状態で抱き着いてきた。

「バカ、濡れるだろ」

「濡らすのが目的──」

「濡らさんでいい！」

　ユキなりのスキンシップなのだろうが、今はイツキの水着姿と、シュラの紐水着に集中したい……悪いがここは傍観者に徹させてもらう。

　それにしても──ほんと、ニジナは胸がないな……あれではまるで少年ではないか……

　さすがに残念すぎるスタイルに、心の底から同情する。

「シュラさん──ダメです～胸が破けちゃいます」

　シュラがイツキを後ろから攻め始めた。危うい胸の部分を豪快にもみしだくので、ぱっつんぱっつんの水着が今にも張り裂けそうになっていた──よし、その調子だと心の中で応援する。

　だが、破れそうで破れない──見えそうで見えない──ギリギリの攻防は続く。

　ダメだ！　このままでは平和に終わってしまう──そう懸念したその時だった……今まで持っていたのが不思議なくらいにパツパツだったイツキの胸元が弾はじけた──

　俺はこの瞬間を見逃さない……目から光がでているんじゃないかと思うほどの集中を瞳に集める……そして飛び出したイツキの胸を鮮明に刻み込んだ。

　だが、そんな素晴らしいハプニングに、空気を読めないニジナが水を差す。

「イツキちゃん、胸が出ちゃってる──早くこれで隠して」

　しかし、当のイツキは胸が出ていることなどはまったく気にしておらず、ニジナの水着を破ったことに申し訳なさそうにしていた。

「ニジナさん……すみません──大事な水着を……」

「そんなことは気にしなくていいよ」

　イツキの水着が破れたので、水遊びはそこでお開きになった。もう少し堪能したかったが仕方がない……次の機会に期待しよう。




　その日は、ニジナの持ってきた携帯食中心で食事をとると、日陰に建てたテントで休息をとる。プールで遊んで疲れたのかみんな早くに寝息を立て始めた……

　そんな中、俺は見張りで起きていたのだが──特にやることもないので、イツキの胸を忘れないように回想に磨きをかけていた。

「先端はピンクだったな……」

　思わず回想を口にした時、後ろから声をかけられた。

「ジンタさん──何がピンクですか？」

「わわわっ──イツキ、いや……なんでもないぞ、昔飲んだ仙丹って薬がピンク色だったのを思い出しただけだ、決してイツキの先端の色ではないぞ──」

「私の先端の色ですか？」

「いや……ちっ……違うぞ、イツキの胸の先端の話をしているのではないのだ……」

「私の胸ですか──あっ、本当ですね、ピンク色です──」

　イツキは深くは考えてはいない行動なのだろうが、あろうことか衣服をたくし上げ、先端の色の確認をしている。

「どうしました、ジンタさん、顔が赤いですよ──」

　さすがにこうも堂々と胸を見せられるとこっちが照れてしまうぞ……しかし──これはチャンスではないのか……イツキは胸を見られても全然平気のようだ……もしかしたら触らせてもらえるんじゃないだろうか……

「イツキよ……あれだ……ちょっと、その……その胸を触らせてくれないかな……いや、あれだ、これは決してスケベな気持ちで言ってるわけじゃないのだぞ！　そう、あれだ、学術的な好奇心からだな──」

「全然、構いませんよ──どうぞ触ってください」

　照れてしどろもどろにお願いしたのが馬鹿みたいに、イツキはケロッとそれを了承する。

「いいのか──イツキ……」

「はい、どうぞ」

　俺は恐る恐るイツキの胸に手を伸ばす……そして、妙な傷がイツキの脇腹にあるのに気が付いてしまった……

「イツキ……この傷はどうしたのだ？」

「あ……それはマスターに怒られた時に……」

　こんな大きな傷を自らの主人に付けられたのか！　さすがにそれを聞いて憤りを感じる……

「なんて奴だ……こんな傷をつけるほど……」

「いえ……命令をうまく果たさず、マスターの機嫌を損ねた私が悪いんです……」

　こんなことをされても、イツキはマスターを庇うのか……本当にいい子だな……しかし、なおさらそのマスターてのに腹が立つな……

　さすがに気分的に、イツキの胸を触る感じじゃなくなり、俺たちは差し障りの無い会話をして、二人の時間を過ごした……




　次の日、昨日の目標だった十一階層に向かい出発する──

「ジンタさん、これ、良かったらどうぞ」

　道中、歩きながら、イツキが差し出してきたのは木彫りの御お守まもりであった。昨日、イツキが持っているのを見て、いいなあそれと羨ましがったのを彼女は気にしてくれたようで、昨晩、同じ物を作ってくれたみたいだ。

「うぉー貰もらっていいのか」

「はい、ジンタさんの為に作りました」

　そのやり取りを見ていたニジナが、物欲しそうに声をかけてくる。

「何それ……ジンタだけずるい」

「ふっ──いいだろう」

　ニジナの反応に、イツキが気を遣う。

「あっ、ニジナさんも欲しいですか？」

「えっ、私もいいの？」

「はい、明日でよければ作っておきます」

「ありがとうね、イツキちゃん」

　うむ──ちゃっかり、自分のも作ってもらう約束を取り付けるとは、なんと図ずう々ずうしい奴だ……

　その後、ユキやシュラにもねだられたイツキは、結局、全員分をつくることになったようだ。




　それからの道中、軽い戦闘が何度かあったが、大きなトラブルもなく、ボス戦手前の休憩地点である十一階層へと到着する。そこで待っていたのは地底とは思えないほどの壮大な景色であった。

「すげーな──」

「まさに絶景ね──地下とは思えないよ」

　ユキやシュラもその光景に圧倒されてるのか口を開けてボーッとその景色を見ている。

　壮大な瀑布は轟ごう音おんを鳴らして膨大な水を垂れ流していた──滝の高さは50メートルはあるだろうか、幅は10メートルほどで、かなりの威圧感がある。水の流れ落ちる滝たき壺つぼはそれほど広くはないが、かなりの深さがあるように見える。

「さて、早めにキャンプの準備をするか──」

　ディレイがそう言うが、俺は昨日のリベンジがしたいのでこう宣言する。

「よし、俺はあの滝壺で大物を狙うぞ」

「釣りはシュラちゃんやユキちゃんに任せて、ジンタもディレイの手伝いした方がいいんじゃない」

「それはどうせ釣れないから、キャンプの準備でも手伝った方が有意義だと遠回しに言っているのか！」

「ストレートに言ってるつもりだけど……」

「くっ……見てろよ……とんでもない大物を釣り上げてきてやる」

　しかし、滝壺での釣りは、ユキやシュラたちだけではなく、釣りの名手たる俺の竿にもあたりがこず、静かな時間だけが流れた。

「ピクリともしないな……」

「魚いないんじゃないの？」

「そうだな──イツキ、ちょっと見てくれるか」

「はい──」

　俺にそう言われると、イツキは管を水の中へ入れていく。

「……魚はいっぱい……います……けど……何かに怯おびえて隠れてます……」

「俺たちの気配を感じ取ってるのかな」

「いえ……下にいる何かに怯えてる……みたいです……」

「下にいる何かって──水底に何かいるのかな……」

　そんな会話をしていると、キャンプの準備を終えて釣りの様子を見に来たディレイが話に入ってきた。

「聞いた話だけど、そこの滝壺は十二階層まで繫つながっているらしいから、ボス級モンスターにでも反応してるんじゃないのか」

「上の階層にいる魚をビビらせるほどに危ない奴なのか、そのボス級モンスターとやらは……」

「ハイドロデーモンだな、安心しろ、確かに危険で強力なモンスターだが、前に戦ったブラックドラゴンに比べると格は数段落ちる──まあ、油断しなければ十分勝てる相手だ」

「そうでなければ困るぞ──それより魚はどうするかな……これじゃ釣れそうにないな……」

「私が……捕まえましょうか──」

　イツキがそう提案してきた。

「捕まえられるのか？」

「はい……たぶん……」

　そう言ってイツキは何本かの蔦を水中に入れていく。そしてすぐにピチャピチャと暴れまわる生きのいい魚を捕獲してきた。

「イツキ、すごいー！」

　ニジナたちはそれを見てすぐに感心したようだが、あまりにも簡単に捕まえる様子を見て、俺はなにか物足りなさを感じていた。

「よし、さっそく焼こう！」

　ディレイはイツキの捕らえた大きな魚を持って、焚たき火びの場所へと向かう。そんなディレイを見送ると、俺は滝壺へと糸を垂らし始めた。

「ジンタ、何やってるの？」

　ニジナの問いに、俺は簡潔に答えた。

「釣りだ」

「そんなの見ればわかるわよ、イツキちゃんが大きな魚を捕まえてくれたから、もう必要ないでしょう──それに魚は怯えてて隠れてるんだから、釣れるわけないよ」

「ふっ──『釣り道』というものを何もわかってない奴だな──釣れないだろうからといって釣らない、釣れるだろうから釣る──そういうことではないのだ──そこに魚がいる……それだけで糸を垂らす意味があるというものだ」

「まあ、つい昨日まで釣りなんてやったことなかったから、私には『釣り道』なんてものは知らないけど……ほどほどにしときなさいよ」

　ニジナはそんな捨すて台詞ぜりふを言ってキャンプの方へと向かっていく。

　それから俺はしばらく釣りをするが、やはりというか、当然というか、魚は釣れなかった。





◇






　ジンタさんたちと一緒に冒険していると、昔、森で仲間たちと暮らしていた時のような楽しい気分を思い出す──

　些さ細さいなことにワクワクして、どうでもいいことでもひどくおかしく感じる……

　その良い緊張は、寝ている時にも感じることができて、すごく幸せな気分になっている。

　そんなソワソワした気持ちだから、すぐに眠りから覚めた私は、見張りをしている人のところへと顔をだしていた。

「ニジナさん、ご苦労様です」

「あれ、イツキちゃん、もう起きてきたの」

「はい、十分休ませていただきました」

「そう、ならいいんだけど」

「あと、これを……」

　私は寝る前に作った、木彫りの御守りを、ニジナさんに手渡した。

「わぁー、ありがとう、イツキちゃん──」

　ニジナさんは本当に喜んでくれてるみたいだ──

　私は自然にニジナさんの隣に座る。そして私たちは昔からの友達みたいに会話を始める。

「ニジナさん──先日……特別な好きな人はいるかって聞いて来たじゃないですか……」

「あっ、そんな話したね」

「どうも、私……少しそれがわかったような気がします」

「えっ、そ……そうなんだ。特別に好きな人ができたってこと？」

「いえ、そうではないんですけど、すごく気になる人はできました。もしかしたら、この気になるがもっと大きくなって、自分ではどうしようもなくなる気持ちが、特別に好きになるってことなのかなって……」

「その気になる人って……もしかしたらジンタのこと？」

「はい、そうです。私はジンタさんが気になっています」

　そう、私が言うと、ニジナさんは、少し悲しい表情をした……どうしてだろう……これは悪いことなんだろうか……

「ジ……ジンタなんて、そんな気にする人間でもないけどね……」

「でも……ジンタさんのような人は、私の周りにいませんので、行動の一つ一つ、言動の一言すべてがワクワクします」

「あっ、なるほどね、それは珍しいから気になってるだけだよ、特別に好きとは違うと思うよ」

「そうなんですね……」

　どうやら、わかり始めた特別に好きという感情は、まだ私には理解できていないようだ──
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　ボス戦前の、最後の休息を十分にとると、俺たちは十二階層へと向かった。

「ここからボス級モンスターのいるとこは近いのか」

「何もなければ一時間くらいで到着する」

　ディレイの言葉通り、トラブルもなく歩みを進めた俺たちは、一時間くらいでボス級モンスターの住すみ処かへと到着した──

　そのフロアーは、草と土と水に溢れた場所だった──こんな地下の奥地に、これほどまでの自然があるとは想像もしていなかったが、実際それを目の前にすると、不思議と違和感を抱くことはなかった。

「やっぱりハイドロデーモン以外にもモンスターがいるわね……」

　ニジナが悲壮感を漂わせてそう言うと、ディレイが「以外」のモンスターを説明してくれる。

「リトルサーペントだな……知能は低いが、体力が高いから厄介だぞ……」

「さて、どう攻めるか……」

　俺が知的な頭脳をフル回転して考え始めるのだが、ユキが軽い感じで提案する。

「ユキが絶対零度でズババーンと──」

「ユキ、それはダメだぞ、作戦会議で話したけど、ハイドロデーモンはリフレクトマジックを使うからな──絶対零度を跳ね返されたら大変なことになる」

　ハイドロデーモンは名前の通り、悪魔族のモンスターである、知能も魔力も高く、高レベルの魔法を操る。

「よし、俺がハイドロデーモンを引き付けるから、その間に周りにいるリトルサーペントを片付けてくれるか」

　ディレイがそう提案する。確かに、ハイドロデーモンとリトルサーペントと同時に戦うのは無理がありそうだ。

「片付けた後はどうするんだ」

「全員でハイドロデーモンをタコ殴りだ」

　前から気付いていたが、どうもディレイの戦術は大雑把である──まあ、それだけ力押しできる実力があるんだろうけど……

「それじゃ、ディレイ──ハイドロデーモンを頼んだぞ」

　ディレイは俺の言葉に頷くと、帯を結び直したり、魔法剣の状態を見たりと万全の状態を整える。そして気合を入れて、ハイドロデーモンに向かって走り出した──

　しかし……走り出したディレイが、ハイドロデーモンの手前で──消えた──

「あれ……ディレイが消えたぞ……」

「……消える前に『あっ……』て聞こえたけど……」

　ディレイの消えた辺りだが、草が長く生えていてどうなっているのかここからじゃよく見えない。

「ちょっと……ハイドロデーモンがこっちに気が付いたわよ……」

「いや……ハイドロデーモンだけじゃないぞ……周りの敵全てが、こっちに気が付いたみたいだ……」

　この状況に嫌な汗が頰を伝う──リトルサーペントは周りに三十体くらいはいる……そんな数がハイドロデーモンとと同時に襲ってきたらかなりやばいぞ……

「ジンタ、どうするの──囲まれるのは危険よ」

　ニジナが現状を案じてそう言うが、シュラは消えたディレイのことが気になるようでこう聞いてくる。

「それもそうだが、消えたディレイはどうするんだ？」

「うむ……とりあえずディレイのことは考えないようにしよう……あれでも高レベルの冒険者だ、そう簡単には死なないだろう」

「それじゃ、ここは一旦、逃げましょうか」

「だな……」

　そう結論をだしたのだが、少し判断が遅かったようだ──このフロアーの出口方面は完全に敵に封鎖されて、逃走ルートが無くなっていた。

「ジンタさん……奥に行きましょう……囲まれるよりはマシかもしれません……」

「よし、イツキの案を採用──奥に一旦、避難だ」

　敵の少ないルートを走り、俺たちはフロアーの奥へと避難した。そこは小さな湖がある場所で、天井からかなりの量の水が、その湖に落ちてきていた。どうやらその落ちてきた水でできた湖のようだ。

「ここって──位置から考えて、十一階層の滝壺の下じゃない」

「確かにそうかもな……となるとあの天井から流れ出ている水はあの滝壺の水か……」

　ニジナの言葉に少し不安を感じる……しかし、その不安の正体がわからない……滝壺の下になにかあるって話をしていなかったかな──

「ジンタ──いっぱいきたよ」

　ユキが敵の襲来を教えてくれる。敵の中にハイドロデーモンの姿を見て、ユキにこう指示を出した。

「ユキ、絶対零度はなるべく使うな──アイシクルランスで攻撃するんだ。シュラは近づいてくる敵の対処を頼む。ニジナはみんなの回復とサポート。イツキはあの世界樹のなんたらってのを使ってくれ」

　俺は早口でそう指示を出した。それを見てニジナがちょっと意外だという表情で俺を見た。

「どうした？」

「いや──ジンタってたまにちゃんとするよね……」

「常にちゃんとしてるが、お前が気づいてないだけだ」

「……まあいいけどね……」

「何してる、来るぞ！」

　シュラの声に応えるように意識を敵に向ける。と、いっても俺は後ろからファイヤーボールで攻撃するくらいしかやることがないけど……しかもたぶん効果はない──

「世界樹の波動！」

　イツキの透明感のある美しい声が響く。そして半透明の森林が目の前に広がっていく。

「アイシクルランス！」

　ユキが一番近くにいたリトルサーペントに氷の槍をお見舞いする。リトルサーペントは三本の氷の槍に串刺しにされて消滅する。

「消えろ！　このヘビ野郎！」

　シュラは闘気を込めた拳でリトルサーペントを殴りつける。拳を受けたリトルサーペントの体がグニャリと曲がる。歪んだその体にさらに連続で強烈な蹴りを繰り出す。リトルサーペントは撃ち込められた闘気の圧に耐えられず体が四散した。

「天使の息吹！」

　ニジナは初めて見る補助魔法を唱えた。ニジナのくせに天使さんの名を使うとは生意気だな……後で抗議しよう──

　天使の息吹は、自然回復付与とステータスアップの補助魔法のようだ。シュラの動きが明らかに変わったのがわかる。ダメージを受けてもすぐ治っているようだし、動きも早くなっている。

　圧倒的な戦力を相手に、俺たちは互角以上に戦えていた。それもすべてイツキの世界樹の波動のおかげだろう──半透明の森林は、敵のほとんどの動きを抑え、戦場を支配していた。

「ハイドロデーモンの動きも抑えているな……なんと便利なスキルなんだ」

　なにもできずに後方で見ていると、状況だけはよく把握できる──改めて世界樹の波動の性能に感心する。

「もう少しで……世界樹の波動の効果が……きれます……」

　そうだ、忘れていたが世界樹の波動にはタイムリミットが存在する。このまま殲滅するのは甘い考えだったようだ。

「イツキ、世界樹の波動は、すぐに使えたりするのか」

「すぐには無理です……五分ほど……休みが必要です……」

　そりゃそうだな、あれだけ強力なスキルがポンポン使えるわけがない。

「シュラ、ユキ、もう少しで世界樹が切れるぞ」

「ウソだろう！　どうすんだよ、まだ十体も倒せてないぞ」

　まだ二十体ほどいるリトルサーペントと、無傷のハイドロデーモンが自由に動けるとなるとさすがに危機的状況だ。

「きれます……」

　イツキがそう言った瞬間、半透明の森林は搔かき消きえる。障害物が無くなって敵が一斉に押し寄せてくる。

「ジンタ！　無理だ──抑えきれない！」

　一人で敵を抑え込んでいたシュラだったが、さすがに無理があるようだ……二体のリトルサーペントがシュラの脇を通ってこっちへ近づいてくる。

「アイシクルランス！」

　ユキが近づく一体を氷の槍で串刺しにする。だが、もう一体がニジナに襲い掛かった。

　接近戦の能力が皆無のプリーストには、リトルサーペントの攻撃は致命傷になりえる……ヤバイと思った瞬間、ニジナの前でリトルサーペントの動きが止まる。見るといくつもの蔦が、リトルサーペントを拘束していた。動きの止まったリトルサーペントに、ニジナは攻撃魔法を放った。

「ホーリースパーク！」

　聖なる雷が、リトルサーペントの体に直撃する。さすがにその一撃で倒すのは無理であったが、瀕ひん死しのその体に、俺の貧弱魔法が炸さく裂れつする。

「ファイヤーボール！」

　普段ならダメージも与えられないだろうが、ニジナのホーリースパークで耐性が落ちていたのか、俺のファイヤーボールはリトルサーペントの体を焼いた。

「よし、倒したぞ！」

「ダメ……まだまだ来るよ」

　シュラがハイドロデーモンに絡まれている。その為にリトルサーペントを止めるものはなく、次々とこちらへ迫っていた。

「私が……動きを止めます……」

　そう言うと、イツキが無数の蔦を展開させる。蔦は迫りくるリトルサーペントを捕捉して、その動きを止める。

「ニジナ、シュラをサポートしてくれ」

　ボス級モンスター相手に、一人奮闘するシュラを見て、さすがに放っておけずにそう頼んだ。

「わかった、シュラちゃんのサポートは任せて──」

　ニジナの回復とサポートがあれば、ハイドロデーモン相手でもしばらくは持つだろう──その間にリトルサーペントを片付けなければ……

「イツキ、ユキ、俺が囮になるから援護してくれ」

「……囮になってどうする？」

　ユキが心配そうに聞いてくる。

「リトルサーペントたちをハイドロデーモンから離すので、ユキの絶対零度で一掃するのだ」

「──わかったよ……」

　ユキは作戦を聞いても少し不安な表情でそう返事した。

「ジンタさんは……私が守ります……」

　イツキが嬉しいことを言ってくれる。

「ユキも守るよ」

　対抗してユキもそう言ってくれた。

「よし、二人とも頼んだぞ」

　そう言うと俺はリトルサーペントの群れへと突入する。

　イツキが俺を守ってくれると言った意味がよくわかった。彼女は囮になっている俺に危険がないように、蔦をうまく使ってサポートしてくれていた──俺への攻撃を防いだり、囲まれないように敵の動きを制御してくれる──なんと優等生なのだ。

　俺はリトルサーペントをハイドロデーモンから引き離すと、なるべく密集するように誘導する。そして頃合いを見ると、そこからユキたちの方へと走っていく。

「ユキ──絶対零度だ！」

　すでに準備を終えていたユキは、俺が後方へと走り抜けるのを確認して魔法を発動した。

「絶対零度！」

　リトルサーペントたちは、強烈な冷気を受けてみるみる凍結していく、やがて氷結の力に耐えられずに粉々に砕けていった。

「よし！　作戦成功だ」

　リトルサーペントは片付けた、これで残るはハイドロデーモンだけである。

「イツキ、ハイドロデーモンを拘束できるか」

「はい……やってみます」

　シュラ、ニジナと戦っているハイドロデーモンに、イツキの蔦が伸びる。蔦はハイドロデーモンの体に巻き付き、その動きを封じた。

「これでこっちのもんだ──シュラ！　いまのうちに」

　これで勝負はついた──俺は心の底からそう思った……しかし、想像もしないところから厄災は現れる。

　後方の湖……そこに水柱があがる。そして現れたのは……リトルサーペントの親玉……リトルじゃないサーペントだった。

　サーペントはイツキに向かって体当たりを繰り出した。蔦をすべてハイドロデーモンに向けていたイツキは無防備であった。俺はそれを見てとっさにイツキを庇う。

　強力なサーペントの攻撃は俺の体を簡単に吹き飛ばす。一瞬で意識が遠くなる……痛みより、焼けるような熱さを体中に感じた──





◇






　強力な気配を後方に感じたと思った瞬間──ジンタさんが吹き飛んでいた……私を庇った……そんな……冒険者がモンスターである私を庇う……そんなことが有りえるのだろうか──モンスターは冒険者の道具の一つのはずである……ジンタさんは他の冒険者と違って、優しく接してくれた……だけど、それは私を有用な道具として認めてくれただけで、今後利用できると判断したからではないのか……道具の為に己の身を犠牲にする……理解できない……

　理解はできない……だけど…………

「ジンタさん！」

　私は叫んでいた。目の前の光景に激しい怒りがこみ上げる──それはジンタさんを守れなかった自分に対して、そしてそれを実行したこの敵に対して……

「イビー・ザ・ランサー!!」

　無数の蔦が束となり、一つの大きな槍と化す。それはまっすぐ伸びていき、サーペントの首元を貫いた。

　サーペントが痛みに叫ぶ……だが、怒りは収まらない……私は蔦の槍を何度もサーペントに突き刺した──





◇






　俺はなんとか意識を持ち直す……見るとニジナが心配そうにこっちを見ていた。

「──どうした──ボスは倒したか？」

「何言ってんのよ、まだボス戦中──」

　それを聞いて、思い出したように状況を尋ねた。

「あっ──湖から出てきた怪物はどうなった？」

「今、イツキちゃんが相手をしているわ──ハイドロデーモンはユキちゃんとシュラちゃんが抑えているけど……」

「ニジナ……俺のことはいいから、ユキとシュラのサポートを頼む……」

　はっきり言って、回復しても戦力にならないだろう……そんな俺の回復より、二人のサポートを優先する方が有効なのは目に見えている。

「わかった、ジンタはそこで少し休んでて──」

　シュラとユキの戦況はかなり危ない状態であった──イツキとニジナの補助もなく、格上のボス級モンスターと戦っているのだから当然の状況だろう。

　シュラとユキがハイドロデーモンに苦戦する最大の要因は、ハイドロデーモンに驚異的な魔法耐性があるからであろう──この為に、ユキのアイシクルランスでも致命傷を与えることができなかった。さらに物理戦闘能力も高く、シュラ一人では、接近戦でも苦戦を強いられた。

　イツキの方はサーペントを圧倒しているように見えるが、さすがはリトルではないサーペントである──その体力は無限に思われるくらいに丈夫かった。

「イツキ──無理をするな……」

　俺はサーペントと戦っているイツキに後方から声をかける。一方的に攻撃しているイツキであったが、その動きがどんどん鈍くなっているのがわかる……さすがに派手なあの蔦の攻撃には相当なスタミナを使用するのだろう──

「まだ……大丈夫です……私は……ジンタさんを……守る」

　全員でハイドロデーモンと戦えるのなら十分勝機があっただろう……だが、サーペントの登場の為に戦力が分散されてしまった。このままではどちらも決め手に欠けて消耗するだけだ。どうすればいいんだ……




「ユキ！　後ろに下がれ！」

　ハイドロデーモンのターゲットがユキに向いたことに気が付いたシュラがそう叫ぶ。

　しかし、ユキはすでに呪文の詠唱に入っていて無防備だった……

　ユキが攻撃を避けられないのを悟って、シュラが動く──ハイドロデーモンは右手を前に出してユキの方に向ける、そして強烈な勢いで水を噴き出した。高速で吹き付ける水は鋼をも貫通させる。その攻撃をシュラは自らの体で受け止めた。

「ぐはっ!!」

「シュラ──」

　ユキの叫びも空むなしくシュラはその場に倒れる──闘気で最大限、防御力をアップさせていたが、それでもシュラが受けたダメージは半端ではなかった。

　ユキはすぐにシュラを助ける為に魔法を発動する。

「アイシクルランス！」

　しかし、それを読んでいたのかハイドロデーモンはリフレクトマジックを事前に唱えていた。

　ユキのアイシクルランスはハイドロデーモンの手前で、光る魔法陣によって跳ね返された。

「プロテクションシールド！」

　ニジナの声が響くと、ユキの前に光の盾が現れる。ニジナの使った魔法は物理、魔法ともに防ぐことができる防御魔法であった。

　リフレクトマジックに跳ね返されたアイシクルランスは、光の盾を串刺して止まる。そしてそのまま光の盾も氷の槍も消滅した。

　ニジナの機転でこの瞬間の危機は脱することができた──しかし、ハイドロデーモンを抑えていたシュラが戦闘不能になっている事実はかわらない……ハイドロデーモンはゆっくりユキとニジナに向かって歩み寄ってくる。

「ユキちゃん、こっちへ！」

　ニジナに呼ばれて、ユキはすぐに駆け寄る。

　ユキとニジナが近づくと、ゆっくり歩み寄っていたハイドロデーモンがいきなり加速する。二人とも一気に倒すつもりのようだ。

「バリアフィールド！」

　ニジナは、さきほど使ったプロテクションシールドより上位の防御魔法を発動する。プロテクションシールドより発動スピードが遅いのが難点だが、防御性能は圧倒的に上で、一定時間、かなりの攻撃を防ぐことができる。

　光の繭のような障壁に守られたユキとニジナに、ハイドロデーモンは、両腕で容赦ない攻撃を加えた。ガツガツと激しく殴りつけて、その度に光の繭は激しく発光する。そして、その発光の回数だけ、繭の一部が剝がれ落ちていた──このままでは光の繭が完全に消滅するのは時間の問題のように思える……

「くそっ……」

　俺は消耗した体を動かして、魔法の詠唱に入った。狙いはハイドロデーモン……もちろんダメージなど狙ってはいない……こちらに注意をそらせれば十分であった。

「ファイヤーボール！」

　しかし、俺のファイヤーボールはあまりに威力が弱かった……火の玉はハイドロデーモンの頭部に直撃したが、脅威になる攻撃ではないと判断したのか、俺のことは無視して、そのまま、光の繭を殴り続けたのだ──一瞬、敵ながらナイス判断だと感心したが、さすがの俺も焦る。

　いよいよバリアフィールドの耐久力が限界を迎えようとしていた……光の繭は剝がれ落ち、ニジナたちがむき出しになってくる。そこへハイドロデーモンは力強く一撃を繰り出した。その一撃で光の繭は完全に四散する。

　ハイドロデーモンは二人に止めを刺すべく大きく振りかぶる。そして──そのまま横に吹き飛んだ。

　ハイドロデーモンが横に吹き飛んだことで、忘れかけていたあの男の姿が見えた。

「ディレイ！」

　ディレイはハイドロデーモンに追い打ちをかける為に跳躍した。吹き飛ばされたハイドロデーモンはフロアーの壁に叩きつけられた。そこへディレイが剣撃を繰り出す。それは残像が残るほどの高速の剣技で、一撃の威力もかなりのものであった。剣を受ける度にハイドロデーモンの体に目に見えるダメージが刻まれる。

　さらにディレイは同時に呪文も唱えていた。剣撃を繰り出しながらの魔法の詠唱──それは魔法剣士特有のジョブスキルによって可能な特殊攻撃である。

「アークライトニング！」

　中級クラスの雷撃魔法がハイドロデーモンに降り注ぐ。水生モンスターのほとんどは雷撃耐性が低い、ディレイはそれを知っているのか、その魔法を連発した。

　剣撃と雷撃でハイドロデーモンはボロボロになった。だが、さすがボス級モンスターである、それでもまだ立ち上がろうとしていた。

　ディレイもさすがの魔法の連発で魔力が切れたのか攻撃を剣だけに切り替えている。俺はそれを見てユキに声をかける。

「ユキ、ハイドロデーモンは完全に無防備だ。ディレイにあてないように強力な魔法攻撃を打てるか」

　絶対零度は範囲攻撃なので使えない──そう思って強力な魔法攻撃という曖昧な表現をつかった。これでユキが気の利いた攻撃をしてくれればいいんだけど……

　ユキは俺の指示に少し考えると、両手を前に出して、何かの技を使用するみたいだ。

「アイシクルレールガン！」

　アイシクルランスの冷気を極限まで圧縮して、高速で打ち出した──。
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　ユキの両手から打ち出された冷気の塊は超高速でハイドロデーモンに向かう──あまりの速さにそれは一筋の線となりハイドロデーモンの胸を貫いた──胸に大穴を空けてさらにそこから冷気が広がりハイドロデーモンを凍結させていく……完全に凍結すると、その体はゆっくり崩壊していった……

　前々から薄々気が付いていたが、ユキってすごい奴なんじゃないだろうか……

「ユキ、今の魔法すごかったな──」

　ディレイがそう言いながらこっちへ歩いてくる。だけどまだ戦いは終わっていない、俺はそんなサブマスに大きな声でこう言った。

「ディレイ、そんなことより、もう一匹敵がいるのだ！　イツキが一人で戦ってるから早く加勢してくれ」

　ディレイはそれを聞くと、フロアーの奥を見てイツキの戦いに気が付く。

　イツキの体力も限界がきているように見える。フラフラになりながらも、蔦を操り、サーペントと戦っていた。

「イツキ、もう大丈夫だぞ！」

　俺の声に、ディレイとユキが加勢に来たのに気が付き、安心したのかイツキはその場で膝をついて崩れる。

　ニジナにはシュラの回復を任せて、ディレイとユキでサーペントを攻撃する。

　イツキからかなりのダメージを受けていたサーペントは、ディレイの剣撃とユキの新技、アイシクルレールガンによってあっけなく倒された──




　ハイドロデーモンやサーペントから、かなりのドロップ品が手に入ったので、それを整理しながら十一階層のセーフティーゾーンで休息することになった。

「シュラ、体は大丈夫か」

　ハイドロデーモンの攻撃で重傷を負っていたシュラにそう尋ねる。

「ああ──ニジナのおかげでだいぶ回復したよ」

「イツキも大丈夫か──」

「はい……光と水があれば……私はすぐに回復します……それより……ジンタさんも……怪け我がしてましたよね……」

　イツキは自分を庇って怪我した俺に気を使ってそう言う。

「俺は問題ないぞ──元気いっぱいだ」

　そう言うと、イツキは笑顔になった。

　さすがに釣りをする気力はなかったので、食事はあり物で済ます。そしてみんな泥のように眠り、体力と魔力を回復させた。




　誰かが言った──家に帰るまでが冒険ですと……

　ダンジョンから一瞬で脱出できるような便利な魔法もないので、俺たちは地道に来た道をたどって、出口を目指す。

　途中、何度か戦闘があったが、ハイドロデーモンなどと比べれば楽な相手で、特に苦戦することもなく、ダンジョン初日にキャンプをした二階層の地底湖へと到着する。

「まあ、がんばればこのままダンジョンをでることもできるけど、今日はここでキャンプをして、ボス討伐の祝勝会でもやるか」

　ディレイが気の利いたことを言ってくれる。

「そうだな、ダンジョンを出ればイツキともお別れになるだろうから、ここでお祝いするのは賛成だ」

　俺もそう言って賛成したが、イツキのエッチな姿を堪能する最後のチャンスとしての意味合いも大きかった。

「そうね、お酒もあるし、魚も釣って、楽しみましょう」

　ニジナも賛成して、ここでのキャンプ＆祝勝会が決まった。

「みなさんと、このままお別れは寂しいと思っていましたので嬉しいです」

　イツキも笑顔でそう言ってくれる。




　時間帯が良いのか、本日の釣りは爆釣であった。食べ応えのある大きさの魚が何匹も釣れて、すぐに釣りは終了となった。

「うむ……もう少し釣りをしたいのだが……」

「何言ってんのよ、もう釣っても食べきれないわよ」

　確かに今の時点でも食いきれるかどうか微妙な感じだ、ここでさらに大物なんか釣ったら大変なことになる。

　釣りが早めに終了となったので、本日はみんなで料理をすることになった。といっても俺は不器用なので、簡単な手伝いしかできないけど。

「ジンタ、魚の鱗うろこ取っといて」

　ニジナにそう命じられたので、小さなナイフを使って、魚の鱗をとっていく。

　パラパラと鱗が飛ぶのが楽しいのか、ユキがそれをジッと見ていた──

「こんなの見て楽しいか、ユキ」

　ユキは深く頷いた。

「ちょっとやってみたい」

　そう言うのでナイフを渡してやらせてみた。だが、ユキにナイフを持たせたことを、すぐに後悔する。ユキをふと見ると、どこをどうやったらそんなに血だらけになるんだというくらいに、手から出血をしていた。

「わっ！　何やってるんだ、ユキ！」

　すぐにナイフを取り上げて、手をタオルで押さえる。

「ニジナ、ちょっと来てくれ」

「何、どうしたの？」

　そう言って近づいたニジナに血だらけのユキの手を見せる。

　あまりの出血に軽く顔を引きつらせながら、ニジナはすぐに回復魔法を唱えてくれた。

「ユキって俺より不器用なんだな……」

　魔法とかすごいけど、やっぱり見た目通り子供っぽいところがある──

　怪我したユキをニジナにまかせて、鱗をとった魚を洗おうとしていると、何やらシュラが、一生懸命なにかをしている……みると、魚の内臓を使って得体のしれないものを作っていた……

「シュラ……それはなんだ──魚の内臓なんて捨てるとこだろ？　そんなの使って何作ってんだよ」

「酒の肴さかなだよ、美味いんだぞ」

「いや……美味そうには見えないんだが……」

「見た目で判断するとは、まだまだだな、ジンタ」

「──見た目で十分判断できそうなくらいに気持ち悪いぞ、それ……」

「まあ、食べてみなって、美味しいから」

「ヤダ……」

「いいからホラ！」

　そう言ってシュラが強引に口の中に、ヌチャッとした魚の腸を放り込もうとする。俺はこれでもかと激しく抵抗した。

「ぐっ……や……やめろ……シュラ……食べたくないって……」

「いいから……騙されたと思って食べてみろって──」

　俺の個人的な統計だが、騙されたと思って食べる物はそのほとんどにおいて、騙されるのが確定している……この魚の腸もその理論に反することなく、良い感じに騙された感が溢れ出ていた。

「しょっぱくて、なまぐさいよ……シュラ……」

「それが良いんじゃないか──」

「俺にはよくないぞ……」

「まあ、あとで酒と一緒に食ってみろよ、さらに美味くなるから」

　いや……さらにって言うが、すでに不味まずいんだって──




「さて──ボス戦の勝利、そして、イツキとの出会いを祝して、乾杯といこう」

　祝勝会の準備ができたので、俺は料理と、仲間を前にそう宣言する。

　料理は、魚の刺身、焼き魚、魚のあら汁と、魚ばっかりだけど、キャンプでの食事にしては豪勢だと思う。

「イツキは酒が飲めるのか」

　シュラになみなみと注がれた酒をじっと見つめているイツキを見て、気になったので聞くと、彼女はこう答えた。

「いえ……実は飲んだことないんです──ですので、飲めるのかどうか自分にもわからなくて……」

　なるほど、未知の水分に警戒しているのか……

「見てるだけじゃ酔えないぜ、勇気出してぐいっていってみろ」

　シュラが無責任にイツキに酒を勧める。その言葉を聞いて、意を決したのか、イツキはなみなみと注がれた酒に口を持っていく──

「お……美味しいです！　こんな水分、摂取したことないです」

「そうだろう、そうだろう、ホラ、どんどん飲んで」

　そう言いながら酒を勧めるシュラの顔が不敵な笑顔なのが少し気になる。

　水分を体に吸収しやすい体質なのか、イツキは酒を飲み始めてからすぐに酔いがまわってきたようだ。顔が赤くなり、ふらふらと体がゆれている。

　そんな感じに酔うのを待っていたのだろう、シュラがイツキの隣にいき、さりげなく密着する。

「ほら、イツキ、大丈夫か──私が支えてやるよ」

　恩着せがましくそう言いながら彼女の胸を大胆に触っている……なんと羨ましい奴だ……

「あっ……シュラさん……私、大丈夫ですから……」

　別に胸を触られているのが嫌なわけではないようだが、単純に迷惑をかけていると思ったのか、イツキはそう言ってシュラの行為を遠慮した。

　しかし、シュラはその反応にまだ酔いが足らないと思ったのか、さらに酒を勧める。

　素直なイツキは、シュラに酒を勧められると、断らず全部飲んでしまうので、どんどん酔いが回っていった──

　そしてそのまま、ふわっと、動きが止まったと思った瞬間、ばたりとその場に崩れ落ちた。

「イツキ、大丈夫か！」

　倒れたイツキを心配するが、よくみると寝息が聞こえてくる……どうやら寝ているだけのようなので大丈夫そうだ。

「シュラ、飲ませすぎだぞ」

「うっ……まさかあの量で寝ちゃうとは思わないって……」

　すごく飲ませているように見えたが、よくよく話を聞くと、小さなコップに三杯ほどだったらしい……どうやらイツキはちょっとお酒に弱いみたいだ──

　イツキはテントに寝かし、祝勝会は小さな盛り上がりで続いた──隙を見せると、シュラがイツキの様子を見に行こうとするので注意する。

「こら、シュラ、どこいくんだ」

「いや──イツキが心配で……」

「寝てるだけなんだから、本当に心配ならそっとしておけ」

　シュラの下心はお見通しなので多少きつめにそう言う。

「でも……さっきは寝ていただけだけど、今は違うかもしれないだろう」

「うむ……まあ、確かに容態が変わる可能性はあるが……」

　だといってシュラが様子を見に行くのは得策ではない、絶対変なことをするはずだ──

「ユキが見てくるよ」

　そんな俺の心の葛藤を察したのか、ユキはそう提案する。

「そうだな、ユキ、少し様子を見てきてくれるか」

　ユキは頷くと、イツキの寝ているテントへと向かった──

　それから──……イツキの様子を見に行って、結構時間が経過するが、ユキが戻ってこない。ユキが寝ているイツキを襲うとは思えないが……

「ちょっと、ユキとイツキを見てくる」

　仕方ないので、俺は二人のいるテントへ向かった。

　テントに入ると、ユキがイツキの隣で小さな寝息を立てて寝ていた──

「なんだ……寝てるイツキを見ていたら眠くなったのか──」

　そんな二人を起こさないように、俺は寝ているイツキの隣に座った。そしてイツキが寝ているだけなのを確認すると安心する。

　しばらく二人の寝姿を見ていたが、そろそろ戻ろうと思い、立ち上がろうとする。

「ジンタさん……」

　そう声をかけられ、立ち上がるのをやめた。

「イツキ、起きたのか」

「はい……」

「体の調子は大丈夫か？　本当、シュラにも困ったもんだな、初めて酒を飲む奴にあんな勧めかたして」

「いえ、私が悪いんです……もっと気を付けて自分の体の異変に注意してれば、気を失うこともなかったと思います」

　イツキは絶対的に悪くないと思うが、それでも彼女は自分の不注意と結論をだしているようだ。

　上半身を起こした彼女は、隣に寝ているユキに気が付くと、自分の毛布をそっとかける。その何気ない動作が優しさに満ち溢れている。

「ユキちゃん……幸せそうですね──」

　ユキの寝顔を見て、イツキがそう呟く。彼女の表情はどこか寂しそうだ。
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「どうかな──幸せって言えば、幸せなのかな、あまりそんな話しないから……」

「この寝顔を見ればわかります、どれだけ大事にされてるか……」

「まあ、ユキは俺の大事な……」

　そこで言葉が詰まる……ユキは俺の大事な召喚モンスター……いや、そうじゃない……それはどこか違うような気がする──なんと言えばいいかな……家族……そう……妹のような存在が近いだろうか──そう結論付けて、それを言葉にした。

「ユキは俺の大事な妹だ」

　そう言い切ると、イツキは驚いた表情をした……

「い……妹ですか──でも、ユキちゃんは私と同じ、モンスターですよ」

「そうだけど、やっぱり……それでもユキは大事な家族だ」

　イツキはその言葉を聞くと、どこか遠い場所を見つめ、誰に聞かせるでもない小さな声でこう呟く。

「ユキちゃんが羨ましい……私も──……」

　やはりというか、イツキは現状の環境に満足しているわけではないようだ。

「イツキ、君はテイムから解放されて、自由になりたいって考えたりしないのか」

　俺の言葉に大きな反応で動揺する。

「──そ……それは……正直、そう考えることはあります……でも、それは難しいことですから……今は諦めています……テイムは呪いですから……」

　そう言うイツキの表情には悲しみがにじみ出ていた──




　祝勝会も終わり、十分な休息をとった後、俺たちはダンジョンの出口へと向かった。そこからは戦闘もなく、スムーズにダンジョンの脱出に成功する。

　脱出後はダンジョン内での独特な緊張が解かれ、みんな自然と笑顔が溢れてくる。

「イツキ、本当に助かったよ」

「いえ……こちらこそ……」

　本当に今回はイツキに助けられた、ディレイもかなり感謝しているみたいで、ドロップ品の分配を多めに渡しているようだ。

「こんなに……いただけません……」

「イツキはそれだけの働きをしたんだ、貰っておけばいいよ」

　俺がそう言うと、イツキは困ったような表情になるが恐縮しながらそれをしまった。

「おい、ゴミクズ！　ちょっとでてくるのが早えんじゃねえのか！」

　不意に大きく下品な声が響く。俺たちはすぐにその声の主を見た。

「マスター……」

　イツキが怯えた声でそういう。どうやらイツキのマスターのようだ。

「マスターじゃねえよ！　ノルマはどうした、ちゃんと稼いできたんだろうな」

「はい……ノルマはちゃんと……」

「見せてみろ！」

　イツキのマスターは乱暴に彼女から荷物袋を取り上げる。そして中身を見るとニタニタといやらしく笑う。

「ほほう……中々稼いだじゃねえか──どうやってこんなに稼いだんだ」

「この方たちと一緒に……ボス級モンスターを倒したんです……」

「なんだと……ゴミクズ──テメー何勝手にわけわかんねえ奴らとパーティーなんか組んでんだよ！　しかもボス級モンスターを倒しただと……だとすると話は別だな……ちょっと稼ぎが足らないんじゃねえか」

「いえ……十分取り分はいただきました……」

「うるせえ、取り分を道具のテメーが決めてんじゃねえよ！」

　そう怒鳴られてイツキは押し黙る。

「おい、あんたら、話は聞いたぞ。このゴミクズをこき使ってくれたみたいだな」

　凄すごむイツキのマスターに、ディレイが怯むことなく対応する。

「イツキには世話になった、それは間違いない」

「そうか、なら話は早い──ボス級モンスターからの分配を貰おうか」

「分配はイツキに渡した」

「あれじゃ、足らねえんだよ──半分よこせよ」

「さすがに半分は多いと思うが」

「多くねえんだよ。ボス級モンスターは、俺のパーティーと、あんたらのパーティーの共同戦線てことだろう──だったら半分貰うのが筋ってもんだろうが！」

「共同戦線って、おたくのパーティーからはイツキしか参加してないじゃない！」

　さすがにその言い分には納得がいかないのか、ニジナがそう反論する。

「こいつが参加してるなら十分じゃねえか」

「あのねー！」

「もういいよ、ニジナ、ディレイ、半分渡そう」

　俺がそう言うと、ニジナもディレイも少し意外な顔をする。

「いいのか、ジンタ──取り分が減るぞ」

「いい──もう、揉めたくない……」

　イツキがすごく悲しい顔をしている……俺はイツキのあんな顔を見たくない……そんな俺の心境を察したのか、ディレイも半分渡すことに同意した。

「へへへっ──さすがボス級モンスターだな、半分でこれほどとは……」

　イツキとイツキのマスターは、俺たちから稼ぎの半分を受け取ると、どこかへ去っていった。最後に、俺たちを見るイツキの顔をしばらく忘れることができないだろう……悲しく、辛つらそうで……助けを求めるようなその瞳が心に残る──
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　私は知識と探求の女神ラミュシャ。人の探求心を支える神であり、人々からの信仰は厚い。誰もが私を尊敬し、誰もが私を愛している。そう思っていた……この男が現れるまでは……

　ジンタという冒険者は神にもその全てを読み解くことができないほど難解な存在である。悪なのか善なのか……それともただの馬鹿なのか。その本質はわからないが、ここに来るたびに不快な感情になるのは隠せない。

　今回は三次ジョブクエストの報告にやってきたようだ。まさかあの難易度のクエストをクリアするとは……まあ、よく考えれば、あのルキアのギルドに所属しているみたいだから不思議ではないか……

　それにしても毎回思うが、ジョブポイントの振り方が不可解だ。今回手に入れたジョブポイント全てを召喚数に振ると言いだした。普通なら戦闘補正を優先に振るのがベターだが、二体の召喚数から三体に増やすのを優先するのは理解できない。二体も召喚できれば、二次職の召喚士としては十分だと思うのだけど……

　そしてまたセクハラ発言を連発する。私をどうこうできると本気で思っているのだろうか……この男の近くにニジナがいることが心配になってくる。彼女を人の世に出したのは間違いだったかな……

　そりゃ、女神にだって性欲はある。人間と交わることも可能だ。だが、この男に対しては何の感情もわかない。はっきり言ってタイプではないのだ。それどころか嫌悪感すら持っている。そんな者に、私の肌に触れられることを想像するだけで身震いする。

　早く帰って欲しいのだけど、何かと質問してきて帰ってくれない。強制的に干渉を切ることもできるが、それはさすがに職務放棄になる。

　この男はどうしてそんなに召喚モンスターの種別にこだわるのだろうか……強さではなく、その容姿に重きを置いているように見える。何に美的感覚を持ってるか理解できないが、召喚士としては致命的な欠点に思える。

　やっと帰ってくれそうである。最後に性行為をやらせろと迫ってきたが軽くあしらう。もうしばらく来ないで欲しいが、なぜか彼は頻繁にここへやってくる。成長が早いのは認めるが、もう少し回数を減らして欲しいと心から願った。
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　女神の祭壇で、三次ジョブクエストの報告をした。女神が珍しく和やかに対応してくれたので気持ち良くジョブポイントの割り振りを終えることができた。ちょっといい感じだったので、エロいことに誘ったら、まんざらでもない様子だった。女神が俺に堕おちるのも時間の問題だろう。

　これで召喚数が三体に増えて、ランダム召喚が復活した。部屋に戻って早速エロいことをしよう。だけどシュラとユキをどうするかだな……

　そんなことを考えて帰り道を歩いていると、通りにある有名な劇場が目に付いた。チケットが高く、セレブな人がいく上流階級の社交場であるのだが……今の俺はブラックドラゴン討伐の時の分配と、クレストダンジョンのボス討伐の分配でかなり懐が暖かい。二人にここのチケットをプレゼントすれば一人になれるな……よし。買ってやろう。

　そう思ってチケット売り場へと行くのだが、召喚モンスターの二人だけでここにこさせるのは無理があるなと思い始める。うむ。そうだ、ニジナを保護者として引率させよう。そう考え、俺はチケットを三枚購入した。三枚で三十六万ゴルド……まじかって値段で引いてしまっている。これだからセレブってもんは……




　寮に戻ると、まずはニジナを訪ねる。部屋のドアを叩くとすぐに彼女が出てきた。

「どうしたの、ジンタ……何か用？」

「ちょっとニジナに頼みがあってな」

　そう言いながら劇場のチケットを渡した。

「え……これってアンダルシア劇場のチケットじゃない……」

　そのチケットを見て、少し嬉しそうにするが、すぐに表情を変えて話の詳細を聞いて来た。

「私がユキちゃんとシュラちゃんを連れて演劇を見に行けばいいのはわかったけど、どうしてジンタは一緒に行かないの？」

　説明を聞いて、そう質問してくるニジナに、俺はこう答えた。

「いや……急に外せない用事ができて……チケットは買ってしまってたのでもったいないだろ。だからニジナに行って欲しいんだ」

「まあ、そういうことならいいけど……」

　ニジナは煮え切らない表情でそう答える。




　ユキとシュラをニジナに預け、三人を送り出すと、俺は窓やドアなど念入りに施錠して、誰にも邪魔されないような空間を作り上げる。

　よし……準備はできた。久々のランダム召喚である、エロいモンスターが召喚されるのを願って、俺はスキルパネルを開いた。そしてランダム召喚スキルを実行する。目の前に魔法陣が現れ、そこから何かがせり出してくる。

「…………可愛い……」

　そこに召喚されたのは丸っこい小さな悪魔系のモンスターであった。確かポルクルとかいう名のモンスターだ。愛らしいその姿にほっこりする──が！　全くエロくない！　仕方ないので召喚時間が終わるまで遊んであげる。二、三分で召喚したモンスターは消えていった。前に召喚時間のステータスを上げたはずだがまだ短いな……これでは最後までは難しそうだぞ……だが、小刻みにエロいことするのはできる。まずは衣服を脱いで貰い……そして胸を激しく堪能して……うむ、いける、いけるぞ！

　今日、二度目のランダム召喚を実行する。今度こそはエロいモンスターが出てくることを期待する。だが、出てきたのは悪夢のような『父っつあん坊や』であった。地霊ノーム……お前はまだ俺の前に現れるのか……もはや怒りすら湧いてくるぞ……俺とノームは、じっとお互いに見つめ合う。

　無限とも思える時間が過ぎ去り、ノームは消え去った。

　三度目の正直と、どこかの偉い冒険者が言ったとか言わなかったとか……俺は願いを込めてランダム召喚を実行した。

「よし！　エロいぞ！」

　そこに現れたのは悪魔系の女体たっぷりのモンスターであった。頭には牛のようなツノが生え、赤い短い髪、胸は少しボリュームが少ないが、お尻は大きくてエロい。この子はミノスティだったかな。

　召喚時間は少ない。俺は早速、そのモンスターに近づき抱き寄せる。そして胸を隠している水着のような服を脱がそうとした瞬間、頭に重い衝撃が走った。それはモンスターの綺麗な肘打ちであった。

「いっ……痛……」

「いきなり抱きついてくんじゃねえよ。変態が！」

　モンスターはそう怒鳴ってきた。俺を変態と思うとはなんと良識のある奴だ。だが、マスターを殴るとは、召喚モンスターの風上にも置けんぞ。

「貴様！　マスターを殴るとはなんてことをするんだ！」

「何言ってんだ！　いきなり抱きつく方が悪いだろうが！」

　もっともである。だが、召喚モンスターは、召喚士にエロいことをされる為に呼び出されているのだ。抱きつかれたくらいで殴ってはダメだ。俺はもう一度彼女の胸に飛び込む。今度は強烈なカウンターを顎にもらう。そのまま壁まで吹き飛ばされた。俺はすぐに起き上がって抗議する。

「マスターにカウンター決めるな！」

「また抱きつこうとしただろうが！」

　こいつ……さては真面目だな……たまにいるな、エロを全面的に否定する真面目女子が……フッ……だがそんな女をメスと認識させて堕とすのも面白い……

　俺は自分が童貞のチェリーだと、たまに忘れることがある。どこから出てくる自信かわからないが、心の底からそう思っていた。

「あっ、時間だ。今度呼んでも抱きつくんじゃねえぞ！」

　そう言ってモンスターは消えていった。うぬ……これではただ殴られただけではないか。

　それにしても召喚モンスターがマスターに反発するとは……やはり従属補正のステータスが低すぎるのが問題かな……

　まあいい、エロいモンスターは奴だけではない。今日は魔力が尽きるまで召喚してやるぞ。

　そして俺は次々と召喚を実行する。

　ノーム、ノーム、サラマンダー、ポルクル、ノーム、サラマンダー、ノーム、ノーム…………いやにノーム多くねえか！　そしていいかげん魔力が切れかけたその時……愛しき彼女が降臨した。

「おっ──サキュバス様──」

　完全なエロの象徴、鉄板のエロモンスター。絶対犯やれる、尻軽女ナンバーワンの性欲処理モンスターの登場に、俺はさすがに勝利を確信した。

「お主がうちを召喚したのかえ」

「そうだ。俺はお前のマスターだ。早速だが時間がない。さぁ、思う存分この俺から精気を吸い取るがいい!!」
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　堂々たる風格をかもしだして俺がそう命令すると、サキュバスは俺を四方八方から舐なめるように見ると、すごく残念そうにこう言った。

「いやじゃ。お主は好みじゃない」

「──聞き間違えたかな……君は人間の男から精気を吸い取る恐怖のモンスターだよね？」

「そうじゃ、だが……イケメンにかぎる！」

「──いやいや……サキュバスがなに相手の男を選えり好ごのみしようとしてんの、好みとか言っちゃダメでしょ。サキュバスならサキュバスらしく、男なら誰にでも股を開きなさい！」

「ふっ……他のサキュバスはそうかもしれぬが、うちは好みの男しか相手にしたくないのじゃ、だから残念だがお主に体を触られるのも、触るのも嫌なのじゃ」

　なんと生意気なサキュバスなのだ──こうなっては実力行使しかないな──

「──よし！　問答無用だ！　エロいことをさせろエロモンスター！」

　そう言いながら俺はサキュバスに襲いかかった。だが、さすがに中級悪魔と言われるだけのことはある。腕っ節も中々強かった。ボディーに一発いいものをもらって俺は悶絶する。

「くっ……マスターのボディーに、いいの食らわすな……」

　そんな俺の抗議など無視して、サキュバスは涼しい顔をしている。

「時間じゃ。うちとエッチがしたいのなら、己を磨くのじゃな、それではまた呼ぶがよい」

　そう言って彼女は消えていった──

　サキュバスでエッチなことができないなんて納得ができないぞ……さすがに俺の神殿の柱くらいあると思われていた図太い神経が、ポッキリと折れそうになっていた……
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　ジンタに貰ったチケットで、ユキちゃんとシュラちゃんとやってきたのはアンダルシア劇場。セレブの人たちが来る場所で、私たち末端の冒険者が気軽に来れる場所ではない。

　異様とも言える高級な雰囲気に、私も二人もちょっと戸惑っていた。出迎える劇場スタッフに話しかけられただけで驚いてしまう。

「ニジナ。あれ食べたい」

　劇場に入ると、普段、目にすることのないような高級なお菓子が売られていた。ユキちゃんがそれに食いついたので、三人分購入する。三万ゴルドは痛い出費だがユキちゃんが嬉しそうなので良いとしよう。

「ニジナ。私はあれが飲みたい」

　シュラちゃんがおねだりしてきたのは高級そうなお酒だった。値段が書いてないのが怖い……だけどこんな日じゃないと飲めないようなものだったので、そこにいる店員さんにそっと値段を聞いてみた。そしてその値段にフリーズする──

　グラス一杯で二万ゴルド……本気ですか……フクロウ亭の果実ジュースが四十杯は飲める値段だ。さすがに躊ちゅう躇ちょしたが、物欲しそうに見ているシュラちゃんを見て、一杯だけご馳走した。

「シュラちゃん、高いから大事に飲むんだよ」

　そう注意したのに、シュラちゃんはそれをくいっと一気に飲み干した。

「うはーっ、これは美味しいな、ニジナ──もう一杯……」

「ダメだよー後で違うお酒飲ませてあげるから我慢して」

　そう言うと、シュラちゃんは渋々引き下がった。

　客席内に入ると、係りの人が席に案内してくれた。ゆったりとした座席は見るだけで高級な感じが伝わって来る。開演前には客席内が少し暗くなった。それをいいことにシュラちゃんが私の手を握ってくる。やんわりそれを拒否していると演劇が始まった。

　演劇は、どこかの貴族の悲劇のラブストーリーだった。話はありがちだが、演出にお金をかけていて中々面白い。ユキちゃんには内容が大人な感じなので少し早いのか、ちょっと退屈のようだ。シュラちゃんは隙を見せると私の体を触ってくる。どうも演劇を真面目に見てるのは私だけのようだ──

　演劇の方は、クライマックスに突入する。貴族の青年が愛したのは、人間の娘に姿を変えていた魔物だったのだ。魔物の純粋な愛に心惹ひかれていく青年は、やがてそんな魔物の少女の本気の愛に気がつく。

　私は少し共感出来る内容に惹きつけられていく。最後は、貴族の青年の親に雇われたハンターに、魔物の少女が殺される悲劇的な終わり方なのだが、少女の死を知った青年が泣き崩れるシーンを見て、真の愛とはこうあるべきだと考えさせられた。

「いい演劇だったね……」

　しみじみとそう言うが、後半寝ていたユキちゃんと、私の体を触ることばかりに意識がいっていたシュラちゃんには共感が得られなかった。帰りは小こ洒落じゃれたお店で食事をして、そのまま寮へ帰る。ユキちゃん達たちを送る為にジンタの部屋に行くと、彼はなぜかすごい疲労感たっぷりで倒れていた。




「おう…………ニジナか……演劇どうだった……」

「すごく良かったよ……それにしてもジンタ、あなた一人で冒険にでも行った？　すごい疲れてるみたいだけど……」

「いや……ちょっと自主練だ……召喚の練習だ……」

「…………なにそれ。あんた用事があるって言ってなかった？」

「まあ、用事が終わった後に時間が余ったので練習してたんだ」

　召喚って練習すると上手うまくなるのかな……そういう素朴な疑問はあったけど、ひたむきな姿勢は嫌いではない。そんな彼を見ていると何か手伝いたくなってくる。

「何か手伝えることある？　レベル上げしたいんだったらまたペア狩りでも行く？」

「そうだな──確かにレベルを上げて、召喚士のステータスをアップした方が色々よいかもしれん……よし、ニジナ、またレベル上げ付き合ってくれるか」

　ジンタが私を頼ってくれるのが嬉しくて、二つ返事で了承する。

　ジンタと一緒に冒険できる……それを考えると心が躍る──だけど、それを表情にはださないようにした。

　さらに話は続き、効率のいい狩場を探す為に少し遠出をしようという話になった。それならば少し準備もした方がいいので出発は来週にして、今週は準備期間とすることになった。ジンタは前にブラックドラゴンにマントを焼かれたので新調したいと言い、私も新しい装備を買いたいと思っていた。と、いうことで明日にでも冒険者百貨店へと買い物へ行くことになった。





◇






　冒険者百貨店は階層によって、販売されている物が違ってくる。今日はマジで冒険者として実用的な装備を整える目的なので、戦闘に特化した掘り出し物が多く売られている中古販売層である７階へとやってきていた。ここは普段なら手に届かないような高価な魔法装備が格安で売られていることがあるのだ。

「うわっ、このマント可愛いよ。これにしたら、ジンタ」

　ニジナが見た目だけで勧めてくるマントはピンク色のシマシマ模様……能力以前の問題で却下である。

　マントを選ぶ上で、一番重要なのは肌触りであると俺は思っている。野営とかでは布団の代わりにするし、触れるたびにチクチクしていては、いざという時に集中できない可能性がある。補正も大事だが、やはり普段使いも念頭に置いて検討した方がいいだろう。

　これだけ数多く店舗があると、マント専門店なる狭い範囲で商売をしている店も存在する。やはり専門店だけあってその品しな揃ぞろえは豊富で、多種多様なニーズに応えてくれていた。

「おっ！　これは補正がすごいな……耐性もかなり高いし、性能だけ見れば申し分ない」

「でも、ちょっと見た目がアレだよね」

　ニジナの言うように、色が奇抜で、妙な模様が入っているのが気になる。性能だけなら買ってもいいのだが、さすがになんか嫌だな……

　さらにマントを探して店の奥の方に行くと、乱雑に置かれたマントの山が目に入る。店主に聞くと売れ残りのジャンク品らしく、かなり格安な値段設定がされていた。

　そんな山積みのマントの中に、シックなワインレッドのマントを見つけた。色合いは凄く好きな感じである。肌触りも申し分ない。性能をタグで確認すると、一言だけ記載されていた。

「曰いわく付き商品…………」

　曰く付き……まあ、訳あり商品ということなんだろうけど……曰くってなんだよ。性能もわからないし、気になったので店のおじさんに確認する。

「おっちゃん。この曰く付きって何？」

「──それはやめとけ」

　いや……そんなことを言われたら気になるじゃないか……

「性能も書いてないけど、どんな補正がついてるんだ」

「…………まあ、性能は上級魔法装備クラスと言われてるが、それ以上に厄介なもんがついておる。死を呼ぶ呪いのマントじゃから悪いことは言わん、他の物にしろ」

　上級魔法装備なんて、普段なら手に入らないような高級品だ……そんな装備がこんな格安なわけないので、眉唾ものの話ではあるな。

「そんな危険なものならこの値段は高いと思うぞ。おっちゃん、少し負けてくれよ」

「買うつもりなのか！　変わった奴じゃのう。うむ……そうじゃのう。ならば五万ゴルドではどうだ」

「もう一声！」

「あのな、死を呼ぶ呪いのマントとか言っとるが、上級魔法装備じゃぞ、五万ゴルドで十分安いじゃろ」

「ここに置いていてもどうせ売れないだろ。お金になるだけいいじゃないか」

「……ふっ。どうなっても知らんぞ。三万置いて、とっとと帰りやがれ」

　ラッキー。呪いなんて俺は信じちゃいないし、上級魔法装備なんてものも信じてないが、この材質のマントが三万ゴルドは破格の値段なので、かなりお買い得だったと思うぞ。

　ホクホク顔で店を後にする。だけどニジナは呪いのマントというのが気になるのか、少し心配そうな顔をしている。

「ジンタ。その怪しいマント……ちゃんと鑑定してもらった方がいいよ」

「鑑定代が勿もっ体たい無ない」

「そんなの私が出してあげるから、何かあってからじゃ遅いでしょ」

「おっ、ニジナの奢りなら仕方ない。後で鑑定屋で見てもらおう」

「鑑定代なんて高くても一万ゴルドくらいなのに、それをケチるなんてどうかと思うけど……」

　マントを購入したので、次は武器になるロッドかワンドを購入しようと、魔導専門の武器屋へとやってきた。魔法の攻撃力を上げないと、俺の存在感が皆無だと気がついたのだ。

　その店には強力なワンドも売っていたが、さすがにそれ相応の値段がする。どう転んでも中古で一千万ゴルドもするような高級品は買えない。なんとか五万くらいに負からないかな……ダメ元で聞いてみた。

「オヤジ。このワンド、五万にならないか」

「殴られる前に帰りな坊や」

　当たり前だが不機嫌に対応される。仕方ないので、中古で掘り出し物があると評判の店に行くことにした。その店は、ゴミのようにワンド、ロッド、スタッフなどが置かれていて、タグさえ貼られてない。武器の鑑定をするスキルなど持ってないので、直感で購入するしかないようだ。

「うむ……見た目で決めるしかないようだな。まあ、この後、鑑定屋に行くわけだし、そこで当たりが外れかわかるから適当に決めるか」

「ちょっと待って。もしかしてだけど、ここで購入した武器も、どさくさに紛れて私に鑑定代払わそうとしてないでしょうね」

　勘のいいニジナである。全くそのつもりであったのだがバレては仕方ない。

「ふっ……もちろんここで買ったやつは自分で鑑定するぞ」

「ならいいけど……」

　そうだ。勘のいいニジナだったら、この中から当たりを引くんじゃないだろうか……よし、物は試しである、ニジナに選ばそう。

「ニジナ。いいと思うやつを選んでくれ」

「え！　私が選ぶの？」

「そうだ。好きなのを選んでいいぞ」

「う……ん。これなんかいいんじゃない」

　ニジナが選んだのは、青く光る宝石が埋められたワンドであった。一万ゴルド均一の箱から選んだもので、見た目からするとお買い得には見える。まあ、性能はわからないけど……

「よし。これを買うぞ」

「外れでも私の所為せいにしないでよね」

「もちろんアタリなら俺の手柄。外れならニジナの所為だ」

「何よ、それ……選んだだけ損じゃない」

「まあ、当たることを祈るのだ」

「……もう絶対に選んであげないから」

　俺たちは次にアクセサリー屋さんに向かった。アクセサリーはどの職でも装備するアイテムなので、かなりの賑わいを見せていた。ここで俺の分はもちろん、良いものがあれば、ユキやシュラにも買ってやろうと思う。

　アクセサリーは大きく分けて、指輪、ペンダント、ネックレス、腕輪、イヤリングなどがある。もちろん効果の高い物は信じられないほどの値段がするのだが、安くて良いものもある。それを複数装備するのが、ビンボー冒険者のスタイルであった。

「ニジナの腕輪はすごく高そうだよな。それはどんな効果があるんだ」

　目に付いた腕輪を見て、俺が聞くと、ニジナは微妙な表情をしてこう答えた。

「えっ……と、これは魔力上昇とか、神力の向上とかだよ。まあ、見た目ほどの性能はないかな」

「なるほど、見掛け倒しってことだな」

「その言い方はなんかむかつくけど、そうよ──」

　この店でも、新作や高補正の高級品には目もくれず、ジャンクに近い中古品を物色していた。どこの店もそうだけど、売れ残りの在庫の処理には苦労しているようで、山積みにして価格均一販売をしている。まあ、掘り出し物はこういう中にあるので、それを探すライバルも多い。

　ここで悩んでも仕方ないので、必殺の適当チョイスを発動させる。もちろん俺が選ぶと、ろくなことがないのでニジナに選んでもらおう。

「ニジナ。ここのアクセから適当に十個くらい選んでくれ」

　三千ゴルド均一の箱を指さしてそう言った。もちろんさっきのことがあるのでニジナは嫌な顔をする。

「え〜。やだよー……変なの選んだら私の所為にするんでしょ……もう選ばないよ」

「ふっ。ニジナの所為にしないかもしれないと約束しよう」

「なんか微妙な言い回しだよね……もう、知らないからね」

　そう言ってニジナは見た目か本当に適当かわからないけど、ヒョイヒョイと箱の中からアクセを選んでいく。

　ニジナが選んだのは、指輪が五つ、ペンダントが二つ、腕輪が二つにイヤリングが二つであった。全部で十一個。よし、これだけ買えば、二、三個は当たりがあるだろう。

　次はニジナの希望でローブ屋さんに寄ることになった。前にここへ来た時に、ローブは新調したばかりなのによくわからん奴だ。

「今着てるローブは気に入らなかったのか？」

　やはり疑問だったのでそう聞いてみた。

「え、どうして？」

「いや、それ買ったばっかりだろ」

「だから？」

「…………そんな何着もローブ持っててどうすんだよ」

「女の子はその日の気分に合わせて見た目を変えたい生き物なの」

「……まあ、いいけどな」

　その店で結局二時間も滞在することになってしまった。しかも二時間もいて、結局何も買わないとか意味がわからん。他人の物を選ぶときはあんなに高速なのに、どうして自分の買い物はこう時間がかかるのかね……

　今度の冒険は、少し遠出することもあり、ポーションも購入することにした。ポーションは使い捨ての割には高額なアイテムで、貧乏冒険者はあまり所持したりしないのだが、少人数のパーティーを救うのは結局こういった準備だったりする。やはり命に代えられないと店を訪れた。

「中級マナポーションは三万ゴルドか……やっぱり高いな……」

「でも、ユキちゃんが魔力切れで絶対零度が使用できない時に、これがあったらかなり便利じゃない？」

「確かにそうだな。それじゃあ、一個買っとくか」

　ポーション屋では中級マナポーションと、中級ライフポーションを二つ購入した。これだけで、会計は四万ゴルドと、アクセ十一個より高い……

　さてと、あらかた欲しいものは買ったので、鑑定屋に向かうことにした。鑑定屋は冒険者百貨店の地下にある。

　ポーション屋の裏に、隠れるように階段があったのでそこを降りることにした。普段はみんなが使っている表の階段を使っているのだが、こっちからも普通に下に行けそうである。

　そのまま地下までその階段は続いていた。この裏手の階段の近くには怪しい店が多く店舗を構えていて、ちょっとマニアックな雰囲気を醸し出していた。俺はそんな店の一つに、すごく興味のそそる文面を目にする。

『モンスターを愛するあなたに贈る、至高の品々……』その店の看板にはそう描かれていた。

　まじか……何が売ってるんだろ。大人のおもちゃ的な何かだろうか……いかん……このままスルーなどできないぞ。でもユキもニジナもいるからな……エッチな店だったらちょっと恥ずかしいぞ……

　だが、俺の好奇心は、そんな羞恥心を大きく上回った。なるべく自然体で、真面目な顔でその店に入っていった。




　そこは、モンスターを愛する冒険者の為の店であった。召喚士、テイマー専門店……いや……俺にぴったりの店だけど……俺の求めていたのはこんな馬鹿真面目な店じゃないぞ……なんか騙された気分だ。

　しかし、召喚士、テイマー専門店というだけあって、品揃えは中々のものであった。他で買うのが難しい、調教スキルアップの鞭むちや、召喚石が普通に売られている。

　そして俺はその店で、信じられないアイテムを見つけてしまう。

「おい！　親父おやじ！　このタグに書いてることは本当なのか！」

「お客さん……俺は噓うそは嫌いでね……間違いなくその内容の通りだよ」

　それは頭に装備するサークレットで、タグにはこう書かれていた。

　召喚士、全ジョブステータス50アップ……他にも何か補正が付いてるが、これだけでも買いの装備だろう……そう思い購入を即決したのだが……値段を見て愕がく然ぜんとする。

「親父！　このタグに書いてる値段、桁が間違ってるぞ！　二千万と書いてるが、二万の間違いじゃないのか！」

「間違ってねえよ。それはレアな一級品だからな、それでも安いくらいだぞ」

　ぐぬ……二千万なんて大金どうにもならないではないか……これはさすがに諦めるしかないな……

　そう思ってトボトボと店を出ようとしたのだが、シュラが獣人用の装備で気になるものがあったようでそれをじっと見ていた。シュラが見ているのは手に装着する鉤かぎ爪づめのような武器で、タグにはメタルクローと書かれていた。

「どうしたシュラ。それが欲しいのか？」

「……カッコよくないか、これ」

　どうやら欲しいらしい。値段も二万ゴルドと手頃なので買ってやることにする。シュラの攻撃力が上がるのはいいことなので悪くない買い物だ。

　夢のようなサークレットに後ろ髪引かれながら店を後にする。そしてそのまま鑑定屋へと向かった。

　鑑定屋は地下の薄暗い場所でひっそり営業していた。小さな小屋のような店舗で、中に入るとさらに薄暗い。ちょっと不気味な雰囲気に、ここで大丈夫かと心配になってきた。

　だけど、意外なことに、店の店主は若いエルフの女性であった。若いと言ってもエルフなので、人間よりはだいぶ歳としを食ってるとは思うけど……

「いらっしゃいませ。今日は何の鑑定ですか」

　透明感のある静かで重い声が、小さなその小屋に響く。俺は今日買った未鑑定の装備をカウンターに広げてこう言った。

「これを鑑定して欲しいんだけど」

　エルフの店主はそれを見つめると、何度か頷き、こう返事する。

「はい。わかりました。鑑定させてもらいます」

「いくらくらいになるんだ」

　俺が値段を聞くと、少し考えて返答する。

「全部で五万ゴルドくらいですね」

　さすがに鑑定代は安くない……鑑定は特殊スキルなので、取得するのが難しい。貴重なスキルなので使える者も少なく、どうしても値段が高くなってしまうのだ。

　エルフの店主は鑑定スキルを発動させて、丁寧に装備を確認していく。表情を変えずに鑑定をしていた店主の表情が変わる。

「こ……これは……」

　店主の反応した装備は、あのマントであった。

「これはすごいマントですね……上級魔法装備……高耐性防御……」

「何だと！　あのマント屋の親父が言ってたことは本当だったのか」

　しかし、そのままマントの鑑定をしていたエルフの店主が話を続ける。

「でも……何か悪いものが付いてるわね……呪い……いや……もっとタチが悪いか……」

　うむ……やはり曰く付きも噓ではないようで、何かしらの悪いものがとりついているようだ。

「私の鑑定スキルでは完全にはわからないんだけど……どうも悪い何かがそのマントに付いているようです。マントとしては最高の物ですけど、なるべく装備しないことをお勧めします」

　せっかくの最高品なのに、装備するなっていうのは酷な話である。

　エルフの店主は、さらに鑑定を続ける。アクセの鑑定をしている時に、さらに大きな驚きを見せた。

「ちょっとこれ……すごい指輪ですよ。上級魔法装備……火炎属性魔法のランクアップ……魔力増加……耐久力アップ……あ……でもこれも呪われてますね……」

「なんだと！　指輪も訳ありかよ……」

「うーん……呪いの種類としてはそんなに怖いものじゃありませんが……痛みが二倍になる、痛覚って呪いがついてます」

「ジンタ、痛いの好きだから丁度いいね」

　鑑定士の話を聞いていたユキが口を挟む。

「──ユキよ、俺はいつも好きで痛い思いをしてるわけじゃないぞ」

　どうも勘違いしているようなので指摘する。

「えー！　そうなのか！　私もてっきり好きでやってると思った……そんな性癖があるってきいたことあるし、ジンタはそれだと……」

「シュラよ──お前は俺をそんな目で見ていたのか……」

　それにしても当たりっぽい装備には何か理由があるのはなぜだ。これでは素直に喜べないではないか──

　しかし、エルフの店主の鑑定結果を聞いていると、他のアクセはどれも無難に小当たりのようである。その中でもユキとシュラにぴったりのアクセが幾つかあった。

　まずは火炎耐性アップと魔力の最大値の上昇がついた指輪と、火炎耐性アップと氷結属性攻撃アップのペンダントである。この二つをユキに装備させれば相当な戦力アップとなりそうだ。物理耐性と物理攻撃アップの指輪と、敏びん捷しょうアップと物理攻撃アップの腕輪はシュラに装備させよう。二人の特徴に合ったアクセがあってよかった。

　それにしてもどれも中級魔法装備以上のアクセで驚いている。もしかしてニジナって引きが強いのかな……その考えを証明するかのように、彼女が選んだ青く光る宝石が埋め込まれたワンドがとんでもない品物だった。

「上級魔法武器……火炎属性魔法クラスアップ……特に呪いや悪いものも付いてない、純粋な高品質なワンドです。これ、どこで手に入れたんですか……」

　多分見た目から分不相応の装備に疑問を持ってそう聞いてきたみたいだ。

「上の魔道武器屋で一万で買った」

　エルフの店主はそれを聞いて絶句していた。そしてこう言ってきた。

「いや……普通に五百万くらいはするワンドですよ、それ……」

　俺は信じられない価値に、喜びを爆発させる。

「よし！　俺の手柄！」

「ええー!!……それ私が選んだやつでしょ」

　そうニジナが抗議するが、俺はアタリなら俺の手柄と先に宣言している。後から何を言っても聞き入れない。

　それにしても今日の買い物はかなり実のあるものになった。何かしら得体の知れないものが付いているマントは気になるが、それ以外はどれも純粋に大当たりだと思う。

「そうだ、ニジナ。これ、俺もユキもシュラにも必要ないからやるよ」

　そう言ってニジナに渡したのは、神聖補正の付いた指輪であった。今日買ったアクセの中では一番の外れで、神聖補正などプリーストやシスターにしか意味がないので、ケチな俺であったが気前良くニジナにあげた。

　そんな外れの指輪を、ニジナはなぜかすごく嬉しそうに受け取った。まあ、デザインが気に入ったのだろう、さっそくニコニコ顔で指にはめている。

「どう、ジンタ──似合うかな」

「……神聖補正が付いてるからプリーストのニジナにピッタリだぞ」

「そうじゃなくて、見た目だよ、見た目」

　冒険の装備品の見た目を聞かれてもなあ……なんか面倒くさいので、似合う、似合うと適当に答えた──




　買い物を終え、ニジナのお気に入りの茶店で軽く食事とお茶をしていくことになった。

　ニジナはいつものように気持ちの悪い色の飲み物と、青い草ばっかりの麵を注文する。ユキはアイスと冷やし麵──シュラはワインと肉料理を注文した。

　俺は何にするか悩んだが、無難に、炭豆茶とたまごサンドを注文する。

　今日、購入した装備の話をしながら、食事をしていたのだが、気になる会話が隣のテーブルから聞こえてくる……

「そういえば聞いた？　強盗アルラウネの話──」

「聞いた、聞いた──今月でもう五件目でしょう──物騒で夜に外とか歩けないわね」

「本当、警察ギルドとかちゃんと仕事して欲しいわよね」

　ルーディアには街を守る衛兵がいるが、衛兵の仕事は、外敵から街を守ることなので、直接に街の中の市民を守ることはない。街の中にいれば比較的安全ではあるが、それでも街に悪い奴は沢山いる、そんな悪人たちから市民を守る為に、ルーディア政府から依頼されて街の治安を守っているのが警察ギルドと呼ばれている一部のギルドの連中であった。

　強盗アルラウネ……アルラウネと聞くと、イツキの顔が浮かぶけど、さすがに強盗なんてするわけないしな──そう考えていたのだけど、さらに嫌な情報を聞いてしまう。

「そういえば、そのアルラウネって、テイムの烙印があるみたいだから、どうやら裏でテイマーが操っているんじゃないかって噂うわさよ」

「なんだと！　それは、本当なのか！」

　思わず俺は隣の知らない女に、摑みかかってそう聞いていた。

「えっ……と、なんですか、あなた……」

「すみません……違うんです、ほんと、すみません」

　ニジナが俺の代わりに謝っているが、そんなことなど気にすることもなく、その強盗をしているアルラウネのことを考えていた……

　テイムの烙印をされているアルラウネ……どうも嫌な予感がする……




　あまりにも強盗アルラウネのことが気になったので、俺は冒険者組合でその事件について調べた。

　冒険者組合にはクエストやミッションなどといった冒険者へのサービス的な情報の他に、大陸の情勢や世の中で起こっている事件や噂などの、多種多様な情報が集まる。冒険者にはそんな情報を閲覧する権限が与えられているので、何かを調べたい時はここにくるのが一番だ。

「うむ……やはり調べれば調べるほどイツキなんじゃないかと思えてくるな……」

「そうね……外見の特徴も似ているわね……アルラウネは見た目に個体差があるから、こうも一致するとさすがにイツキちゃんだと思うのが自然かも──」

「しかしだな、イツキが強盗なんて……そんな悪い子じゃないぞ」

「そりゃ、私だってそう思うわよ──だけど……」

　俺とニジナのそんな会話を聞いていたシュラが、少しイライラしながらこう言ってくる。

「そんなウジウジ言ってないで、直接会って確認すればいいじゃねえか」

「誰に会うのだ？」

「その強盗アルラウネだよ」

　確かにその方が話が早そうだ……

「でも、どこにいけば会えるのかな」

　ニジナのもっともな疑問を聞いて、俺は資料を見直す。

「うむ──情報によると、街の中でも外でも出没して、決まった場所での目撃情報がないからな……」

「それじゃ、探そうにも探せないじゃないの」

「こうなったら現れそうな場所を片っ端から廻るか──」

「さすがにそんなことやってたら何年かかるかわからないわよ……」

「だったらどうすればいいのだ」

「──そうね……誰か詳しい人に聞いてみるとか……」

「冒険者組合より詳しい情報を持っている奴なんかいるのか」

「ユキ、そういうの、詳しいおじさん、知ってるよ」

　ユキの意外な言葉に、俺もニジナもシュラも驚く。

「──ユキ……どこのおじさんなのだ、それは……」

「マニア通りのおじさん」

「なに！　マニアなおじさんだと！　どんなマニアなのだ、そいつは！　まさか幼女趣味とかじゃないだろな！　くそ──俺のユキに手を出すとはいい度胸だ！」

　俺のというセリフには少し嬉しそうにするが、ユキは真面目な顔で反論する。

「違う、マニア通りのおじさん──おじさんは裏社会マニアだから、たぶん色々知っている」

「なんだ、その裏社会マニアって──」

「よくわからないけど、悪いことしている人を観察してるんだって」

「世の中には変な奴がいるんだな──」

　俺の言葉に、ニジナが反応する。

「ジンタも十分変だから──」

「俺のどこが変なのだ、こんなに真っ当な人間はそうはいないと思うぞ」

「──まあ、変人ほど自分はまともだと思ってるらしいから……」

「ふん──まあ、いい。他に情報もないから、そのユキの知り合いのおじさんとやらに聞きにいこう」

　他に手もないので、期待はしていないが、マニア通りのおじさんとやらに情報を聞きにいくことになった。




　マニア通り──

　ルーディアの南区、普段ならくることのない辺へん鄙ぴな場所にその通りはあった。

　そこへ足を踏み入れた瞬間──なんというか……妙な空気と異質な雰囲気を肌に感じる。

「ユキちゃん、今日はどうしたんだい」

　ユキが案内してくれたのは異質な通りのさらに裏路地にある地味な露店であった。そこの白髪の大人しそうなおやじが、ユキに親し気にそう話しかける。

「おじさん──聞きたいことがある」

「うん、うん、ユキちゃんのお願いならなんでも聞いてあげるよ」

　どういうわけか、このおやじ、ユキにベタ惚ぼれのようだ……満面の笑みのその顔を見ていると、本当に幼女趣味の変態じゃないだろうかと心配になってくる。

「強盗アルラウネの情報ちょうだい」

「なんと……ユキちゃんが裏情報を聞きにくるとは思ってもいなかったね」

「知ってる？」

　ユキの愛くるしい顔でそう聞かれると弱いようで、おやじは少し考えてからこう答えた。

「知ってるよ──だけど……裏情報は私の商売ネタでね……いくらユキちゃんでも、タダで教えるわけにはいかないんだ……」

「いくらだ？」

　お金の話になったので、俺も話に入る。

「あんたは誰だ──」

「ユキの保護者だ」

「そうか……まあ、本来なら一見さんはお断りなんだが、ユキちゃんの保護者じゃしかたない──十万ゴルドでどうだい」

「よし、払おう──ニジナ、十万ゴルドだそうだ」

「ちょっと！　私が払うの？」

「当たり前だろ──買い物で使ったし、俺はもう、十万ゴルドも持ってない」

　ニジナは、たくっ……とブツブツ言いながら渋々、十万ゴルドを払った。

「よし、では話そう──噂の強盗アルラウネの正体は、犯罪者ギルド、赤のミノタウロスのテイマーが操る、アルラウネだそうだ」

「赤のミノタウロス──」

「悪名高い、はぐれギルドね」

「はぐれギルドとはなんだ？」

　俺が聞くと、ニジナが、そんなことも知らないのかと言いたげな呆れた顔でこういう。

「冒険者組合に非加盟の無法者ギルドよ」

「なるほど、悪い奴らなのだな」

「まあ、冒険者組合に非加盟でも、ルールは守るギルドもあるから一概には言えないけど、ほとんどは世に逆らう連中ばかりね」

「まあ、悪い奴らかどうかはいいけど、そのアルラウネが次に出没しそうな場所とかわからないか」

「そうだな──情報では次に大きなヤマを狙うって話だから、大規模なキャラバンを襲う可能性が高いな」

「大規模なキャラバンか……」

「丁度、明日、グロネラの大商人の率いるキャラバンがルーディアに到着するらしいから、もしかしたらそれを襲うんじゃないか」

「ほほう──それは無視できない情報だな」

「確かにグロネラの大商人のキャラバンなら、獲物としては申し分ないわね」

　グロネラからルーディアにくるのなら、ルーディア北東の大街道を通るのが予想できる。そこで待ち伏せすれば、強盗アルラウネと出会うこともできるかもしれない。




　明日は早くから待ち伏せすることになったので、今日は寮に帰って休むことにする。

　しかし、部屋に戻ると、曰く付きのマントと、呪いの指輪をどうするか本気で悩んでいた──

「さて……このマントと指輪どうするかな……」

「一回、装備してみたらどうだ？」

　シュラが無責任にそう言ってくる。

「装備して、呪いで外せなくなったらどうするんだよ。呪いを解くのはすげー金がかかるんだぞ」

「呪いくらいでガタガタ言うキャラでもないだろうに、大した呪いじゃないかもしれないだろ」

　シュラの言葉に我に返る。確かに俺としたことが後先を考えてしまっていた。呪いごときに恐れを抱くとは……そうだな、一回装備して考えよう。

　そう考え、まずはマントを装備してみることにした。マントを装備しようとすると、シュラとユキは、警戒して少し離れる。離れるユキが抱いているヌイグルミに目が行く──どう見てもあれは俺だよな……ユキはいつの間にか小遣いで、俺の姿のヌイグルミをオーダーメードで作っていたようだ……ユキの気持ちの悪いヌイグルミの中に、俺の姿のヌイグルミがまじっているのをどう思えばよいのやら……

「ふむ、特に変化はないな……」

　マントを装備して、そう思った瞬間、体がフワッと浮くような感じになり、俺はいきなりシュラに抱きついていた。

「こら、ジンタ。いきなり何すんだよ」

「いや。違うぞ。何か俺ではない意志がこうさせたのだ」

　とりあえず一度シュラから離れるが、すぐにまたフワッと浮くような感覚になり、シュラに抱きついてしまった。

「だから……ユキが見てるだろ……」

「違うって！　俺の意志じゃないぞ」

「ジンタ、ユキも抱っこ……」

　ユキもなぜか抱きついて欲しいのか、俺の姿のぬいぐるみを置いて、大きく手を広げ、こっちを見る。だけどユキの方にはいかないで、シュラにばかり抱きついてしまう。

　わかったぞ。これがこのマントの訳ありか！　俺はマントを脱ぎ捨ててみた。するとシュラに抱きつくのは止まった。やはりこのマントが原因のようだ。

「う……ん。一体どういった呪いなのだ」

　俺はもう一度マントを装備して、マントを眺めてみた。するとその呪いの正体が姿を現す。

「ぐっはははははっ。俺は女が大好きなんだ。もっと女に抱きつかせろ、触らせろ、おっぱい揉ませろ」

「なにっ──マントが喋しゃべった！」

　驚く俺に続いて、シュラとユキも気味悪がる。

「気持ち悪い奴だな……」

「ユキ……怖いよ……」

「いいからその女に抱きついちゃえよ。気持ち良くなっちゃえよ。男の本能のままにしたがっちゃえよ」

　…………こいつ男の煩悩の塊だな……そりゃ曰く付きで売れ残るわ。しかし、ここであることを思い出す。このマント……最高クラスの防具であり、性能は抜群に良いのだ──このスケベな行動さえ制御できれば、その最高の防具を格安で手に入れたことになる。と、考えて、思ったのだが、これって制御する必要あるかな……いつもの俺の行動とそんなに大差ないような気がするぞ……よし──気にしないことにしよう。可愛いモンスターを見つけて抱きついても、全部マントの所為にすればいいし──そんな困るほどのデメリットじゃないな。

　と、いうことで俺は小声でマントに話しかける。

「おい、マントよ。話がある」

　それは黒い相談であった。お互いに利益のある話に、マントも不敵な笑いで応じた。

　さて、マントとも話がついたので、あっちは大丈夫だろう。残るはこの指輪の方だな……まあ、指輪の火炎属性魔法のクラスアップはかなり魅力的だからな……ワンドの火炎属性攻撃アップと合わせると、ファイヤーボールがかなりパワーアップされる。火炎属性だけだけど、それでも強力な攻撃力を手にするのは魅力的であった。

　問題は痛覚の呪いだな……痛みが二倍ってどんなもんかな。

　とりあえず俺は指輪をはめて、シュラにこう言った。

「とりあえず、シュラ、殴ってみてくれ」

「……そんなことしていいのか？」

「かまわん、指輪の呪いを確認する為だ、どんとこい！　だけど、くるときは──」

　ドスッ……鈍い音が響き、視界を失うほどの痛みが俺を襲う……

「くっ……くるとき……は……くるって……いってくれって……言おうとしたんだけど……」

「あっ──そうなのか？　すまない……」

「ぐっ……本当にこれで二倍なのか……無茶苦茶痛いぞ……」

　とりあえず痛みが引くまで一時間くらいかかってしまった……想像以上に痛いが、まあ、痛いことをしなければいいだけだ。俺はこれを装備することにした。

　買い物した装備を整理して、今日は休むことにした。

　だけど、眠ろうとして目を閉じると、イツキの顔が思い浮かぶ……強盗アルラウネがイツキだったらどうしよう……そんな不安からかなかなか眠りにつくことができなかった。
















　次の日、寝不足のまま、シュラとユキを連れてニジナと待ち合わせている寮の正門に向かう。

「ジンタ、眠そうね」

　ニジナは俺の顔を見て、すぐに寝不足を見抜く。

「いや、大丈夫だ、そんなに眠くないぞ」

　完全な強がりでそう言う。

「まあ、大丈夫ならいいけど──」

「それより、北東の大街道へ向かおう──予定では昼過ぎらしいけど、早く来る可能性もあるからな」

「そうね、行きましょう」

　北東の大街道のどのポイントで待ち伏せするかは悩むことがなかった。大街道のほとんどが見晴らしの良い道で、襲撃するには適していない。だけど、唯一、森に囲まれた場所があるので、ほぼ、そこが襲撃のポイントだと思われたからだ。

　大街道が良く見える森の茂みの中で、俺たちは待機した。

「シュラ、気配とかしないか」

　野生の感覚を持っているシュラに周りの様子を聞く。

「いや、今のところおかしいところはないな」

「予定だと、グロネラの大商人は昼過ぎくらいにここを通るらしいから、まだ時間があるわね」

「うむ──それじゃ、今のうちに弁当でも食べるか」

　腹が減ってはなんとかと言うので、来る前に勇者酒場で弁当を買っていた。

「そうね、今のうちに食べときましょうか」

　俺はゴソゴソと弁当を取り出し、みんなに手渡す。

「ユキは冷やし麻まー婆ぼ豆どう腐ふ弁当だったよな、シュラは焼肉弁当ダブルで、ニジナはたまごサンドセットと……」

「ジンタは何にしたの？」

「俺はこれだ、限定幕の内弁当！」

「ジンタって、渋いの選ぶよね……」

「ふっ──渋いのではない、堅実なのだ──幕の内弁当は万能食だぞ、魚、肉、野菜などがバランスよく入っていて、品数も豊富──そしてなにより美味しいではないか」

「まあ、好きなのを食べればいいけどね」

「しかも、これは限定幕の内だぞ、限定と付くからにはすごいはずだ」

「そもそも、限定って、何が限定なの？」

「それは俺にもわからん」

「もしかして限定って付いてるだけで、他の幕の内と中身はかわらないんじゃない……」

「ふっ──そんな馬鹿なことがあるわけないだろ……」

　まてよ……確かに限定とかいいながら、売り切れているのを見たことないし……逆に普通の幕の内弁当を食べたことないから違いもわからない──ニジナも余計なことを言う──これでは限定という特別感が薄れるではないか……

　そして……すごく美味しく食べられたはずの限定幕の内弁当──本来のスペックの半分ほどしか味わうことができず、なんかすごく損した気分になる……

「どう、限定幕の内弁当、美味しかった」

　ニジナにそう聞かれて、少しイラッとしながら返事した。

「美味かったぞ──」

「そう、よかったわね」

　その言い方にさらにイラッと来たが、状況が動き、文句も言えなかった。

「グロネラの大商人が来たみたいよ」

　そう言われて大街道を見ると、少し先から、馬車の一団がやってきていた。

「まだ、襲われてないようだな」

「そうね、荷は無事みたい」

「いや……もう無事じゃなくなりそうだぞ」

　シュラが何かの気配を感じてそう言う。周りに意識を向けると、確かに複数の気配が動き出すのがわかった。





◇






　アドビデがルーディアに訪れるのは今回で八回目になる。彼の扱う陶器は評判がよく、ルーディアで高く売れるので、商売人としては美味しい場所であった。

　何度も訪れている場所なので、油断していたわけではなかった。その証拠に、比較的安全な街道を通っているが、護衛の冒険者を五人も雇っていた。雇った冒険者は全員、二次職で、ある程度の場数を踏んでいる、信頼に値する力量の者たちであった──

「アドビデさん！　賊です！　危ないので馬車の中に隠れていてください」

　護衛の冒険者の一人が慌ててそう報告してくる。

　言われるままにアドビデは馬車の奥に隠れる。争いごとが嫌いな彼は、護衛が賊を退けるのをそこで待っていた。

　街道を塞ぐように現れた仮面をつけた一人の賊に、重戦士のバロックと騎士のシュガーが対たい峙じする。後方からスナイパーのルキー、そしてアークメイジのホロンゾ、ハイプリーストのフーラが援護する形であった。

　アドビデに雇われた五人の冒険者は、二年ほどパーティーを組んでいる気心の知れた仲間であった。なので、連携に関しては不安はなく、各々自分の役割に集中していた。

「シュガー、相手は一人だが油断するなよ」

「誰に言ってるんだよ、バロック──私はどんな敵にも全力だよ」

「そうか、それじゃ、そろそろ行くとするか」

　バロックのその言葉に、シュガーは笑みで答える。

　二人は走って目の前にいる賊との距離を詰める。その動きに対して賊はまだ動かない。

　先に賊との間合いに入ったバロックが、両手剣で攻撃する。鋭い一撃であったが、フラッと揺らいだ賊に、軽くかわされる。

　間髪入れずにシュガーが二股の槍で賊に突きを繰り出す。それもふらりと摑みどころのない動きで避ける。

　そこからバロックとシュガーは連続攻撃を繰り出す。だが、賊にはかすりもしない──

「バロック、シュガー、避けろ！」

　あまりにも前衛の二人の攻撃があたらないのにイラつき、そう叫びながらアークメイジのホロンゾが爆裂の範囲攻撃の魔法を放った。

　二人がその場から飛びのくと、賊に魔法が放たれる。

　賊のいた場所に、轟音と爆風が吹き荒れる中、無傷の賊がそこから飛び出してきた。

　そして賊は無数の蔦を伸ばした。蔦は細いロープほどの太さで、ウネウネと一本、一本が意識を持っているように動き、五人の冒険者たちに襲い掛かる。

　動きの素早いスナイパーのルキーはその蔦を避けることができたが、他の四人は見事に捕まる。

「クソッ！　アルラウネか！」

　バロックは蔦を操る賊の正体がわかりそう叫ぶ。

　蔦に捉つかまったシュガーはそのまま投げ飛ばされ、馬車に激しくぶつけられる。

　非力なハイプリーストのフーラは、何もできずにそのまま蔦に絞め落とされて気絶する。

　ホロンゾは、蔦に体中を締め上げられながらも、アルラウネの弱点属性である火炎魔法を放とうとした。しかし、詠唱の途中で口をふさがれ、そのまま絞め落とされた。

　一人、蔦の拘束から逃れたルキーは、矢を連射してアルラウネに攻撃する。だが、すべて蔦に弾き落とされて一発もあたらない。

「ならばこれでどうだ！」

　ルキーが放ったのはファイヤーアローという、火炎属性の弓技であった。炎に包まれた矢が、アルラウネに襲い掛かる。

　炎の矢は蔦の一本に命中する。そのまま蔦は燃えるが、アルラウネはその蔦を切り離した。

「器用な真ま似ねを……」

　ルキーはもう一度、ファイヤーアローを放とうとした。だが、そんなルキーに不意の攻撃が襲い掛かる。

　ルキーの構えた弓が、強烈な鞭の攻撃で弾き落とされる。予想していなかった攻撃に困惑していると、ファイヤーボールが飛んできて直撃する。ルキーは黒焦げになり、そのまま動かなくなった。

「おい！　なに、グズグズしてるんだ、こんな雑魚さっさとかたづけろ」

　覆面を被った山賊風の男が現れ、仮面の賊にそう命令する。

　仮面の賊は少し迷いのある動きをするが、蔦で捕まえているバロックを、そのまま岩に向かって投げ飛ばした──





◇






　俺たちが駆けつけた時には、すでに戦いは始まっていた。

　すでに何人か倒れていて、強盗アルラウネが最後の一人をその蔦で投げとばす瞬間であった。

「シュラ！」

　俺が何を言いたいのか察したのか、シュラはダッシュして、投げ飛ばされて岩に叩きつけられようとした戦士風の男を受け止めた。

　賊は四人……仮面をつけたアルラウネと、覆面の冒険者が三人──

「ユキ、あいつらにアイシクルランスだ！」

　ユキは素早い詠唱を終えると、覆面の冒険者に向けて氷の槍を放った。

　ユキのアイシクルランスは牽制には十分な効果があったようで、賊たちは後ろに下がってそれを回避する。

「ニジナは倒れている冒険者を回復してくれ、シュラはニジナの援護を！」

　そう指示すると、俺は仮面のアルラウネに駆け寄った。

　仮面のアルラウネは、俺の顔を見ると、明らかに動揺する──

　髪の色……肌の色……背丈や雰囲気……仮面で顔を隠しているが、俺は確信した──強盗アルラウネはイツキに間違いない……

「イツキだろ──どうしてこんなことを……」

　そう話しかけると、仮面のアルラウネは小刻みに震え始める。

「何か理由があるんだろう……でないとイツキがこんなことするわけないから……俺に相談してくれないか──」

　仮面のアルラウネは震える体を自ら抑え込むように力強く抱える。俺はゆっくり彼女に近づいた。

「こないでください！」

　その声は間違いなくイツキのものだった……

「イツキ……」

　俺がそう声をかけると、彼女は後ろを振り向きそのまま走り出した。俺はすぐに追いかける。

　森の奥、大きな岩がある場所でイツキに追いついた。

　彼女は逃げるのを諦めたのか振り向いて仮面を取った──そこには俺の知っているイツキの顔がある──

「ジンタさん……私は悪いことをしています……私は……人を傷つけてお金を奪ってるんです……私は……」

　そう言いながら彼女の瞳から涙が溢れだす。イツキが良い子なのは知っている──なので、そんな悪事を、自分の意志などで行っていないのは明白である。俺は彼女にそっと近づき、優しく抱きしめた──そしてこう話しかける。

「イツキはマスターの命令で嫌々そんな悪いことをしているんだろう──俺にはわかるよ……」

　その言葉の返事の代わりに、イツキはギュッと俺を抱きしめて意志を示した。

「ジンタさん……」

　涙の溢れるその悲しい瞳を見てると、イツキをこのまま、その悪いマスターのもとにいさせてはいけないと強く思う……俺に何かできないのか──

「何してるんだゴミクズが！」

　後方から怒号が飛んでくる。見ると、覆面を付けた賊がそこにいた。おそらくイツキのマスターであろう。

　イツキはマスターを見て、動揺している……

「イツキ、もうこんな奴の言うことをきくことない！」

　俺はそう叫んでいた。

「なんだ、テメーは、俺の言うことを聞くなだと……貴様はテイムのことをなにもわかっちゃいねえな、テイムは絶対の契約なんだよ──そのゴミクズが逆らうことなんてできねえんだよ」

「なるほどな、それはよくわかるぞ、じゃなければイツキがあんな悪いことに手を貸すわけないからな」

「俺の仕事にケチつけんじゃねえ！」

「何が仕事だ、ただの犯罪だろう！」

「うるせえ、奴だな……もういい、イツキ、そのうるさいゴミを片付けろ」

　イツキはマスターにそう命令されて動きが止まる。

「何してんだ、俺はそいつを殺せと言ってるんだ」

　鋭い声でそう命令されると、イツキは小刻みに震える。

「早く殺せ！」

　イツキのマスターはさらに大きな声で命令する──だが、イツキは、イツキのマスターも驚くような反応を返した。

「嫌です！」

　イツキがそんな反抗を示すのは初めてだったのか、イツキのマスターも驚きで動きが止まった。

「チッ……面倒くせえな……しょうがねえ、今日は退くぞ！」

　その命令にはイツキも従い、マスターと一緒に、森の奥へと向かった。その表情は悲しみがにじみ出ており、それを見た俺の胸は未知の痛みに襲われる。

「イツキ！」

　俺の叫びにイツキは反応することもなく、そのまま森の奥へと消えていった。




　馬車が襲撃された場所に戻ると、すでに戦いは終わっていて、賊はすでに撤退していた。

「ジンタ──」

　俺が戻ると、ニジナが駆け寄ってくる。

「やっぱりあのアルラウネはイツキちゃんだったの？」

　去っていくイツキの顔を思い出し、また胸が痛む……

「イツキだった……」

　そう呟く俺の表情を見て、ニジナは何かを察したのかそれ以上は聞いてこなかった。

　俺がイツキを追いかけた後、ニジナたちは残りの賊と戦闘になったようだけど、ニジナの魔法によって回復した護衛の冒険者たちと協力して、追い返すことができたそうだ。それで、このキャラバンのアドビデという商人が、助けてくれたことにすごく感謝して、礼を言いに来た。

「護衛たちから聞きました。この度はご尽力いただいたようで、大変ありがとうございます」

　そう丁寧に礼を言ってくる。俺たちは強盗アルラウネであるイツキに用があって、その結果、彼らを手助けする形になっただけである。だけど、アドビデはかなりの恩を感じているらしく、それなりの形ある礼をいただいた。

「助かったよ、あのままだったら皆殺しにされてもおかしくなかった」

　帰ろうとすると、商人の護衛である戦士風の男が気さくに話しかけてきた。

「困ったときはお互い様だ。今度俺たちがピンチの時は助けてくれ」

「そうだな、そんな時がきたら、迷いなく助太刀する」

　彼らはグロネラを拠点とする、アルカディアというギルドのメンバーであった。アルカディアはルーディアでも名が知られていて、人数だけならパルミラの十倍はいる巨大冒険者ギルドだ。

「君らはギルドパルミラなのか──あの五次職のルキアのギルドだよな」

　さすがにうちのギルマスは有名なようで、グロネラにもその名が知れ渡っているようである。

　その後、キャラバンは予定通りルーディアに向かうということで、俺たちもそれに同行することになった。

　まあ、もう今日は襲撃はないだろうけど、アドビデはそれを大変喜んでくれる、よほど襲撃が怖かったのだろう。

　そこからルーディアまでは一時間ほどで、さすがに何事もなく、ルーディアに無事に到着する。

　何もしていないのだけど、アドビデはさらに報酬といって少しの金をくれた。貰えるものは貰うのが俺のポリシーなので、遠慮なくそれを懐に入れる。




　ルーディアに戻ると、俺はすぐに寮にと帰ってきた。強盗アルラウネがイツキだったことはショックなことで、さすがの俺も気力が萎えて、性欲すら起きてこない。

「ジンタ、落ち込んでてもしかたないだろう。飯でも食いに行こうぜ」

　シュラがそう誘ってくれるが、食欲もわかない──俺はシュラに財布を渡して、ユキと飯を食ってきてくれと言った。

　シュラたちがでかけると、俺はベッドに横になり、天井を見つめる。そして今日の出来事を思い出していた。

　イツキは嫌々あんなことをさせられているのは間違いない……なんとかイツキをその状況から助け出せないだろうか──そう考えるが、テイムされたモンスターをマスターから解放するなんてことできるだろうか……

　召喚士と召喚モンスターの関係と一緒で、テイマーとテイムされたモンスターの関係も、一種の契約でなりたっている。その契約を他人が強制的に解除するにはマスターを殺すしかない……

　イツキのマスターを殺して、イツキを解放する……それが出来れば楽なんだが、さすがに相手が犯罪者でも正当な理由がなければ問題になる。

　それからしばらく、ウジウジと解決もしない考えをしていると、部屋のドアが勢いよく開けられた。そして外からニジナが飛び込んでくる。

「何、ウジウジ落ち込んでるのよ。そんなのジンタらしくないでしょう！」

「ウジウジなんてしてないぞ……」

　元気なくそう言うと、ニジナはさらに声のトーンをあげてこう言ってきた。

「完全に落ち込んでるじゃないの！　そりゃ、私だってイツキちゃんのことは心配だけど、そんなの考えても解決しないでしょう！」

「──そうだが……」

「とりあえず！　明日、八時に正門に集合！　これ決定だから！」

「集合？　どこいくんだよ」

「冒険者がでかけるなんて冒険に決まってるでしょ！　レベル上げ行く約束してたの忘れたの──」

　どうやらニジナは、落ち込んでいる俺を心配してくれるのか、気晴らしに冒険に誘っているみたいだ。

「返事は？」

「──わかったよ……八時に正門だな」

「よろしい！」

　そう言って部屋を出て行った。




　気晴らしの冒険の目的地は、ドーンダンジョンの最下層とニジナが勝手に決めていた。ドーンダンジョンは全十階層。ルーディアから歩いて一時間ほどの場所にあるダンジョンで、中級者に人気のダンジョンだ。

　ニジナに話を聞いたのか、ハイレンジャーのキネアもついてきた。実はドーンダンジョンの最下層には、トレジャーボックスが湧き出るポイントがあり、彼女はそれが目当てのようだ。

　トレジャーボックスには罠わながかかってることも多く。開けるにもかなりのスキルが必要になるので、罠探知と解錠スキルを持っているキネアにとってはいい獲物なのだ。

　ドーンダンジョンは最下層以外の難易度は比較的低い。九階層から急激にモンスターの強さが上がり、十階層になると、三次職でも苦戦する難敵が多く出現する。十階層まで行く道のりは、時間はかかったが苦戦することもなく無難に到着した。

　十階層に到着すると、トレジャーボックスを確認しに行く。どうやら先を越されたのかトレジャーボックスはすでになかった。トレジャーボックスの湧き時間は十二時間から二十四時間らしいので、また後で見に来ることにした。

　十階層までに来るのに十時間くらいかかったので、その日は十階層にあるセーフティーポイントでキャンプをして休むことになった。今回はキャンプスキルの高いキネアがいるのでキャンプ飯のグレードが高い。

　彩り野菜のサラダ、イリニア鳥のじっくり焼き、三種キノコのクリーム煮込、果実のタルトと、普段のキャンプの食事では食べられないようなラインナップである。

「ジンタ。これ美味いぞ」

　シュラがほくほく顔でイリニア鳥にかぶり付いてそう言う。ユキも果実のタルトが気に入ったのか、美味しそうに食べている。

「これ、食べたらちょっとトレジャーボックス見てくるよ」

　キネアがトレジャーボックスが気になるのかそう言ってくる。

「明日でいいんじゃないか」

「また取られてたらショックでしょ。まだ湧いてなかったらすぐ帰ってくるよ」

「一人じゃさすがに危ないから俺も行くよ」

「ありがとう。ジンタ、意外に優しいのね」

　そういう話になって食事を食べ終わると、俺とキネアはトレジャーボックスを確認しに出かけた。




　トレジャーボックスの湧きポイントは、キャンプを設置した場所から十分くらいの場所にあった。俺とキネアは周りを警戒しながらその場所へとやってきた。

「あっ。トレジャーボックス湧いてるね」

「うむ……どうする。解錠出来そうか」

「ちょっと見てみるね」

　キネアはそう言ってトレジャーボックスに近づく。俺は周りを警戒しながらそれを見守っていた。

　キネアは、カチャカチャとトレジャーボックスをいじると、息を大きく吐き出した。どうやら罠を解除したようだ。

「やばかった。テレポートのトラップが仕掛けられてたよ」

　うわ……シュラもユキもいないタイミングで、どこかに飛ばされたら、たまったもんじゃなかったな。

　キネアは、鍵穴をカチャカチャといじり始める。今度は解錠しているようだ。そしてトレジャーボックスが淡く光ると、ガチャリと音を立てて箱が開いた。

　開いた箱の中を覗くと、そこには書物が一冊置かれていた。

「こ……これは！」

　置かれている書物を見て驚く。それはサキュバスのミリアちゃんの、新作書物『私をおかずにして。』だったのである。俺は思わずそれを手に取る。

「ジンタ！　ダメ！」

　キネアがそう叫ぶが時すでに遅し、ものすごい勢いで警報が鳴り響き始めた。

「アラームの罠……」

「二重トラップよ……トレジャーボックスは開けた後も油断したらダメなのよ……」

　手に取った『私をおかずにして。』はいつの間にか無くなっている。それ自体が罠による幻覚だったようだ。欲しい物を幻覚で見せて飛びつかせて罠にかける卑劣な方法である。

　けたたましく鳴り響くアラームの音によって、周りから複数のモンスターが近寄ってくる。接近してきたモンスターはマグマドンと呼ばれる炎の野獣で、最悪なことに強力な火炎耐性を持っていて、おそらく俺のファイヤーボールは通用しない。これはかなりのピンチであった。

「キネア！　とにかく逃げるぞ」

「それがいいわね」

　俺たちはその場から逃走を図るが、でかい図体をしている割にはマグマドンの動きは早い。さらに炎の体の一部を撒まき散ちらしていて、逃走ルートを狭くしていた。

　キネアは何かよくわからない球をマグマドンに投げつける。すると黒い霧のようなものがモクモクと湧き出た。黒い霧は辺りを包み込み、視界を遮った。周りが見えなくなってオロオロしていると、キネアが俺の手を摑んだ。そして手を引いて誘導してくれる。

　キネアが使ったのはエスケープボールというアイテムで、周りの視界、匂い、気配を遮り、撹かく乱らんする物であった。モンスターはもちろん、普通の冒険者でも行動不能になる品物なのだが、レンジャーのスキルには盲目歩行なるものがあって、そんな中でも方向を把握して動くことができる。

　キネアのおかげでなんとかその場を脱出することができた。トレジャーボックスからは何も手に入らなかったけど、命があるだけで良しとしよう。

　そのままキャンプに戻ると、ニジナがなぜか怒り始める。

「あなたたち……何しに行ってたのよ……」

　ニジナの視線は、俺とキネアが繫いでいる手に向けられていた。あ……そういえば手をつないだままだった。俺たちは慌てて手を離した。それがまた変な誤解を生んだようだ。ニジナはすごく不機嫌になってしまった。

　それから俺とキネアで状況を説明して何とか理解してもらうが、不機嫌なのは治らなかった。何が気に入らないのか訳がわからない……

　セーフティーゾーンであっても、絶対に安全ではない。なので睡眠は交代で取ることにした。まずは俺が見張りをすることにする。

　炭豆茶を啜すすりながらボーとしていると、なぜかニジナが起きてきた。

「何だよ、ニジナ。寝とかないと明日辛いぞ」

「…………ちょっと寝れないから、私もお茶でも飲もうと思って……」

　そう言ってニジナはカチャカチャとお茶を淹いれる。お茶を淹れ終わると、俺の隣に座ってチビチビ飲み始めた。

「…………」

「…………」

　何だこの重い空気は……なんか、喋れよな……

「…………あのさ、ニジナってどこ出身だっけ？」

　あまりの空気に耐え切れず、別に聞きたくもない質問をしてしまった。

「…………内緒……」

「何だよ。隠すようなことかよ」

「ジンタはどこだっけ？」

「俺は南にある、ボルペン村だ」

「へえ、そうなんだ……知らないけどね」

「まあ、なんの特徴もない村だからな」

「一回行ってみたいな……ジンタの生まれ育った村……」

「それはダメだ。行くとしても俺は連れてけないぞ」

「…………どうしてよ」

「いや、俺は村で嫌われてたからな。ただでさえ村八分の状態で、俺が村を出る時は、なぜか祭りが始まったくらいだから。帰っても誰も喜ばない」

「何よそれ。村で何か悪いことでもしたの？」

「うむ……心当たりは無い！」

　村での変態行為は数知れず、子供でなければ捕まっているレベルの軽犯罪を犯しまくっていた記憶など無いかのように、堂々とそう言い切った。

「イツキちゃん……どうしてるかな……」

　不意にイツキのことを思い出したニジナが、そう呟く。

「──そうだな……また、マスターに変な命令されてなければいいけど……」

「あれだね、イツキちゃんのマスターを見てると、ジンタってマスターとしてはそんな悪くないのかなって思っちゃうよね」

「おいおい──悪くないどころか、かなり良い部類だと思うぞ」

「幸せそうなユキちゃんとシュラちゃんの笑顔を見てると、そうかもしれないとは思うわね」

「そうだろう、そうだろう、二人にはかなり甘いからな」

「さて、そろそろ本当に寝ようかな」

　ニジナはそう言うと、テントの方に戻っていく。俺は後ろからお休みと声をかけた──




　俺が起きると、すでにみんな起きて朝食を食べていた。朝食もキネアが作ったのかいつもよりかなり豪勢に見える。

「ジンタ。おはよう」

「おはよう。俺の飯は？」

　催促すると、キネアがパンの上に目玉焼きを載せたものを渡してきた。

「うむ……なぜ俺だけメニューが違う」

「ごめん。ユキちゃんとシュラちゃんがジンタの分も食べちゃった」

　すまなそうにキネアがそう言う。

「こら！　ユキ。シュラ。どうしてそういうことするんだ！」

　俺が怒ると、ユキとシュラが慌てて言い訳をする。

「いや、キネアの飯、すごく美味くてな。気が付いたら無くなってた」

「悪い。ジンタ。食べちゃった」

「──仕方ねえな、これも美味そうだからいいか……」

　やっぱり、俺は二人に甘すぎるような気がする。

　朝食を食べ終わると、早速狩りへと出かけた。狩場はトレジャーボックスの湧きポイントの近くのフロアーで、狩りの合間にトレジャーボックスを確認することになった。

　狩場に湧くモンスターは、マグマドン、プラズマパンサーなど数種類で、敵のレベルは30から40くらいとかなりハイレベルである。

　敵が強いのであまり多くの数を一気に相手にせず、少数を確実に狩っていくことにした。まずはシュラが敵を引きつけて、それを後方からみんなでタコ殴りにする。

　シュラが最初に引っ張ってきたのは、昨日の夜に怖い思いをさせられたマグマドンであった。俺のファイヤーボールは通用しないので、ユキのアイシクルランスを中心に、ダメージを与える。さすがのマグマドンでも、ユキのアイシクルランスの攻撃には一溜りもなく粉砕させられる。どうやら氷結魔法が弱点のようであった。

　その手順である程度モンスターを狩り、手頃なところでトレジャーボックスを確認する。まだ湧いてなかったので、少し休憩後に、狩りを再開した。

「この辺の敵にもだいぶ慣れてきたので、一度に狩る数増やすか」

「そうね。少しくらいなら大丈夫そうだね」

　そういう話になり、引っ張ってくる数を増やすことにした。

「シュラ。五、六匹くらい引いてきてくれるか」

　俺がそう声をかけると、シュラは元気よく返事する。

「任せとけ。パパッと連れてくるぞ」

　そしてしばらくするとシュラがモンスターを連れてきたのだけど……あれは何だ……あの大群は何なのだ……

「すまない！　いっぱい釣れた！」

「馬鹿！　多すぎだ！」

　もはや大群と呼べるほどの数のモンスターを引き連れて、シュラは戻ってきた。乱戦になると、後衛ばかりの俺らのパーティーはかなり危険なことになる。近づかれる前に数を減らす必要があった。

「シュラ、離れろ！　ユキ、絶対零度だ！」

　シュラを退避させて、ユキに広範囲の絶対零度で攻撃させる。攻撃の範囲内のマグマドンやプラズマパンサーはその攻撃で瞬殺する。だが、耐久力が高く、強力な氷結耐性を持っているアイスゴーレムが十体くらい生き残っている。

「ファイヤーボール！」

　ワンドによってランクアップした俺のファイヤーボールが、一体のアイスゴーレムを蒸発させる。だが、まだ生き残ったアイスゴーレムは多い。残念ながら装備でファイヤーボールの威力の底上げはされているが、俺は基本、召喚士で、魔導レベルは低いままである。なので攻撃魔法を撃つまでのキャストタイムはかなり長く、とても連発はできない。

　残りのアイスゴーレムはそのまま突進してくる。キネアは武器のスリングショットで攻撃する。だけど、スリングショットから打ち出された鉄の礫つぶては、アイスゴーレムの硬い体に弾き返される。ニジナもレールライトで攻撃するが、とても効果があるようには見えない。

　シュラは責任を感じたのか、みんなに攻撃がいかないように一人で必死でアイスゴーレムを引き付ける。そして隙をついてメタルクローでアイスゴーレムにダメージを与えていく。現状、アイスゴーレムに通用する物理攻撃はシュラのこの攻撃だけであった。

　シュラが時間を稼いでいるうちに、俺のファイヤーボールが再度打てるようになった。すぐにアイスゴーレムの一体にファイヤーボールを放ち、消滅させる。だけどこれでまたしばらく打てなくなる。このままではシュラの負担が大きい……どうにかならないか……

「少し時間を稼いで！」

　キネアがそう声をかけて、何かを準備し始める。リュックから大きな荷物を取り出して、かなり大掛かりな仕掛けをしているようだ。

　二分ほどでキネアの準備が完了する。その間、シュラがアイスゴーレムの一体を粉砕した。

「シュラちゃん！　壁際に誘い込んで！」

　その指示に従って、シュラはアイスゴーレムをうまく誘導して壁際に誘い込む。そこの壁は、さっきキネアがゴソゴソしていた場所である。

「みんな伏せて！」

　言われた通りにみんな地面に伏せる。そして次の瞬間、強烈な爆発が巻き起こる。その爆風と壁に挟まれたアイスゴーレムの多くは体を半壊させる。キネアの使ったのは、レンジャー得意の爆発罠である。設置に時間がかかるのが弱点であるが、その威力は今証明したように強力であった。

「よし、今だ！　一斉攻撃！」

　体が崩れかけのアイスゴーレムたちに一斉攻撃をかける。さすがに耐久力が大幅に減少しているアイスゴーレムはその攻撃に消滅していく。

　狩りの危機を乗り越えて、その後は慎重に戦いを進めた。だけど結構な時間狩りをしていたのでみんなの魔力も枯渇してきた。なので、今日の狩りはこのへんにすることにした。帰りにもう一度トレジャーボックスを見に行く。

「おっ。トレジャーボックス湧いてるね」

　見るとトレジャーボックスが昨日と同じように置かれている。当然のごとくキネアが近づいてカチャカチャやり始める。もちろん罠が設置されていて、それを解除した。

　罠を解除すると、鍵を開けて箱が開かれた。中を見ると、ポツンと書物が置かれている。なんとそれはマーメイドの可愛い美少女の限定書物ではないか……俺は思わずそれを手にする。当たり前のように罠が発動した。

「ぐわっ！」

　トレジャーボックスから黒い煙がみんなに吹き付けられる。その黒い霧の所為か一瞬で体調が悪くなった。

「ぐえ……毒食らった……」

「何やってんのよ、ジンタ！　あんた学習能力ないの！」

　昨日と同じミスをして、さすがのキネアも怒っている。

「キュア・クリア！」

　ニジナが状態回復の魔法を使用する。みんなの毒状態が回復された。そのあと、キネアの説教が始まる。

「罠が毒くらいでよかったけど、爆発とかテレポートとか、もっと危険な罠だったらどうするつもりなのよ。ちょっと反省しなさい」

「……ごめん……」

　さすがに反省した俺は、なるべくトレジャーボックスには近づかないと約束した。

　その日はセーフティーゾーンに戻りキャンプをする。俺とシュラで火の準備をして、キネアとニジナで飯の支度をする。

「そんな肉の塊もってきてたのか」

　キネアが大きな肉の塊を火にかけていたのでそう声をかける。

「そう、今回のサプライズメニュー」

　キネアはよく、みんなが驚くような一品を用意することがある、今回はこの肉の丸焼きのようだ。

「すごい肉だな──」

　焼けた肉を見て、シュラが感嘆の声をあげる。

「ユキも食べる」

　その見た目のインパクトに、それほど肉が好きってわけでもないユキも興味があるのか、皿を持ってウキウキしている。これはキネアのサプライズに感謝しないといけないな。

「取り分けるから皿をとって」

　キネアが肉を取り分けてくれる。切り口からでてくる肉汁に、さらに食欲がそそられる。

　この日の夕食は、サプライズ肉の丸焼き、七色野菜のサラダ、枝豆スープに焼きおにぎりである。かなり豪華な食事に疲れも忘れる。

「シュラ、何飲んでるのだ」

　シュラは瓶に入った謎の液体を隠れるように飲んでいた。俺はそれを見つけて指摘する。

「いや……健康ドリンクだ」

「ちょっと見せてみろ」

　匂いを嗅ぐと、やはりというかアルコールの匂いがする。

「やっぱりお酒ではないか──明日も早くから狩りだから、今日は飲んじゃダメって言っただろう」

「わかってるよ、ちょっとだけにしとくから」

　油断も隙もないな……

　食事も終わり、片づけを終えると、すぐに休む準備をした。

　交代で見張りをすることになり、最初は俺の番である。一人、炭豆茶を入れて、それをすすりながら、火の前で座っていた。

　──こうしていると、イツキと冒険したクレストダンジョンでのキャンプを思い出す……彼女は睡眠が短いので、見張りをしている俺によく話しかけてきたな……

　やはりイツキをあのままにするのは嫌だ──なんとか助けたい！　だけど、どうすればいいんだ……赤のミノタウロスに乗り込んで、イツキのマスターを殺すか？　そんなことできるわけないし、もし、実行できても、ギルドパルミラに迷惑をかける……

　でも──イツキはどう思ってるんだろう……俺が助けようと考えてるのは迷惑なんだろうか……いや！　そんなことはない！　彼女は絶対に、あんな悪事はやりたくないはずだ……

「ちょっと、ジンタ。またイツキちゃんのこと考えてたんでしょう」

　不意に後ろからニジナが声をかけてくる。

「いや……違うよ」

「ウソばっかり──そんな真面目な顔する理由なんて他にないもの……」

「おいおい、俺だって真面目に考えることは沢山あるぞ」

「だけど今はイツキちゃんのことだけでしょう」

　どうしてニジナは俺のことをこんなに理解してるんだろうか……図星を突かれて、さすがに本音が漏れる。

「──なぁ、ニジナ……俺はイツキをあのマスターから解放したいんだ」

「そうか──」

「驚かないのか」

「別に驚かないわよ、まあ、そんなこと考えてるんだろうなとは思ってた」

「どうしたらいいかな？」

「うーん、そうだね、テイムされたモンスターを解放する方法は二つだけ……テイムしているテイマーが自らの意志でモンスターを解放するか……」

「テイマーが死ぬかだな……」

「──そんな物騒なこと考えてるの？」

「考えたくはないけど……」

「そうだよね、ジンタはそんな残酷にはなれないから……」

「でも……残酷なことができるようになりたいよ……」

　寂しそうにそう言うと、ニジナは何を思ったのか、地面についている俺の手をそっと握ってきた……どういう意図かわからないけど、思ったより嫌じゃない……手からニジナの優しい気持ちが伝わって来てるからかな……




　その後、俺の心が完全に晴れることはなかったが、特に問題も起きずに、ここでの狩りは終了した。三日間、ここで籠って狩りをして、その結果、俺のレベルが21にあがった。三日で20から21にあがるのは驚異的らしいので、ひとまず狩りは成功と言っていいだろう。さらにトレジャーボックスから五つのアイテムをゲットした。三つは魔法装備で、二つは魔法素材であった。このパーティーに鑑定ができる者はいないので価値はわからないけど、ある程度の儲けは出そうだった。

　また、マグマドンやプラズマパンサーからも幾つかレアドロップが手に入っているので、それも分配できそうだ。

　まずまずの成果で狩りを終えて帰路につく。そのままルーディアに戻っても良かったんだけど、三日以上もダンジョンに籠っていたので、かなり汗や何やらで汚れている。なので、ニジナとキネアの希望で、ドーンダンジョンの近くの村にある温泉宿で一泊することになった。

　成果が出ている狩りだったので、みんな気が大きくなっているのか、宿の部屋のグレードも、いつもより少しだけ良い部屋をとる。

　ニジナとキネアが同室で、俺とユキとシュラが同じ部屋になった。

　まずは何より温泉だろう。ここには有名な露天風呂があるので、飯より先にひとっ風呂浴びることにした。

　温泉に行くと、先客がいるようであった。かなり大きな体が目に入る。俺は洗い場で急いで体を洗うと、すぐに湯船へ静かに浸つかる。

「フゥ……」

　極楽とはここではないだろうか……そう感じるほどの至福の感動に癒される。

「気持ちよさそうだな、ジンタ」

　いきなり名前を呼ばれて驚く。声の方を見ると、そこにはサブマスのヴァルダがいた。あの先客のでかいのはヴァルダだったのか。

「ヴァルダ。こんなとこで同じギルドの仲間に会うなんて、なんか変な偶然だな」

「そうだな。で、ジンタたちはどこ行ってたんだ」

「ドーンダンジョンで狩りだ」

「もうそんなところで狩りしてんのか、本当お前は成長が早いな」

「もっともっと早くレベルを上げたいのだ」

「そんな急いであげてどうするんだよ」

「色々と考えがある……」

　色々とエロい考えがあるのだが、ヴァルダは真剣な俺の表情に何を勘違いしたのかこう声をかける。

「そうか……まあ、あまり無理はするなよ。何かあったら俺たちが手伝うからな」

「うむ。頼んだ」

　俺はたまに無意味に態度がでかいのだが、ヴァルダも他のサブマスもそんなことを気にする人間ではなかった。

「それよりヴァルダは一人なのか」

「いや、ディレイやエミュリタたちと一緒だ。俺たちはアクアダンジョンに狩りに行ってきた帰りだ」

　アクアダンジョンはドーンダンジョンの先にあるダンジョンで、難易度はドーンダンジョンより数段上である。

「すげえな。何かいいアイテムとかドロップしたのか」

「ふふっ……かなりのお宝を手に入れたぞ」

「おぉ……それじゃ、ここの宿代は奢りだな」

「はははっ。考えといてやるよ」

　ヴァルダとそんな話をしていると、ディレイが温泉に入ってきた。そして俺の顔を見ると、こう声を掛ける。

「何だ、ジンタ。なぜお前がいるんだ」

「ふっ……俺はどこにでもいる」

「意味わかんねえよ──まあいいけど、今日の宴会には付き合えよ」

「──げっ……まじか……」

　エミュリタとディレイがいる飲み会は荒れるからな……まあ、酔わせて宿代を奢らせるって手もあるか──





◇






　ニジナとキネアが温泉に行くと、そこには見慣れたナイスボディな裸体があった。

「何だ、ニジナ、キネア。お前たちも来てたのか」

　そう声をかけたのは、ギルドパルミラのサブマス、エミュリタであった。

「エミュリタ。あなたもお一人で？」

「いや、ヴァルダ、ディレイとシェヘラザードが一緒だ」

「まあ、そんなメンバーでどこ行ってたの」

「アクアダンジョンでレアドロップを狙ってたんだ」

「すごい……それで出たの？」

「ああ、すごいのが手に入ったぞ」

　エミュリタの話では、神樹の雫しずくという激レアな素材がドロップしたそうだ。これは捨て値で売っても五千万にはなる高価なものであった。

「すごい……私たちの儲けとは桁が違うわね……」

「というわけで、ここの宿代は私らに任せろ」

　太っ腹なエミュリタの言葉に、ニジナとキネアは素直に喜ぶ。

「ごちそうさんです」

　そこにシュラがやってきた。

「あ！　エミュリタ！」

　シュラはエミュリタを見るなり抱きついてきた。エミュリタはシュラをペットのように思っているようで、頭を撫でてそれに答えた。

「シュラがいるってことはジンタも一緒なのだな」

「今は男湯にいると思うぞ」

「そうか、まあ、女湯にいたら折せっ檻かんだったけどな」

　そこへ遅れてきたシェヘラザードが風呂に入ってくる。知った顔を見つけて驚きに声をかける。

「あれ、どうしてあなたたちがいるの？」

「偶然だ、シェヘラザード。ニジナとキネアはジンタと一緒にダンジョンからの帰りに立ち寄ったそうだ」

　ニジナの代わりにエミュリタが答えた。

「シェヘラザード！」

　そう言ってシュラがその褐色の裸体に抱きつく。

「こら、シュラ。変なとこ触らないで」

　シュラは変なとこを触る為に抱きついているので、そんな言葉は聞こえない振りをする。そしてさらに際どいところへと手を伸ばした。
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「シェヘラザード──変なとこってどんなとこだよ」

　意地の悪い感じでシュラがそう言うと、彼女は顔を赤くして口ごもる。

「シュラちゃん、あまり嫌がることしちゃダメだよ」

　その状況を見かねたニジナに注意されて、残念そうに手を引っ込めた。

「あれ、風呂場にユキがいるのも珍しいな」

　エミュリタが、風呂場では珍しい顔をみてそう言う。

　熱いのが苦手なユキジョロウのユキは、普段は風呂を桶おけに水を張ってすますのがほとんどであったが、この温泉には水風呂があったので、一緒に入ってきていた。

「大きな水風呂気持ちいい──」

　桶に張った水とは大違いのこの環境を、ユキは楽しんでいた。

「なるほど、水風呂か──そうなるとここにはサウナがある可能性が高いな」

　エミュリタは何か悟ったようにそう語る。

「サウナ？」

　ニジナには聞きなれない言葉だったようでピンと来ていないようだ。

「なんだ、ニジナ、サウナを知らないのか」

「初めて聞く単語です──」

「焼けた石に水をかけたりして蒸気で温度を上げた密室のことなのだが──まあ、説明するより実際に入った方がわかるだろう……ほら、たぶん、あそこの扉がそうじゃないか」

　エミュリタが見ている方向に、確かによくわからない扉があった。ニジナはとりあえずエミュリタの言うようにそこへ入ってみることにした。

　扉を開けると、中から大量の蒸気が溢れ出た。あまりの熱気に、ニジナは顔をそむける。

　その中が気になっていたユキも扉の近くにきていたが、その熱気を受けて、速攻で飛び逃げる。

「エミュリタ……なんですかこの蒸し暑い場所は──」

「これがサウナだよ──この中に入ると、疲れが取れ、健康になるんだ」

「こんな苦しそうなとこで疲れが取れて、しかも健康にもなるの？」

「そうだ、まあ、みんなで入ってみよう、実は私も知識では知っているが、入るのは初めてなんだ」

　物は試しということで、エミュリタ、ニジナ、シュラ、キネア、シェヘラザードの五人は、そのサウナとやらに入ることになった。

「くっ……なにこのむせかえるような熱気は……」

　入った瞬間、愚痴のような感想を言い始めるキネアに、エミュリタは余裕の顔で言い放つ。

「どうした、キネア、この程度の熱気に負けるのか」

　そう言われたキネアは、変なプライドに火が付いたのか、むきになって言い返した。

「まさか──確かに少し熱いけど、この程度なら平気よ」

「そうか、それはよかった。ニジナたちはどうだ」

　ニジナの顔はすでに真っ赤になり、かなり辛そうだが、エミュリタの勢いに押されてこう返事した。

「う……うん、私も平気かな──」

　それを聞いてシェヘラザードも辛そうな顔なのに同意する。

「そうですね……私も大丈夫ですよ……」

　シュラは平然とした顔でケロッと答える。

「そうだな、私も全然平気だぜ」

　その表情からみても強がりではなく、本当に平気のようだ。

　エミュリタの作り出した、この熱気に耐えられなければ負けだという空気は、否いや応おうなしにこの不快な環境での我慢を強要する。基本、負けず嫌いな女性たちなので、知らず知らずのうちに、それは無意味な競争へと発展していた。

「シェヘラザード……すごい苦しそうだけど、そろそろ出た方がいいと思うんだけど……」

　そう牽制したのはニジナであった──そんなことを言い出すということは、自分が限界に近づいていることを暴露するにも等しい──

「あら、ニジナこそ、顔がアカザルのお尻みたいに真っ赤ですよ、すぐに出ないといけないんじゃないですか」

「私は顔が赤くなりやすいだけよ──」

「へえーそうなんですか、それにしては汗の量が尋常じゃないみたいですけど」

「若いから代謝がいいんです」

　ニジナは十七歳、シェヘラザードは二十五歳と年齢差がある──年齢は女性にとってはデリケートな部分なこともあり、温厚なシェヘラザードもさすがに気を悪くする。

「それより、エミュリタ、このサウナとは、普通はどれくらい入っているものなんですか」

　辛くなってきたのか、キネアがそう尋ねる。おそらく、一般的な使用時間を知ることで、自らの妥協点を模索する為であろう。

「うむ……先ほども言ったが、私も入るのは初めてでな……正確にどれくらいとは言えんが……多分、一時間くらいじゃないか」

　それを聞いた一同は暑さからとは違う汗を垂らす……まだ、十分も経過しておらず、限界が近づいているのに……一時間となると気が遠くなるほどの時間に思える。

「いっ……一時間ってのはベテランの人の話じゃないのかな……初心者はもう少し早く出てもいいと思うけど……」

　おそらく、一番、限界に近いであろうニジナが、早めにでたいが為にそう確認する。

「確かに、初心者なので一時間は長いかもしれない──四、五十分くらいでいいのかもしれないな」

　エミュリタは真面目な顔でそう言う。

「そうだよね、私たち、初心者だからね──四、五十分とは言わず、三十分くらいでいいんじゃないかな」

　明るい表情になったニジナがそう言うと、シェヘラザードも同意する。

「そうね、だったら三十分とは言わず、二十分くらいでもいいんじゃないかしら……」

　ニジナもシェヘラザードも、正直、あと、五分も耐えられないのが本音であった。少しでも早く出たい二人に対して、まだまだ余裕を見せるシュラが余計な一言を言ってしまう。

「きついんだったら別に時間なんて気にしないで出ればいいじゃねえか──」

　女性らしくなく、サバサバした性格のシュラなので、女の意地の張り合いを理解していなかった……そっとしておけば本当の限界になれば出たものを、その言葉でさらに意地になってしまった二人は、限界を超えて我慢してしまうことになる。

　最初の脱落者は、案の定、ニジナであった──彼女はフラフラと無言で出口に向かい、そっと外へと退出する。

　それを見て最初の脱落者にならずに安心したのか、シェヘラザードも同様に、フラフラの状態でサウナから這はい出でた。

　二人はサウナの外に出ると、折り重なるように倒れる。

「ニジナ、シェヘラザード──大丈夫？」

「ゆ……ユキちゃん……み……水……」

　ユキは、二人を順番に水風呂まで引きずっていき、そこに放り込んだ。

「はぁー……気持ちいい……なるほどね──サウナに水風呂が必須なのはよくわかったわ」

　水風呂に入って生き返ったニジナが、しみじみと感想を語る。もちろんシェヘラザードも同意していた。

「ふぅー……そうね……この解放感は病みつきになっちゃうかも──」

　二人が九死に一生を得ている時、サウナ内ではキネアとエミュリタの女の意地がぶつかり合っていた。

「エミュリタ、さっきまでの余裕の顔が無くなったけど、もう、そろそろ限界なんじゃないの」

「キネアこそ、顔色が優れないように見えるが、体調は大丈夫なのか──」

　二人とも尋常じゃないほどの汗が流れ落ちている──このままだと脱水症状になりそうだが、それでも気力でそこにとどまっていた──

　二人が引きつった笑顔で睨にらみ合あっている中、静かな吐息が聞こえ始める……それに気が付いたエミュリタとキネアが見ると、長椅子に横になってシュラが寝ていた。

「シュラ……噓だろ──」

「よ……よくこの中で寝れるわね……」

　地獄のような熱風のなか、幸せそうな笑顔で寝るシュラの姿を見て、自分たちの変な意地が馬鹿らしくなり、エミュリタとキネアは無言でサウナを退出した。





◇






　風呂から上がると、ディレイが宴会部屋を予約していたようで、そこで宴うたげが始まった。激レアなアイテムをゲットしているディレイたちは羽振りが良かった。豪勢な食事が次々と運ばれてくる。さらにかなり高価そうなお酒も注文していて、それを水のように飲み始める。

「いやぁあ。魔樹ミルケトスは強かったぞ」

　酒の力も加わって、ヴァルダたちの自慢話が始まった。いかに強敵を倒して激レアアイテムをゲットしたかを延々話す。

　ヴァルダはまだ酒癖が悪くないので自慢くらいで済むが、ディレイとエミュリタは酒が入ると中々たちが悪くなる。エミュリタは鞭でパシパシ叩き始めるし、ディレイは何か変な愚痴を言って絡んでくる。

「じ〜ん〜た〜ルキアが帰って来ねえよ〜〜あいつ大丈夫かな〜」

　ディレイが俺の肩を乱暴に摑むと、そう言ってくる。確かに今回のルキアの留守は長いので、ギルド内でも心配の声が聞こえ始めていた。でも……あの化け物みたいに強いルキアに何かあったとは思えないけどな……

「ルキアが強いのはディレイが一番よく知ってるだろ。心配しないでいいんじゃないか」

「でもよ〜もしもってことがあるだろ〜百人くらいの魔王に囲まれたとか……一万匹のドラゴンに包囲されたとか〜ありえないこともないだろ〜」

　ねえよ、そんな状況──そう突っ込みたいけど相手は酔っ払いである、ここはハイハイと聞き流す。

「ジンタ！」

　そう言ってニジナが俺の裾を引っ張る。

「なんだよ、ニジナ……」

「あんたはどうしてそうなの！」

　そう言いながら俺の肩を持ってガシガシと強く揺さぶる。

「どうした、どうした！　何が言いたいんだ、ニジナ！」

　ニジナの奴、どうやら珍しくすごく酔っているようだ。向こうでエミュリタが不敵に笑ってるので、全部あの女の仕業だろう。

「鈍い……あんたは鈍いのよ……何もわかっちゃいないじゃないの……どうして……最近はイツキ、イツキって、イツキちゃんのことばかり考えてるし……気づけよジンタ！　もう……うっ……うええぇ〜ん」

　意味不明なことを言いながら、最後は泣き出してしまった。

　高い酒が美味いのか、今日はみんな飲み過ぎだ。キネアやシェヘラザードもかなりの泥酔状態だし……まともなのは酒を飲まないユキと俺くらいなものであった。

「ジンタ。みんなタチ悪いから部屋戻る」

　ユキは早々に避難を開始した。それがいいだろうと俺も勧める。そんな俺もこの場から逃げる為の隙を窺う。だが、子供のユキと違って、みんな俺を逃がすつもりは微み塵じんも無いようだ。

「ジンタ〜酒があまり進んでないんじゃないのかな……ダメだぞ、ダメダメ。こんな美味しいお酒は滅多に飲めないんだから〜」

　いつも冷静なキネアも酒が入るとこのざまだ。そう言いながら決して大きくないその胸を俺の体に押し付けてくる。さすがに胸を押し付けられても、キネア相手に興奮などしないので、そのまま平常心でいたのだが、なぜかそれを見たニジナがキネアを押しのける。

「密着しすぎ！　キネア……酔っ払いすぎだよ」

　そう言っている本人もベロンベロンに見えるんだが……

「何よ、ニジナ。今、初心うぶなジンタをからかってるんだから邪魔しないでよね〜」

「ジンタは初心じゃない！」

　なぜか力強くそう言い切るニジナだけど……論点はそこじゃないような気がする。だけどなぜかそれにキネアも言い返す。

「ジンタは絶対、初心だって！」

「違うって！」

　そんな二人の言い合いが、こちらに飛び火してくる。

「ジンタ。あなた初心でしょ？」

「初心じゃないよね？」

　うむ……どっちでもいいぞそんなこと……酔っ払い同士の言い合いに付き合ってたら身が持たない。なんとかここを脱出しないと……

　そんな俺に助け舟が来る。

「ジンタ。もうひとっ風呂浴びに行かないか」

　ヴァルダがそう誘ってきた。そんなに温泉に入りたい気分でもなかったけど、その場から逃げる為に、その誘いを受けた。その宴会場から出る時も、ニジナとキネアは言い合いを続けていた。

　風呂ではヴァルダの自慢話が続いたが、宴会場でニジナとキネアの間に挟まれるよりはかなりマシであろう。

　ヴァルダは温泉に酒を持ち込んでいた。それをチビチビやりながら湯船に浸かっている。俺はそれほど酒を飲まないので、手に酒を持っているだけで口にはしなかった。

「ジンタ、どうもいつものお前の調子じゃ、ないようだな──何か悩み事があるなら相談に乗るぞ」

　普段通りにしているつもりだったが、どうやらイツキの心配が態度にでていたのか、それを感じたヴァルダが俺を気遣ってそう聞いてきた。そのまま、何もないように答えてもよかったが、ここは正直に話して、アドバイスを貰おうと思った。

「実は知り合いのアルラウネが、悪いマスターに強制的によくないことをさせられている。それを助けてやりたいのだが……俺にはどうしたらわからないのだ──」

　そう話すと、ヴァルダは顎に手をやり少し考えるとこう答えた。

「一番大事なのは自分がどうしたいかだ。ジンタは実現できるとかを別にして、どうしたいと考えてるんだ」

「それは……やっぱりその子を、その悪いマスターから解放してあげたいと思っている──」

「だったら、それを実現できるように行動するんだ」

「だけど……テイムされているモンスターを解放するには、マスターの意志で解放してもらうか、そのマスターを殺すしかなそうなんだ……」

「二つも選択肢があるなら、実現するのは不可能ではないと思うが」

「そのマスターは悪い奴だから、簡単に解放なんてしてくれないだろうし……いくら悪人でも、理由なく殺せば罪になる、そんなことになったらパルミラに迷惑がかかるぞ」

「そんなもん、迷惑かける前から考えるな。いいか、ギルドの為に、メンバーがいるんじゃない、メンバーの為に、ギルドがあるんだ。だからお前の信じるように行動しろ」

「最悪、そのマスターを殺してもいいってことか」

「うちは殺人ギルドじゃないから、殺せとは言わない。だけど、お前が無意味に殺すという選択肢はしないと信じている。そんな選択をした時は、それしか方法がなかったんだろうと理解する」

　要は俺の好きに行動しろということなんだろう……そして問題が起きたらギルドが助けてくれると……やっぱりパルミラはいいギルドだ、メンバー個人の気持ちを一番に尊重してくれる──

「わかった……俺は自分の信じる行動をする。そしてパルミラに迷惑をかけるぞ」

「いや──いらぬトラブルは起こすなよ」

　ヴァルダは微笑みながらそう言った。




　温泉から遅めに宴会場に戻ると、さすがにみんな酔いつぶれて静かになっていた。

　俺とヴァルダでみんなに毛布をかけて回り、先ほどの喧やかましい場所と同じ場所とは思えないよう静けさの中、飲みなおす。

「なんだ、戻って来てたのか」

　そう言ってフラフラとエミュリタが立ち上がる。

「まだ寝てろよ、エミュリタ」

　気遣いではなく、起きてくると面倒くさいのでそう言ったのだが、彼女はそうはとってくれなかったらしく、こう切り返した。

「いや、大丈夫だ、少し寝たら酔いは覚めた、少し飲みなおす」

「──そんな無理してまで飲まなくていいのではないか……」

「ばかもの、私は飲み会では、最後まで付き合うと決めているのだ。誰かがまだ飲んでいるのに、自分だけ抜けるようなことはしない」

　どんな自分ルールだよ……

「それじゃ、三人で飲みなおそう」

　ヴァルダはエミュリタを受け入れてそう言った。だけど、飲み直しに参加したいのがもう一人いた。

「四人になってもいいですか」

「何だよ、ニジナ、まだ寝てろよ」

「……もう少しだけ私も飲むの……」

「なんだよ、普段そんなに飲まないのに珍しいな」

　俺がそう言うのを無視して、座布団を俺の隣に敷いて、そこに座った。

　それからチビチビと飲みながら、自然と話はイツキの話題になった。

「ジンタはそのアルラウネの子を助けたいのだな」

　ざっと話を聞いたエミュリタが、生野菜をかじって、酒を口に入れながらそう言ってきた。

「イツキちゃんは良い子だから、私も助けたいと思うよ……だけど、やっぱり現実には難しいかな……」

　俺が答えるより先に、ニジナがそんな希望の無いことをいう。

「難しくても、俺はイツキを助けるぞ、そう決めたんだ」

「よく言った、ジンタ。男はそうじゃないとなあ」

　そう言ってエミュリタは勢いよく俺の背中を叩いた。遠慮のないその威力にむせかえる。

「さっきも言ったが、何かあったらすぐに相談するんだぞ。お前はギルドパルミラのメンバーなんだから」

「問題が起こるまで突き進めばいい、それが男だ」

　ヴァルダとエミュリタは、俺が何か起こすことを望んでいるかのように背中を押してくれる。

「二人が言うように信じる道を進んでいいが、無茶はするなよ──身に危険が及ぶようなことはするな」

　その声は俺の後ろから聞こえる。どうやら寝ていたディレイが起きてきたようだ。ディレイまで参加してくると荒れる予感がする。

「ジンタが好きな道を進むのはいいけど、私の酒はどこいった」

　シュラまで起きてきやがった……

「シュラ、私のお酒もとって」

「あっ、私のお酒もお願い──」

　キネアとシェヘラザードもシュラに追随するように起きてくる。これでは全員集合ではないか……完全に宴会の二回戦が始まる気配に俺は戦慄を覚える──




　もはや、いつ寝たかも記憶がない──強い日差しに目を覚まし、周りをゆっくり見渡す。

「──結局、全員ここで寝てるじゃんか……」

　屍しかばねのように寝転ぶ面々を見てそう呟く──

「ジンタ、お腹空いた──」

　一人、部屋で寝ていたユキがやってきて、俺を見て泣きそうな顔でそう言う。確かにもういい時間なので、みんなを起こして朝ごはんにしようと考えた。

「ほら、シュラ、起きろ」

「うっ……もうちょい──」

「ニジナも起きろよ」

「……えっ！　今、何時？」

「全員、起床!!　いつまで寝てるんだよ」

　そう俺が叫ぶと、みんなモソモソと動く死体のように起き上がる。

　全員起きるのを確認すると、宿の女将おかみに話をして朝食の用意をお願いした。

　用意された朝食は、いつもの朝ごはんに比べるとかなり豪華で食べ応えがありそうだ。

「シュラ、それ取っちゃダメ」

「こっちの方がユキは好きだろう、交換だ」

「ヤダ、そっちがいい」

　ユキがシュラに盗られた小鉢を取り返そうと手を伸ばすが、それより先にそれを口に放り込んだ。すごく悲しそうな顔で呆然としているので、俺の分をユキにあげた。

「ジンタ、たまに優しい」

「たまにじゃないぞ、いつも優しいのだ」

「だったら私にはこれを頂戴──優しい、ジンタ」

　そう言ってニジナが、よりによって俺の大好きなプラハ蟹かにの爪フライを盗っていく。

「ニジナ!!　それはダメだぞ！　返しなさい！」

　そう訴えるが、ニジナはそれを無視してパクリと食べやがった。

「あっ……三年ぶりにお目にかかった俺の大好物が……」

　本気で絶望していると、ニジナはそっと自分の分のプラハ蟹の爪フライを俺に手渡した。

「もう──そんなに落ち込まなくていいでしょう。私の分は食べて無かったからあげるわよ」

「おっ……よかった……」

「また誰かに食べられる前に、早く食べなさいよ」

　確かにその通りだ、俺は久しぶりの好物を堪能した。

「美味い──やはりこの世で一番美味しいのは、プラハ蟹の爪フライだな」

「おいおい、ジンタ、それは聞き捨てならないな──この世で一番は、このマグロンのカルパッチョだぞ」

　ディレイが魚を好きなのは知っていたが、まさかマグロンを一番にあげるとは……

「ディレイよ……マグロンは残念ながら三位だ」

「誰が決めた順番だよ！」

「俺だ！」

　ディレイが一番をなかなか譲らないので、それから熱い討論になったが、結局はプラハ蟹の爪フライの一番を死守した。

　それから朝食を終えると帰路に就く。

　帰りの道で俺はイツキの解放の手段をずっと考えていた──

　やはり殺すとか、物騒な選択は俺にはできそうにない。なのでマスターに解放してもらうしかないのだが……そうなると、イツキを解放してもらう条件として、向こうが納得するものを用意する必要がある。

　やはり金しかないか……イツキのマスターが金に執着があるのは間違いない、ならばそれ相応の金額を提示すれば、取引に応じてくるかもしれない……まあ、一つ大きな問題があるとすれば、そのそれ相応の金をどうやって用意するかだが……

　まあ、どうにかなるだろうと、この時は軽く考えていた──
















　俺は棚に置いている、オークさんの貯金箱を手に取った──これは俺の持っている全財産だ……少なく見ても五十万ゴルドはあるはずだ。そう思いながら、俺はオークさん貯金箱を床に叩きつけた。

　割れたオークさん貯金箱の中から、ポロポロと大小さまざまなゴルド硬貨が現れる。

「ひぃーふぅーみぃー……噓だろう……三万くらいしかないぞ……何に使ったかな……」

「そもそも、その中に金を入れてるのなんかあまり見たことないぞ」

　シュラがそう突っ込むが……確かに俺も入れた記憶がない──

　そもそも悪人と交渉するのにどれくらいのお金が必要なのか、相場もわからないけど、たぶん、全然足りないに違いない……そうなるとやっぱり借りるしかないか──

「どうした、ジンタ、神妙な顔をして」

「ディレイ、ギルドから金を借りたいのだ」

「ほほう──いくら必要なんだ」

「わからない──できるだけいっぱいだ」

「──一応、ギルドからの借金には上限があってな、一度に百万ゴルドまでと決まっているんだ」

「それじゃ、百万貸してくれ」

「わかった、用意するから待ってろ」

　そう言ってディレイはお金を保管しているギルド倉庫からお金の入った袋を持ってきた。

「確かに借りたぞ」

「何に使うかは知らないが、大事に使えよ」

「任せとけ、有意義に使う予定だ」

　そう俺が言うと、ディレイは少し不安そうな顔をする。

　さて、これで資金は百と三万──普段の俺から考えるとかなりの小金持ちだが、まだ足らないような気がする。ここは頼れる金貸しに頼むしかないだろう。

「お金を貸せですって──何に使うのよ……」

　ニジナはあからさまに嫌な顔をする。

「それは秘密だ、とにかく貸してくれ」

　イツキのマスターとの交渉に使うとか言うと、色々言ってきそうなのでここは内緒にしておく。

「いくら必要なのよ」

「とにかくいっぱいだ」

「──私もそんなお金持ちじゃないんだから、百万くらいしかないわよ……」

「それでいい、貸してくれ」

「もうーしょうがないわね……」

　かなり嫌々ながらニジナもお金を貸してくれた。これで二百と三万──まだ、これでも足らないだろう……後、お金を貸してくれそうなのは……お金持ちの知り合いなどいないからな……いや、一人いるではないか、お金持ちで、心優しい……か、どうかはわからないけど、世間体を気にする人物が──

「──お金を貸してくれですって…………あなた──……やっぱり私をなめてるでしょう」

「ふっ……貴様がお布施とかいって、一般市民からかなりのお金を貢がせているのは知っているのだ。たんまり貯ためこんでるんだろう──ここは困っている冒険者に慈悲を与えるのもいいのではないか」

「そもそも女神にお金を借りに来るって神経が信じられません……」

「女神だろうが、お金を持っているのなら借りるのが礼儀と言うもんだ」

「……いま、心の底から、あなたに与えている私の加護を引っぺがしたいと思っています」

「加護などどうでもいい！　貸すのか貸さないのか、はっきりしろ」

「貸しません」

「はっきりさせすぎだ！　少しは悩め！」

「悩む余地はありません。貸しませんし、早く帰ってほしいです。いえ、死んで欲しいとまで思ってます」

「女神のくせに生意気な……貸してくれれば少しは尊敬するというのに……」

「あなたの尊敬などいりません」

「くそっ……確かに俺からの尊敬など何の価値もないかもしれないが……では、あることないことみんなに言いふらすぞ！」

「どうせないことしか言いふらせないでしょうからご自由にどうぞ」

「数日で淫乱女神だと認知されるがいいのだな」

「でたらめですから気にしません」

「わかった、こうしよう──お金の代わりに体で払おうじゃないか、どうだ、俺の体を好きにできるのだぞ」

「そんなのはいりません！」

「じゃあ、どうすればいいのだ！」

「どうもできません！　帰ればいいでしょう！」

「金を借りてないのに帰れるわけないだろう！」

「そもそも、私にお金なんて必要ないですから、持ってませんよ」

「ウソを言うんじゃない！　お布施がかなり集まるのを俺は知っているのだぞ」

「あれは女神の神殿の収入になるだけで、私には入ってこないです」

「女神の神殿のトップは貴様だろうが！　その金を渡せばすむだろう！」

「私は別に神殿のトップではありません──象徴です」

「象徴だろうが、何だろうが、神殿の連中は馬鹿なのか変人なのかお前を崇拝してるんだろう、だったら金くらいだしてくれるだろうが！」

「──本当にしつこいですね……わかりました──貸しましょう……だけど一つ条件があります」

「貸してくれるのならなんでもするぞ！」

「土下座……土下座して懇願しなさい」

　いつもの暴言の恨みからか、女神は俺に屈辱を対価に要求してきた。

「──それは無理だ、別の条件にしろ」

「エロ召喚士のくせに、なに変なプライドみせてるんですか！」

「貴様に頭を下げるくらいなら、ゴブリンにジャンピング土下座する方がましだ」

「くっ……それじゃあ、お金は貸しません」

「なんだと噓つき女神！　さっきは貸すと言ったではないか！　このウソつき！　ウソつきは淫乱の始まりだぞ！」

「だったらさっさと土下座してひれ伏せばいいでしょう！」

「そうやって貴様は人の弱みに付け込んで信者を増やしているのだな似非えせ女神！」

「──もう……あなたの相手は疲れます……わかりました……お金を貸せば帰ってくれるんですね──いくら必要なんですか──」

　しつこい俺の言葉の攻撃にようやく女神が折れた。

「やっと諦めたか……できるだけ多く貸してくれ」

「では、神殿奥にいる巫女みこに伝えますので、彼女からお金を受け取りなさい」

「うむ、了解したぞ。これで少しだけ尊敬するから有あり難がたく思うのだ」

「──あなたに尊敬されたくありません！」

　そう言い残し、女神はぶちりと干渉を切った。

　それから女神の指示通り、神殿奥にある本堂へと向かった。

　本堂の中に入ると、すぐに白いローブに身を包んだ若い女が近づいてくる。

「あなたがジンタ様ですか」

「そうだ、俺がジンタ様だ」

　偉そうに言うと、その女は頭を下げながら自己紹介する。

「私は女神ラミュシャの巫女で、名をミューゼと言います」

「そうか──ミューゼよ、早速だが金が欲しい」

「──はい、もちろんラミュシャ様の命ですからお渡ししますが……その前に質問してよいですか？」

「うむ。聞いてもいいぞ」

「ラミュシャ様とはどういったご関係で──」

「内緒の関係だ、まあ、深い関係なのは間違いないぞ」

　そう適当なことを言うと、ミューゼはウンウンと頷いて一人納得していた。

「やっぱりそうですか……冒険者にお金を渡すなんて今までなかったですから……まさかとは思いましたが、やっぱりエッチなことをする仲なんですね」

　そもそも冒険者からお金を貸してくれと言われたのも初めてだろうに……

「かなりエロいことをする仲だぞ。女神は、ああ見えて夜は積極的だからな」

「そ……そうなんですか！　えっ……と、たとえばどんなことするんですか」

　ミューゼはどうやら淫らな女神の話に興味津々のようだ。夢を壊してはいけない、俺はさらにエロい話をしてやった。

「え……男の人のあれをそんなことするんですか！　そしてまさかそんな格好で後ろからなんて……あっ……ラミュシャ様のそのような姿を想像しただけで私──もうたまりません……」

　震える声でそう言うと、ミューゼは真っ赤な顔で体をクネクネさせてその場に崩れ落ちた。

　どうもこの子……女神を変な目で見てるな──

「ミューゼよ、お金をそろそろ渡してくれ」

「は……はい、そうですね、こちらをお持ちください」

　そう言って大きな袋を渡してくれた。さて、貰う物は貰ったし、帰ろうとすると、ミューゼが静かに体を寄せてきてこう囁ささやいた。

「ジンタ様……ラミュシャ様には内緒にしますから……今度私にも同じようなことをしてくれませんか──」

　うむ……ミューゼは完全なヒューマンなので、俺の守備範囲外である。ここは適当にあしらっておくことにした。

「そうだな、そんな機会があれば考えておく」

「絶対ですよ！　私、楽しみにしています」

　そんな機会は訪れないが、楽しみにだけはしておくがよい。




　女神の神殿を後にすると、俺は『マニア通り』へと向かった。

　ここへ来た目的は、ユキの友達の情報屋から、赤のミノタウロスのアジトを教えてもらう為である。

「おっ──あんたはユキちゃんの保護者の……」

　情報屋のおやじは、俺のことを覚えていたようでそう声をかけてくる。

「すまない、情報を売ってもらえるかな」

「……もう、あんたはうちの顧客だよ。それで、どんな情報が欲しいんだい」

「赤のミノタウロスのアジトの場所を教えて欲しい」

「ほほう──赤のミノタウロスか……それはまた厄介な情報だな」

「いくらだ」

「そうだな……冒険者組合非加盟の裏ギルドの情報は高くてね……本来なら五十万と言いたいが……他でもないあんたはユキちゃんの身内だ、二十万でどうだい」

「それでいい、教えてくれ」

「毎度──それじゃあ、教えるぜ──よく聞きな、赤のミノタウロスのアジトは、ルーディアの北西にある古城だ。だが、悪事ばかりしている連中だ、かなり警戒しているから、行くのなら気を付けた方がいいぜ」

「ルーディアの北西の古城だな、ありがとう」

　そう言って二十万ゴルドを渡すと、情報屋を後にする。

　それから俺は教えてもらった古城へと向かった。一度戻ってユキたちを連れて行こうかとも思ったが、今回は喧けん嘩かをしにいくわけじゃないので、相手に変な警戒をさせない為にも、ここは一人で出向くことにした。




　古城は、ルーディアの北西にある森の奥にあった。静かな湖畔に寄り添うように建っている朽ちた古城は、アンデッドでも出てきそうな歴史と風格を感じる。それほど大きな城ではないが、一般市民がどうやっても購入できるような代物ではないだろう。

　敵対するつもりで来たわけではないので、俺は正面から堂々と城へと近づいた。

　壊れた城の正門の前までくると、中から三人のむさい男たちが現れて声をかけてくる。

「おい、ここは私有地だ。それ以上進むと殺すぞ」

　とても歓迎されているとは言えない言葉で迎えられる。

「赤のミノタウロスのアジトだと聞いて来た。お前たちの仲間にアルラウネを所持したテイマーがいると思うけど、彼と交渉がしたい」

「……交渉だと──少し待て、確認してくる」

　そう言って男の一人が城の中へと戻った。残りの二人は俺を見張る為かここに残っている。二人とも戦士職の冒険者で、明らかに俺より高レベルのように見える。そんな二人がただの見張り役とは──仮に暴れても簡単に取り押さえられそうだ。

　しばらくすると、男が戻ってきて、中に入るように言ってきた。

　案内されたのは城の中心にある、謁見の間だったと思われる部屋であった。そこに入ると、あのイツキのマスターとイツキ、そして赤のミノタウロスの連中が十人ほど待っていた。

「見たことある奴だな……俺と交渉とはどんな話だ。しょうもない内容だったら殺すから慎重に話せよ」

「俺は召喚士だ。そこのアルラウネが気に入ったので売ってほしい」

　俺がそう言うと、イツキの表情が変わった──それは驚きとも恐怖ともとれる表情で、心配する顔にも見えた。

「──ほほう……まあ、こいつはかなり高性能だからな、欲しいと思うのはわかるが、安くはないぞ」

「ここに三百万ゴルドある。これでお願いできないだろうか」

「はははっ──おいおい、冗談だろう、いくらなんでもそれでは安すぎる」

「ならいくらなら売ってくれるんだ」

「一千万ゴルドなら売ってやらなくはないな……」

「買った！　この袋に一千万ゴルド入っている、交渉成立でいいか」

　女神は太っ腹にも一千万ゴルドも貸してくれていた。俺はそれを惜しみなく差し出した。

「ほほう、低レベルな召喚士が、そんな大金を持っているとはな……」

「交渉成立だろう。早くそのアルラウネを解放してくれ」

　その言葉に、イツキのマスターは不敵に笑った。その笑顔には悪意がにじみ出ていた……

「そうだな……これは考える余地くらいはありそうだな」

「考えるだと……さっきは一千万で売ってくれると言ったではないか」

「俺は優柔不断でな、すぐに気が変わるんだ。だから一千万では売らないことにした」

「くっ……だったらいくらなら売るんだよ」

「くくっ……そうだな──十億ゴルドでなら売ろう」

「なぁ……さすがにそれはぼったくりしすぎるんじゃないか」

「はぁ？　何言ってんだ、俺の物にいくらの値をつけようが勝手だろうが！　俺が十億と言ったら十億なんだよ」

　さすがにそんな大金は用意できない……一度、戻って作戦を考えるか……

「わかった、さすがにその金額は今はだせない。一度帰って考える」

　そう俺が言うと、イツキのマスターはさらに不敵な笑顔でこう言ってきた。

「そうだな、家に戻ってもっと金をもってこい。あと、その袋にある金はそこに置いて行け」

「はっ？　何言ってるんだ。そのアルラウネを解放しないなら、こいつは渡すつもりはないぞ」

「俺はお願いしてるんじゃねえんだよ！　命令してんだ、二度は言わないぞ」

「だから──」

　俺がさらに言い返そうとした瞬間、イツキが叫んだ。

「ジンタさん！　逃げてください！」

　その言葉を聞いて、イツキの方を見ようとした瞬間、後頭部に衝撃が走った。

「なぁ……」

　俺は前のめりに倒れこむ。

「ぶち殺して金を奪え！」

　イツキのマスターがそう叫んでいるのが聞こえる……俺はなんとか立ち上がろうとするが、周りから蹴りや拳が飛んできて何もできない……やがて、周りの声や音が薄くなってきて──意識が完全に途絶えた……





◇






　私はマスターたちとジンタさんの間に入り、手を大きく広げた。このままではジンタさんが殺されると思い、無我夢中で動いていた。そんな行動にマスターたちは、少しの驚きと怒りの表情で見ていた。

「おい、ゴミクズ！　何してんだお前！」

　私の行動に対して、マスターは怒号を上げる。

「待ってください──なにも命を奪う必要はないじゃないですか──」

「おいおい……ゴミクズのくせに、いっちょまえにこの男に惚れたのか？　ああ──なるほどなあ、こいつが必死にお前を買おうとしたのは、もうこいつとできちまってるからか──それにしても気持ち悪い奴だなコイツ……、魔物のお前に下半身が反応するなんて、完全に変態じゃねえか」

「ジンタさんは良い人です──ジンタさんは優しい人です──ジンタさんは私のことを不ふ憫びんに思って来てくれたんです……だからそんな変な気持ちなんてないんです……」

「ギャハハ──なんだよ、それ？　意味わかんねえよ。魔物を不憫に思っただけで、一千万の大金を持ってこんなとこまでノコノコやって来たって言うのかよ。それは良い人とは言わねえんだよ──馬鹿っていうんだ」

　ジンタさんのことを悪く言われる度に心がチクチクする……マスターに対して怒りが湧き上がる……どうしてこんな気持ちになるのか自分でもわからないけど、それを抑えることができない。

「ジンタさんを悪く言わないでください！」

「ジンタさん、ジンタさんってうるせえな。もういい、早くそのジンタとやらを殺せ」

　マスターがそう言うと、私を取り囲んでいた人たちに殺気が生まれる。

　絶対にジンタさんを守る！　マスターを裏切ることになっても……

　そう覚悟した時、部屋の別の方向から声がかけられた。

「おい、そいつを殺すのは待て」

　そう声をかけてきたのは黒い鎧よろいを装備している男で、赤のミノタウロスのリーダーだった。

「なぜだ、殺せばいいだろう」

「そいつはギルドパルミラの奴だ、殺せばさすがにルキアがでてくるぞ」

「──あの……五次職のホーリープリンセスか……」

　知らない名だけど、よほどのことじゃないと焦らないマスターの額に汗が浮かぶ。リーダーはさらに皆に命令した。

「金だけ奪ってどこかに捨ててこい」

「へ……へい」

　リーダーの命令で、ジンタさんを抱えて、外へ運び出しはじめた。

　この展開には心の底から安あん堵どしていた……あのままだったら私はジンタさんを守りきれなかった……





◇






　俺が目を覚ましたのはルーディアの中央部にある病院の一室だった……話を聞くと、どうやらどこかのゴミ捨て場に捨てられていたようだ。

「ジンタ！　何がどうしてそうなったのよ！　体中、ボロボロだったって聞いたわよ！」

　病室に慌ただしく入って来たニジナが、変なテンションでそう聞いてくる。

「うるさいぞ、ニジナ──蓄積ダメージがまだ残ってるから痛いんだぞ……」

「どうして、そんな大ダメージ受けてんのよ！　ちゃんと説明しなさい！」

　ニジナの声が響く度に、体中がジンジンと痛む……心配してくれてるのだと思うけど、もう少し体の方にも気を回してほしい。

「それで誰にやられたんだ、私が行ってぶっ飛ばしてきてやる」

　シュラがイライラしながらそう言ってくれた。

「シュラ、ぶっ飛ばすなんてダメだよ……氷漬けにして二度と動けないようにしようよ……」

　そう言うユキの目が怖い……

　三人とも俺のことが心配なのか色々聞いてくるし、体をペタペタ触ってくる……安静にしていたいんだけど……

「それで本当に何があったのよ」

　ニジナは少し真剣な表情でそう聞いてくる。

「イツキの解放を交渉しにいっていた」

「まさか、一人で赤のミノタウロスのアジトにいったの？　馬鹿じゃないの、相手は犯罪ギルドなのよ！　どうして相談しなかったのよ！」

「交渉する為だけだから一人で大丈夫だと思ったし、あまり大人数で行って、向こうに警戒されるのもあれだろう──」

「だからって、そんな話にもならないような相手に……無謀にも、ほどがあるわよ！」

　ニジナの剣幕に、シュラとユキも同意しているのかウンウン頷いている。

「俺も考えが甘かったって思ってるよ……結局、交渉も失敗して、金だけ盗られたし……」

「ちょっと待って──もしかして私の貸した百万ゴルド、全部盗られたの？」

「馬鹿野郎！　それどころか、ギルドに借りた百万も、女神に借りた一千万も盗られたぞ」

「──馬鹿じゃないの！　というか、女神様に借りた一千万って何よ！　どこの誰が神様にお金を借りる人がいますか！」

「ここにいるだろうが」

　それを聞いたニジナは頭を抱えて蹲うずくまる。

「──よく、女神様もジンタにそんな大金貸したわね……」

「日頃のあれだろ、信頼関係──」

「……それは絶対ない！」

　なんの根拠があるのか、ニジナは力強く言い切った。




　ヒーラーと医者の違いは何かと誰かが聞いた。その答えはパッと癒すか、時間をかけて癒すかの違いではないかと思う。

　二日の治療で完治した俺は、退院して寮に戻った。寮ではみんなに退院を歓迎される。

「ジンタ、暴走馬車にひかれて入院してたんだって」

　ギルド仲間のラザンがニタニタと笑いながらそう言って近づいてくる。

「誰からそんな噓聞いたんだよ……」

「なんだ、発情した馬が引いていた馬車にひかれたんじゃないのか」

「私は酔っぱらったオカマのドワーフにどつきまわされたって聞いたけど」

　ラザンの隣にいたキネアも根も葉もない噂を口にする。

「誰だよ、そんな意味不明な噂を流してるのは……」

「私はシュラに聞いたんだけど」

「あっ俺もシュラから聞いた」

「こら！　シュラ！　変な噂流すんじゃないぞ」

「いや、だって、あんまり本当のこと言いたくなかったんだよ」

「どうしてだよ──」

　俺がそう聞くと、シュラは少し考えてこう答える。

「悪い奴らのアジトに一人で乗り込んで、お金だけブン盗られて、ボコボコにされたあげく、ゴミ捨て場に捨てられたなんて、我が主ながら恥ずかしいじゃねえか」

「──まあ、そんな自慢できるできごとじゃないけどな……」

　事実を聞いたラザンとキネアが呆れた顔でこう言ってきた。

「ちょっとは考えて行動しろよな……」

「そうね……馬鹿だとは知っていたけど、そこまでとはね……」

「うるさいな……」

　とりあえず、これによって怪我した経緯がギルド内で広まり、同情もされたが、同時に無謀な馬鹿野郎とのレッテルも張られた。




　みんなが寝静まった深夜、俺は寮の屋上にいた──

　屋上に置かれた長椅子の上に寝転がり、夜空を見上げる……考えるのはもちろんイツキのことであった……交渉も決裂……お金だけ盗られたこの最悪の状況……命があっただけでもいいとニジナたちは言うけど、俺はまだ、イツキを助けることを諦めていなかった。

「ジンタ、何してるのよ──」

　どうにかならないか打開策を思案していると、不意にそう声をかけられる。声の主はもちろん、おせっかいなプリーストだった。

「何もしてない──ただ夜空を見ているのだ」

「だといいけどね……ほら、ちょっとそっちにどきなさいよ、私が座れないでしょう」

　ニジナは寝転がる俺をどかして、長椅子の端に座った。

「こんど……今度行く時は私も連れて行きなさいよ……一人では絶対いっちゃダメだよ」

「なんだよ、ニジナもボコボコにされたいのか？　そんな趣味があったとは意外だな」

「バカじゃないの……ボコボコにされない為に一緒にいくっていってんじゃないの」

「そうか──」

　俺がボーッとしながらそう言うと、ニジナは少し思いつめた顔で何かを言おうとする──

「あのさ……ジンタ……私──」

　そこで言葉が止まる、あまりに中途半端に止めるものだから気になり、その続きを催促する。

「私がどうしたのだ？」

「いや……ジンタってイツキが好きなの？」

「好きだぞ。イツキは良い子だからな」

　まあ、性的な意味でも好きだが、ニジナに話すことではないな。

「そうだよね、イツキちゃん、良い子だから……」

「だから、そんな良い子に悪いことさせている奴らが許せないのだ……」

　珍しく真面目な顔で俺が言うと、ニジナの表情も真剣になって、それに同意してくれる。

「うん……私も許せない……」

　二人でにじみ出る怒りを抑えながら、静かな夜空を見上げた。

「──それで、『私』の続きは、なんなんだ？　気になってるんだが……」

「そ……それはもういいの！」

「よくないぞ、気になるではないか」

「もういいってば──それより、イツキちゃんをどうやって助けるか考えましょう」

「まあ、確かにそれは重要だが……」

　上手く誤魔化された感じはあるけど、今はイツキをどうやって解放するかの方が大事なのは間違いない。

　それから二人で色々作戦を考えてみたけど、どうもいい案が浮かばなかった──




　部屋に戻ると、シュラとユキがまだ起きていた。二人は俺が帰ってくると神妙な顔で近寄ってくる。

「どうした二人とも、そんな顔して」

「ジンタ、一つ約束しろ──もう一人であんな無茶しないって……」

「ユキとも約束……今度はユキも連れていくって……」

　シュラもユキも一人で悪者のアジトに行ったことを怒っているようだ。俺は心配かけたことを素直に謝る。

「二人とも済まなかった……そうだな、今度は三人で殴り込もう」

「そうだよ……私たちを連れて行っていれば、あんな目にあわなかったと思うぞ」

「うん、ユキが悪い奴みんな氷漬けにしたよ」

　確かに二人がいれば多少の抵抗はできたかもしれない……でも、さすがにあの人数の冒険者を相手にして、勝てるとは思えない……やっぱり一人で行って正解だったと心では思っていた──

「それより、ジンタ、すげーお金盗られたんだよな、生活大丈夫か──」

　大丈夫ではないが、ここはあまり心配かけたくないので、噓をつく。

「大丈夫だ、生活費くらいはなんとかなる、それに盗られたのは借金したお金だけだからな、生活に影響はない」

　まあ、そう言っているが、借りたお金以外も、持っていたお金、全部盗られたので、かなりやばいのはやばかった。

「ユキ、ご飯少し我慢するよ──」

　食いしん坊のユキが、心配してそう言ってくれる。本音ではそうしてくれると助かると思ってしまうが、ユキにも心配しないように言った──

「いつものようにいっぱい食べても大丈夫だぞ」

　ユキは満面の笑みでそれを喜んだ。

　生活費の方はまた考えるとして、どうするか……イツキを解放する方法……ここはやっぱりギルドに相談するしかないのかな……

　なるべくギルドパルミラには迷惑をかけたくなかった。だけど、こうなると一人の力ではどうすることもできないだろう……俺はギルドに相談する決意をする──




　次の日、さっそくサブマス三人を呼び出して話をすることにした。

「ディレイ、ヴァルダ、エミュリタ……ちょっと相談があるんだ……」

「赤のミノタウロスにいる、アルラウネの解放の話だろう。昨日、三人で話をして、ギルドパルミラで対応をすることが決まったぞ」

　当然のように、ディレイが言うので、俺の方が呆然とする。

「え……どうして……」

「ジンタは交渉で赤のミノタウロスのアジトに行った……だけど、その返事は暴力による金品の強奪……そんな横暴は、冒険者組合に正式加盟しているうちにとっては決して許せない犯罪行為だ」

　ヴァルダは少し怒りの口調でそう述べる。

「正式な手続きが済み次第、ギルドパルミラは赤のミノタウロスの討伐に向かう、それがうちの答えです」

　エミュリタも優しくも力強くそう言い切った。

「──ありがとう……みんな……」

　俺への横暴に、これほど怒ってくれるとは……少し胸に熱いものを感じる。

「当然だ、うちのメンバーだと知って、あんな目にあわせやがって──舐めたことを後悔させてやる」

　普段は物静かで優しいヴァルダだけど、仲間に対する思いは強く、俺があんなことになったのを誰よりも怒っているようだった。

　それから、冒険者組合に今回の件を報告、完全な犯罪行為であることが認定されて、それを元に、赤のミノタウロスの討伐申請も提出した。

　こうして、ギルドパルミラは、合法的に赤のミノタウロスへの攻撃が可能となる。
















「さて、赤のミノタウロスを討伐するとして、具体的にどうやるかだな」

　ディレイの問いに、エミュリタが答える。

「現在、間が悪いことに、うちのメンバーの大半が帰省や長期クエストで留守だ。動けるメンバーは多くても十名ほどで、決して多くはないからな──」

　そういえば人が少ないなあとは思ったが、みんな留守だったのか──

「まあ、サブマスが三人もいるし、後のメンバーも高レベルなのが残っているからなんとかなるだろう」

　確かに、残っているメンバーだが、俺とニジナとキネアを別にすると、重戦士のブレイブルにアマゾネスのジュエル、そしてアークスナイパーのラザンはレベル50超えの猛者だ。

「ディレイ、赤のミノタウロスの情報は何かあるのか」

　ヴァルダの問いに、ディレイが手元の資料を見て答えた。

「赤のミノタウロス──リーダーはズワーズという暗黒戦士で、レベルは90超えの四次職らしい、メンバーは五十名ほどで、ほとんどが二次職だけど、幹部は四次職と三次職で構成されてるようだな」

「確かに戦力は相手の方が上のようだけど、不意を突いてゲリラ戦で戦えばなんとかなりそうね」

　エミュリタがそう言うとみんな頷く──




　戦いに備え、十分な準備をすると全員がギルド本部の前に集合した。

　集まったメンバーは、俺、ニジナ、シュラ、ユキ、キネア、ディレイ、ヴァルダ、エミュリタ、ブレイブル、ジュエル、ラザン、シェヘラザードの十二人である。

　集合したメンバーに、ディレイが声をかける。

「これはギルドパルミラの威信をかけた戦いになる──だけど、みんな死なない程度に頑張ってくれ」

「そうだな、死んだら祝勝会で酒が飲めなくなるぞ」

　ヴァルダの言葉に、少しだけ場が和む。

「ジンタ、俺たちは赤のミノタウロスは討伐する……だが、アルラウネの解放についてはお前が動いてなんとかするんだぞ」

　ディレイは俺にそう注意する。それは望むところであった。絶対、イツキを解放するんだと新たに誓う。

「わかってる。俺がイツキを解放する」

　その言葉に、ディレイは深く頷いた。




　赤のミノタウロスのアジトである古城は、俺が訪れた時と同じように、表面上は静かにその古風な姿を現していた。

　少し離れた茂みから、敵のアジトを確認して、ディレイがヴァルダに確認する。

「どうするヴァルダ」

「そうだな……まずはその城の近くに行こう。そして出入り口を見張って、少数で出てきた連中を静かに倒していく」

　さすがに無謀な突撃は考えていないようだ。ヴァルダの作戦が採用されて、みんなで敵のアジトの城に向かった。

　それほど大きくはない古城だが、入り口は一箇所ではなく、二箇所あるようだ、俺たちは二手に分かれてそれを見張ることになった。

　北側の入り口を、ヴァルダ、俺、ニジナ、シュラ、ユキの面めん子つで、南側をディレイ、エミュリタ、シェヘラザード、ブレイブル、ジュエル、ラザン、キネアで見張ることになった。

「いいか、四人以上はスルーだ。それ以下なら迅速に片付けるぞ」

　人数的に一度に戦えるのは五人が限界だろう。しかも敵に気づかれずに一気に倒すとなるとさらに少数の必要がある──それを見据えて、ディレイは四人以下での襲撃を提案していた。
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　まず、最初に敵が現れたのは南側であった。人数は三人。ギリギリ襲える人数であった。南側のパーティーが、ディレイの声でその敵に一斉に襲いかかる。エミュリタの派手な攻撃魔法などは使えないので、ラザンの矢と、キネアのスリングショット、ブレイブルとジュエルの剣で迅速に片付ける。

　倒した三人を茂みに隠してすぐに、南側から大勢出てきた。十人以上いるので、これはスルーする。さらに二十人ほどが南側からゾロゾロと出てくる。これもスルーするつもりであったが、その集団はまっすぐディレイたちが隠れていた場所へと向かってきた。

「チッ……気づかれたか……仕方ねえ、エミュリタ、攻撃魔法だ！」

　ディレイの指示に、エミュリタは素早く呪文を詠唱する。広範囲の強力な火炎魔法が、向かってくる集団に炸裂した。

　だが、事前に魔法防御の準備をしていたのか、倒せたのは三人ほどであった。エミュリタの攻撃魔法の混乱の隙に、キネアはスリングショットで敵のアーチャーを狙う。矢を放とうと構えようとしていたそのアーチャーは、鉄の礫を顔面に食らって悶絶する。

　ラザンは弓の連射スキルを使用して、敵に矢の雨を降らす。魔法攻撃に対する準備はしていたようだが、矢の攻撃には無防備のようで、物理防御の弱い魔法職などがその矢に打たれて倒れる。

　十人ほどの敵の前衛職が突撃してくる。それを迎え撃つのは重戦士のブレイブルとアマゾネスのジュエル、そして魔法剣士のディレイであった。

　敵の平均レベルが30ほどなのに対して、迎え撃ったディレイたちは、ジュエルがレベル55、ブレイブルが51、ディレイは63とレベル的には上回っていた。しかし、さすがに数が多く、その戦いは激しいものとなった。

　ジュエルは大きなブロードソードを振り、敵の重戦士の兜かぶとを吹き飛ばす。そして無防備になった顔面に蹴りを打ち込む。体術も得意なジュエルの蹴りは、重戦士の顔面を潰すには十分な威力があった。

　ディレイは自分の剣に火炎のエンチャントを付与していた。その剣で斬られたグラディエーターは火炎の追加ダメージで体を焼かれる。さらに近距離からの雷撃魔法で二人の重戦士がディレイの足元に崩れる。ディレイは倒れた二人に火炎の剣でとどめを刺した。

　ブレイブルは巨大な斧おのを持つクルセイダーと戦っていた。だが、相手の方がレベルが高いようで苦戦する。巨大な斧がブレイブルの肩を砕く。ブレイブルはその場に崩れ落ちてしまった。だが、淡い光がブレイブルを包み込む。それはシェヘラザードの回復魔法であった。砕かれた肩の痛みが引いていく……ブレイブルはすぐに立ち上がってグレートソードを、斧を大きく振りかぶったクルセイダーに叩き込んだ。

　敵の数が多くても、連携、個々の力で上まわっており、ディレイたちが敵を押していた。だけど、そんな攻勢も、シェヘラザードの悲鳴で終わりを告げる。

　シェヘラザードは後ろから矢で射られていた。キネアがシェヘラザードに駆け寄る。

「シェヘラザード！　大丈夫ですか！」

　シェヘラザードに近づいたキネアには氷の礫が降り注いだ。不意の攻撃に身をかわすが、無数の氷の礫を避けきれずに被弾する。キネアは強烈な痛みにその場に倒れこむ。

　見ると後方から十人ほどの敵が近づいてきていた。それはさっきスルーした一団であった。おそらく最初からディレイたちに気がついていたが、後から出てきた部隊と挟み撃ちにする為に、わざと気づかない振りをして素通りして、後方に回り込んでいたようだ。

「さすがにやべ……」

　ディレイは誰にも聞かれないような小さな声で弱音を吐いていた……
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　南側入り口でディレイたちが戦っている時、北側にも動きがあった。二十人ほどの冒険者が出てきたのだ。数が多いのでそれはスルーするつもりであったが、その集団はまっすぐに俺たちの方に向かってきた。

「どうやら気づかれてるようだな」

　ヴァルダが冷静にそう呟く。

「隠れてるのにどうして……」

「高レベルのスカウト職がいたんだな……四次職の探知スキルは、半径、３００メートルくらいの効果範囲があるって聞いたことがある……少し近づきすぎたか……」

「どうすんだヴァルダ！」

「俺がなんとかする。お前たちは絶対前に出るなよ」

　そう言うと、近づいてくる敵の集団に、ヴァルダはゆっくりと歩み寄って行く。

　うちのギルドで、実力ではルキア、ジークについでナンバー３。頼れるサブマスが俺たちの盾となり前へ出た。このままヴァルダだけに任せるはずもなく、俺たちもすぐに戦闘態勢に入る。

　敵の集団の一人がヴァルダに声をかける。

「ギルドパルミラのクソか、ふっ……ルキアとジークがいないと何もできない雑魚ギルドが……そんな少数で喧嘩売りに来るとは身の程を知らねえな！」

　そう息巻いた男は、ヴァルダのハンマーに頭を粉砕されて、永遠に沈黙する。その敵も装備などを見るとかなりの高レベルの冒険者のようだったけど、それを一撃で倒すヴァルダはさすがだ。

　敵の頭を粉砕したことで、戦いが始まった。周りの敵たちが一斉にヴァルダに攻撃を開始する。

　ヴァルダは四次職のパーフェクトアーマーというジョブである。その名の通り、完璧な防御力を誇り、あらゆる攻撃に耐性がある。ヴァルダに放たれた攻撃は、矢に魔法に剣に槍に多種にわたった。しかし、そのどの攻撃もほとんどダメージを与えることはできない。

「そんな攻撃が俺に届くと思うなよ！」

　ヴァルダはそう言って敵の前衛職の二人を、右手に持ったハンマーで鎧ごと粉砕する。

　驚異的な強さのヴァルダに攻撃が集中して、俺たちには完全に無警戒であった。ヴァルダの邪魔をしないように援護を開始する。

「ファイヤーボール！」

　敵の魔導士を、装備の補正もあり、威力の上昇している俺のファイヤーボールが直撃する。魔法耐性の高いはずの魔導士が、その一撃で沈黙した。

　さすがに乱戦になっているので、範囲攻撃の絶対零度は使えないユキは、アイシクルランスを敵の後衛に放った。強力な氷の矢が、敵のアーチャーや魔導士を貫く。

　シュラはヴァルダの援護で、彼の死角になっている敵を狙って斬り裂いていく。彼女の装備しているメタルクローは、鉄の鎧くらいならバターのように斬り裂いてしまう。重装備の敵の前衛も、強力な爪の攻撃に為なす術すべもなく倒される。

　ニジナはヴァルダとシュラの様子を見て、補助魔法、回復魔法で援護する。ヴァルダに回復は必要ないが、シュラは無茶な突撃で多少のダメージを受けている。微々たる傷だが、蓄積するとバカにできない傷となるので、早めに回復魔法を唱えていた。

　敵は全て二次職、三次職であり、四次職のヴァルダに手も足も出ず、俺たちの活躍もあり殲滅することができた。

「勝った……やればできるもんだな」

　俺が勝利に対してそう言うと、ヴァルダが何やら考えながら深刻に発言する。

「いや……まずいな……敵に四次職が一人もいなかった……もしかしたらディレイたちの方に行っているかもしれん。そうなると向こうがかなりやばいぞ」

「それじゃ、すぐにディレイたちのとこへ行こう！」

　俺たちはディレイのパーティーに危機を感じて、すぐに救援に向かうことにした。
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　すでに、まともに立っているのはディレイとエミュリタだけであった。他の仲間はみんな戦闘不能で倒れている。

　エミュリタは包囲されてからは、常に敵に接近されてしまい、魔法の詠唱時間がとれずに鞭で応戦するしかなかった。慣れない接近戦で、すでに体はボロボロであった。それでも戦えているのは倒れた仲間を守っているからである。

　前に出て、ディレイは一人奮闘していた。魔法攻撃と剣技の連携で一人、また一人と敵を倒していく。だが、それでも無傷というわけにはいかない。シェヘラザードが倒れてしまっているのが痛かった。もう体力の限界が近づいていた……

　敵はまだ十人ほど残っている。全員三次職で、簡単に倒せる相手ではない。本来なら逃亡するこの状況だが、倒れた仲間を置いていくわけにはいかなかった。なんとか起死回生の一手を考えるが、さすがに万策尽きていた。

　ディレイの剣が敵の体を貫く……だが、その剣を引き抜こうとするが力が出ない。もう、体力は限界を迎えた……魔力も残っていない……こうなればせめてエミュリタだけでも逃さなければ……そう考えて瀕死の魔法剣士は動く。

「エミュリタ……逃げろ……」

　自らは敵の剣に斬られながら、ディレイは最後の魔力を使って雷撃の魔法を放つ。エミュリタを取り囲んでいた敵に雷撃が降り注ぐ。

　逃げる道はできた。だが、すでにエミュリタの足も動かなくなっていた。鞭は引き千切れ、体に密着している服はボロボロに破けて、その裸体をさらけ出していた。

　エミュリタとディレイが倒れるのはほとんど同時であった。二人は力尽きてその場に崩れ落ちる。

「ふぅ……手こずらせやがって……まあいい。もう二度と起き上がれないように全員、息の根を止めろ！」

　そう指示をされ、赤のミノタウルスのギルド員は、倒れているギルドパルミラの冒険者を殺す為に、剣を振るおうとした──
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　一瞬の出来事だった。巨大な影が目の前に現れたと思った瞬間、剣を大きく振りかぶったグラディエーターの首が飛んだ。

　生き残っていた赤のミノタウルスのメンバーは驚きで動きが止まる。そこに立っていたのはブルーメタリックのフルプレートアーマーを装備した巨漢であった。

「ディレイ！　エミュリタ！　生きてるか！」

　ヴァルダは倒れている仲間を見てそう叫ぶ。だが、返事はない。

「ファイヤーボール！」

　敵の一人に俺はファイヤーボールを放つ。不意を突かれてそのファイヤーボールが直撃した黒い鎧の敵が吹き飛ぶ。さらにユキがアイシクルランスで氷の槍をお見舞いする。

　ディレイたちとの戦闘で疲弊していた敵は、俺たちの襲撃に対応できなかった。シュラの素早い攻撃に反応することもできずに斬られていく。そして怒りに震えるヴァルダは、ハンマーで次々に敵を葬っていく。

　戦闘はすぐに決着した。五分もせずに敵は一人も立っていなかった。

「ニジナ！　みんなに回復を頼む！」

　倒れた仲間に回復魔法をかけていく。ニジナ一人の回復魔法では足らないので、俺は持っている全てのライフポーションを使用した。

　幸いなことに、死亡した者はいなかった。ただ、全員ダメージが大きく、回復限界がきているようだ。

「ディレイ……大丈夫か」

「あ……すまない……助かったよ……」

「間に合って良かった……」

　敵も一掃したし……これで戦いは終わった……そう思っていた……

「ジンタ！……みんなを連れて逃げろ！」

　急にヴァルダが怖い声でそう叫んだ。見ると古城の方から何人かの人影が近づいてきていた。

「今……倒した連中は全員、三次職以下だ……赤のミノタウルスには数人の四次職がいるはずなのに……」

　そうなのだ……今までの戦闘で倒したのは敵の下っ端ばっかりだったのだ。敵の主力が今、ゆっくりと近づいていた。だが、動けない人数が多すぎる……全員を連れて逃げるのは困難に思えた。

「ヴァルダ逃げるのは無理だ……俺も戦うぞ」

「……くっ……わかった……絶対に前に出るなよ……シュラも前には出さすな……」

　前衛のシュラを前に出すなとは、よほど危険なのだろう……

　ゆっくり近づいてきた赤のミノタウルスの連中は、俺たちの前に来るといやらしく笑う。敵の人数は六名。その中にはあのテイマーとイツキの姿もあった。

「俺の手下をよくもこれだけ倒してくれたな……」

　そう声をかけてきたのは、いかにもリーダーといった感じの黒い鎧の男だった。仲間を手下と呼ぶことからこの男の性格がよくわかる。

「それはこちらのセリフだ！　よくもうちのメンバーを襲ってくれたな！」

　ヴァルダが堂々と敵のリーダーに言い放つ。

「ふっ……うちの者が世話になったんだ……お返しをするのが礼儀だろ」

「お返しをするならもっと気の利いた物にしろよ」

　俺も怒りの感情をままその敵のリーダーにぶつける。

「そうか、気に入らなかったようだな……ではもう少しいいものをくれてやる」

　そう言うと、リーダーの殺気が一気に膨らむ。リーダーの動きに合わせるように、周りの者も戦闘態勢に入った。

　ヴァルダは一歩前に出て、盾とハンマーを構えて敵を迎え撃つ態勢を取る。一歩前に出たのは後ろの俺たちを守る姿勢が現れたものだろう。

　気配から、敵の六人のうち四人は四次職の冒険者のようだ。最低でもその四人は自分が抑えないといけないとヴァルダは考えている。一人でも止め損ねて俺たちの方に向かえば、かなり危険なことになるのは安易に予想できた。

　さすがに無敵のヴァルダでも、四次職を四人も相手にするのは厳しいだろう……ここは危険でも俺たちが手を貸すしかない。

「ニジナ、後方からヴァルダの支援を頼む。シュラ、あまり突っ込まないで彼をフォローしてくれ。ユキは後方から攻撃魔法だ、あまり目立ってターゲットを取るなよ」

　そう俺が声をかけると、みんな素直に頷く。そしてニジナがこう聞いてきた。

「ジンタはどうするの？」

「俺はあのテイマーを倒す」

　敵には四人の四次職以外に、あのテイマーと、その男に付き添うイツキがいた。

「ちょっと！　一人で三次職のテイマーとイツキちゃん相手に戦うつもりなの？」

「そうだ」

「馬鹿なの、二次職のあなたが一人で勝てるわけないじゃないの」

「いける……そんな気がするんだ」

「…………もう、どこからその自信が来るのよ……わかったわよ。あのテイマーは任せるけど……でも、無理はしないでよね」

　俺が聞き分けが悪いのを知っているニジナはあきらめてそう言う。

「大丈夫だ、無茶はしても無理はしない！」

　ニジナはそんな俺の言い回しに納得したのか少し微笑んだ。
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　ヴァルダは頭の中で冷静に敵の戦力を分析していた。あの黒の鎧のリーダーはレベル90前後だろう……装備もかなりの高品質の物を使っているようだ。リーダーの右にいる男はおそらく装備から見て、ニンジャマスターと呼ばれるスカウトの最上級職だろう。こいつの探知スキルで俺たちの存在が見つかったと思われる。リーダーの左の男は武器を持っていないことから拳闘士系のジョブに見える。マスターグラップラー辺りが予想できた。リーダーの後ろにいるのは魔導職か……四次職の魔導職の火力はパーフェクトアーマーのヴァルダから見ても脅威である。できれば一番最初に片付けたいところであった。

　最初に動いたのは拳闘士であった。素早く踏み込むと、ヴァルダに拳を叩き込む。それはただのパンチではなかった。上位の拳闘士が使用する闘気を込めた衝撃拳であった。硬い鎧を貫通して、中の肉体にダメージを与える技である。防御力の高いタンク職にも有効な一撃であるが、ヴァルダの装備している鎧には強力な衝撃耐性が付いていた。衝撃を和らげてダメージを最小限にする。

　予想より効果がなかったその攻撃に、拳闘士は驚きを隠せない。反撃を警戒してすぐに後ろへ下がろうとするが、そこへヴァルダのハンマーが襲い掛かる。拳闘士は両手でガードするが、そのまま吹き飛ばされた。

　ヴァルダの攻撃時の隙を狙っていたのか、ニンジャマスターがヴァルダの後方に回り込もうとする。素早い動きでヴァルダも対応できない。だが、思わぬ攻撃にニンジャマスターは後ろに飛とび退のく。攻撃したのはシュラであった。

　後ろに下がったニンジャマスターに、シュラは素早い攻撃で追い打ちをかける。その神速に、さすがのニンジャマスターも防戦一方となる。今のシュラのスピードと攻撃力は、ニジナのフィジカルブーストの魔法で増幅されていた。その為に、四次職のニンジャマスターとも互角以上の戦いができていたのだ。

「シュラ！　前に出すぎるな！」

　しかしそのヴァルダの警告は遅かった。ニンジャマスターへの攻撃に集中していたシュラは、すぐ近くの黒い鎧の男の攻撃に気がつくのが遅れた。気が付いた時にはすでに遅く、肩に強烈な痛みを感じていた。

　黒い鎧の男の武器はフランベルジュという凶悪な武器であった。剣の刃が波打っているようにギザギザで、肌を切りつけられると肉を切るというより、抉えぐり取とられる。傷の深さ以上の血が飛び散る。

　シュラは痛みでその場に崩れそうになる。黒い鎧の男は、シュラの首を切り落とそうと剣を振るう。だが、ガキーン！　という重い音を響かせて黒い鎧の男の剣は弾き飛ばされた。

　寸前のところでヴァルダがシュラを庇った。だが、それは無茶な動きであった。ヴァルダは無防備に敵に囲まれる状態となり、ニンジャマスターと拳闘士、そして後方にいた魔導士から一斉攻撃を受けることになる。

　いくらパーフェクトアーマーのヴァルダでも、三人の四次職からの必殺攻撃を無防備に受けて無事に済むわけがなかった。兜は弾き飛ばされ、鎧はヒビや傷が入り、ヴァルダの体にも大きなダメージをもたらした。

　地面に膝をつくヴァルダであったが、その体が淡い光に包まれる。そして傷が癒されていく。ニジナが絶妙のタイミングで回復魔法を唱えたのだ。

　しかし、この回復行為は、敵のターゲットを一気に集めることになった。

「先にあのヒーラーを片付けろ！」

　黒の鎧の男の命令で、ニンジャマスターがすぐに動いた。鋭い短刀を胸に構えて、ニジナに襲いかかる。
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　俺はランダム召喚を発動した。現れたのはエロさのエの字もない、とっつあん坊やのノームであった。エロ目的の召喚でこいつがでてきたら発狂しそうになるが、今は大事な戦力なので問題ない。

「ノーム、あいつに攻撃だ！」

　ノームは静かだが力強いモーションで両手を広げると、勢いよくその手を上に振り上げる。するとノームの目の前から、大地を切り裂くような衝撃波が現れて、まっすぐ、イツキのマスターへと向かっていく。

　イツキのマスターは、鞭で地面を叩いて何かの合図を送る。すると後方から大きな獣が現れた。

　獣はノームの衝撃波を正面からまともに受けた──衝撃波は獣の体に無数の傷を刻み込む──獣は、いくつもできた傷口から血を噴き出し、ふらふらとよろけて蹲る。

　最悪な奴だな……仲間の魔物を盾みたいな使い方して……

　しかし、そんな魔物に同情している余裕はない、ノームに、その瀕死の魔物に止めの攻撃を命じる。

　ノームの二発目の衝撃波は、獣のモンスターの息の根を止めた。

　ノームはその攻撃の後、すぐに召喚時間が終了した為に消える。

　俺はすぐに次のランダム召喚を発動する。次に現れたのは水の精霊であるウンディーネであった。まさに久しぶりの愛しのウンディーネだが、興奮する暇もなく……仕方ないが攻撃を命じた。

　ウンディーネはその手から圧縮した水の塊を放つ、それは凄すさまじい速さでイツキのマスターへと襲い掛かる。

　イツキのマスターは、さっきと同じように鞭を大地に打ち付ける。するといくつもの蔦がイツキのマスターを守るように現れる。

　それはイツキの蔦だった──マスターの命での行動だと思うが、その表情には自分の意志ではないと訴える悲しさが見える……

　イツキのマスターはさらに鞭を打ち鳴らす。すると茂みの奥から、さっきよりさらに大型の獣が三体も現れた。

「ふっ……召喚士には召喚するモンスター数に制限があるそうだな──だが、俺たちテイマーには、そんな制限などない。いくらでも配下のモンスターをけしかけることができるぜ……」

　確かにそんな話を聞いたことがある……サーガにでてくる伝説級のテイマーは、軍勢ともいえるような群れを操っていたと……だが、こいつは伝説級のテイマーではない──確かに多くのモンスターを操れるみたいだけど、その数は一桁を超えているようには思えない……

　三体の獣は、俺を囲むように少しづつ近づいて来た……それを牽制する為に、ウンディーネに二発目の攻撃を命じる。ウンディーネは水の塊を無数に出現させて、三体の獣に放った。

　一発目と違い、二発目の水の塊は小さくて数が多く、大きい体なのもあり、三体の獣はそれを全て避けることはできなかった。三体とも何発か体に受けて、ダメージを負う。致命傷は受けてはいなかったが、三体とも痛みと衝撃で地面に転がる。

　そこでウンディーネの召喚時間が終了する。この状況で、一人はさすがにやばいので、すぐに次のランダム召喚を発動した。

　三体目に召喚されたのは、異常に露出度の高い恰かっ好こうをしたサキュバスであった。見た目や雰囲気から見ると、前にランダム召喚したサキュバスとは別人のようだ……サキュバスは現れてすぐに俺に近づき、胸を押し付けてこう言ってきた。

「マスター……今日はどういったご奉仕をすればいいですか──胸でなさいますか……それともお口で……」

　なんてこった！　こんな時にかぎってスケベなサキュバスが召喚されるとは……色々お願いしたいのは山々だが、今はさすがにそれどころではない……

「すなない、サキュバス、今はエロより攻撃だ──」

　そう訴えると、エロく、悩ましい表情から真剣な顔立ちになり、すでにこちらに飛び掛かろうとしていた獣たちを睨みつける……そして右手を一振りして、魔法を発動した。

　サキュバスが使用した魔法は暗黒系の攻撃魔法のダークネス・ナパームであった。

　生命を腐食する、黒い瘴しょう気きが獣たちに襲い掛かる。

　三体の獣は、見る見るうちに体が腐敗していき、その場に崩れ落ちていった。

　その光景を見たイツキのマスターは顔色を変える──そしてサキュバスの表情は現れた時のものに戻る。

「邪魔者は消えました──さぁ、マスター、色んなことをいたしましょう」

　そう言ってサキュバスは俺に密着してくる……なぜ、部屋での召喚の時にこの子が現れてくれなかったのか……心の底からそう思った──




　しかし、そんな希望など考えている暇はない。サキュバスにイツキの牽制を命令すると、俺はイツキのマスターにファイヤーボールを放った。大きな火の玉が、まっすぐ向かって飛んでいく。しかし、奴の眼めの前まえで、ファイヤーボールが破裂して消し飛んだ。

「なっ！」

　ワンドなどの補正でパワーアップしている俺のファイヤーボールをあんなに簡単に防ぐなんて……

「驚いてるな、坊主。アルラウネの弱点は火炎属性だ。メインに使っている魔物の弱点の対応くらい考えていても不思議ではないだろう」

　テイマーはそう言いながら、鞭で攻撃してくる。素早い攻撃に、体術の心得もない俺に鞭は容赦なく当たりまくる。

「ファイヤーボール！」

　俺は鞭を避けながらファイヤーボールを撃ち放つ。だが、さっきと同じように、ファイヤーボールは奴の眼の前で炸裂して消し飛ぶ。

　くっ……俺にはファイヤーボールしか攻撃方法がないのに……これを防がれたらどうしようもないぞ……

「ははははっ！　バカかお前は！　火炎属性の魔法など効かないと言っているだろ！　無駄なんだよそんな攻撃！　学習しろ学習！」

　よく喋る奴だな……こっちにはこれしか攻撃方法がないから仕方ないだろ。

「ファイヤーボール！」

　イツキのマスターに馬鹿にされても、ファイヤーボールを放つしか選択肢が無い。もちろんファイヤーボールは、奴の眼の前で炸裂して消える。

「ば……馬鹿かお前は！　効かねえって言ってるだろうが！　何度も何度も同じ攻撃してんじゃねえよ！」

　あれ……こいつなんだろう……なんか焦ってないか？　相手が通用しない攻撃を繰り返しているんだ、余裕で構えても焦る必要は無いだろうに……もしかしてファイヤーボールを撃たれると都合が悪いとか……例えばあの火炎属性の攻撃に対する防御は無限では無いなんてことが……その可能性はあるぞ。よく考えたらあんなに簡単に火炎属性を防御できるスキルが無限に発動するわけが無い。よし……それじゃ、根こん競くらべといこう。

「ファイヤーボール！」

　俺は繰り返しファイヤーボールを連発する。その度に、ファイヤーボールは寸前で炸裂して消える。だけど何度もそれを繰り返すうちに、テイマーの顔色に変化が出てきた。

「はー……はー……」

　明らかに疲労の色が見え始め、息も荒くなってくる。防御をしているだけにしては疲労度が大きい。さらに俺はファイヤーボールを放った。そのファイヤーボールは消滅するが、それと同時にイツキのマスターはその場にぶっ倒れた。

　どうやらあの火炎防御スキルは効果が高い分、体力と魔力の消耗が相当激しかったようで、奴の体力と魔力が枯渇してしまったみたいだ。

　俺はイツキのマスターにとどめを刺すためにファイヤーボールを放とうとした──
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　かなり露出度の高い恰好のサキュバスが私の前に立ちはだかる──

　マスターとジンタさんの戦闘が始まっている……マスターの手助けをしなければいけない、マスターと共にジンタさんと戦わなければいけない、そうテイムの烙印が私に命じる……だけど心の奥底では、このままサキュバスに邪魔されてマスターとジンタさんの戦闘に手出しできないのを望んでいる──

　ジンタさんの命なのか、サキュバスは積極的な攻撃はしてこなかった。私が動こうとすると、反応して牽制するだけである。

　それは私も望むものであった……今、ジンタさんとマスターの間に入ったら、どう動けはいいのか判断できない……

　ジンタさんのファイヤーボールがマスターに向かって放たれる……だけど、マスターが取得しているスキル、『火炎魔法消失』の効果で、ファイヤーボールが消し飛ばされた。

　ジンタさんは、ファイヤーボールが消し飛んだことに驚いているようだ……戸惑っているジンタさんに教えてあげたい、『火炎魔法消失』は膨大な魔力を消費することを……

　だけど、マスターに不利益なことを考えたり、行動しようとすると、テイムの烙印に痛みが走る……それが私がマスターの支配下にあるモンスターだと思い出させた──

　だけど、私が教えるまでもなく、ジンタさんの執しつ拗ような攻撃は、マスターの魔力を枯渇させた──

　フラフラになるマスターを見ると、烙印が疼うずきだす……動け、助けろ、盾になれ、命を捨てて俺を救いにこい──そんな声が響いて来た──




　──キュッとなるような特別に好きな人──烙印の痛みを押しのけるように、ニジナさんとの会話を思い出す……あの時は、特別に好きの意味がわからなかったけど、今は少しだけ理解できる……大事な人……大切にしたい人……その人のことを考えるだけで、胸がキュッとなる人……

　──私はジンタさんが特別に好きなんだ──

　だから烙印の束縛の声よりも、ジンタさんの身を案じている気持ちの方が、大きく心を動かしているんだ……

　そんな特別に好きなジンタさんが、私の目の前で、私の為に、誰かを傷つけようとしている……ダメだ……そんなことをさせてはダメなんだ……

　サキュバスの召喚時間が終了して消えていくのを見届けると、自分の立場や役割、そしてテイムの烙印の束縛など関係なく体が動いた。

　マスターとジンタさんの間に飛び出した私は両手を大きく広げた──それはマスターを守る為ではない、大切な人を守りたいから……
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　イツキが両手を広げて俺の前に立ちふさがる──

　俺はファイヤーボールの詠唱を止め、イツキに声を掛けた。

「イツキ、君を攻撃したくない……どいてくれ……そいつがいなくなれば君は自由になれるんだぞ。どうしてそんな男を守るんだ」

「ジンタさん……私の為に傷つかないでください……」

　か細い声でそう彼女は言った……マスターを傷つけないでならまだわかるが、俺に傷つかないでと言っている……その意図は理解できなかったが、イツキの表情から、すごく強い気持ちで放った言葉なのはわかる──

　どのような意図にしろ、彼女はマスターを守っていた。あれほど暴力を受けて迫害されて、悪事を強要されているのに、そんな主人を守ろうとする……それはテイムの烙印の効果なのか……それともまた別の何かなのかわからないけど、今、はっきり言えることは、俺は彼女に攻撃はできないということだけであった。

「くっ……クソゴミ！　何してるんだ……早くそいつを殺せ！」

　イツキのマスターはイツキにそう命令する。彼女は首を横に振ってそれを拒否した。少なからず俺に情のようなものを持ってくれているようだ。

「テイムされている魔物が……マスターに逆らえると思うなよ……」

　そう言うと、奴はなにやらブツブツと言ってなにかしらのスキルを発動した。するとイツキの額のテイムの烙印が光りだす──そして彼女が苦しみだした。

「きょ……強制服従を発動した……これでお前は俺の命令を拒否できん──早くそいつを殺せ！」

　イツキは苦しみながら蔦を俺に伸ばしてくる──

　その表情からかなりの苦痛が彼女を襲っているように見える。

「じ……ジンタさん……逃げてください……」

　イツキが震える声で警告する。その姿は強烈な何かに抗あらがい、体の隅々まで自分の意志ではどうにもならないといった感じで俺に向かい歩いてくる……苦しみ藻も搔がく、そんな彼女を解放したいと強く思った……

「ダメだ──俺はイツキを見捨てない！　俺は君を解放するんだ！」

　そんな叫びを俺がするなんて想像もしてなかったのか、それを聞いた彼女はすごく驚いているようだった──そして何かの栓が外れたように、玉のような涙がポロポロと溢れてきた。

「本当にもうダメです──私はあなたを殺したくない！　早く……早く私から離れてください！」

　イツキの蔦が、俺を串刺すようにその形状を鋭く尖らせる──テイムの強制服従は自分の意志とは関係なく、その命令を実行する……だからこのままだとイツキは俺をあの蔦の槍で容赦なく貫くだろう。やはりここはイツキのマスターを直接倒すしかない。

　しかし、イツキのマスターの前にはイツキがいる……ここからファイヤーボールで攻撃するとイツキに当たってしまうし……よし──ならば接近戦で……

　体力と魔力が尽きているテイマーくらいなら俺の短剣でも倒せるだろう……そう思い、俺は短剣を抜くと、イツキを避けて、奴に走り寄っていった。だが、それを見ていたイツキが叫ぶ。

「ジ……ジンタさん！　ダメです……マスターに近づいたら──」

　強制服従の束縛から、精一杯の反抗の意志を示したその警告は、残念ながら間に合わなかった……すでに俺は奴の射程に飛び込んでいた。

「はははっ──馬鹿が！　近づいてくれてありがとうよ」

　そう言うと奴の影から何かが飛び出した。その影は俺の上半身を包み込むように張り付いてくる。

　しまった！　これはダークスライム……あいつこんなのを潜ませてたのか……

　ダークスライムは暗い影に潜むスライムの一種で、個体の戦闘力は低いものの、その特性は厄介であり、生き物の呼吸を塞ぎ窒息させる攻撃を得意とした。そんなダークスライムが俺の顔を覆い呼吸を止める。

「ぐっ……」

　俺は持っている短剣でダークスライムを攻撃する。だが、物理攻撃は効果がないのか、まったく手ごたえを感じなかった。

　やばい……このままだと窒息死する……だけど口は塞がれているので魔法も使えないし、どうすることもできない……

　そんな絶望的な状況で……半透明のスライム越しに、イツキがゆっくりと、こちらに近づくのが見える……

「こら！　クソゴミ！　何しようとしてるんだ！　もしかしてそいつを助けようとしてるんじゃねえだろうな」

　彼女は体中を震わせながら、声を絞り出して懇願する。

「ま……マスター……お願いします……この人を助けてください……」

「ふざけるな！　そいつは敵だ──苦しみながら死ぬのを見ていろ！」

　だけど……奴のそんな命令を、イツキは完全に無視した。強制服従の効果に苦しみながら俺に近づいてくる。

「馬鹿か！　俺はそいつが死ぬのを見ていろと言ってるんだ！」

　だけどイツキの歩みは止まらない──苦しみながら少しずつ近づいてくる。

「お前──理解しているのか、強制服従は強力な呪いのようなものだぞ、命令に背き続ければ死ぬんだぞ！」

　その言葉に驚いたのは俺だった……イツキは命を懸けて俺を助けようとしてるんだ……

　やはり死を宣告されてもイツキの歩みは止まらない……すでに俺の目の前まで近づいていた。

　見るとイツキから伸びている蔦が先端から枯れ始めている……本当にこのままだと彼女は死んでしまう……

　イツキはゆっくりと俺の頭に張り付いているダークスライムに手を伸ばす──そして光の魔法を唱えた。ジュジュッ……と嫌な音が聞こえて、ダークスライムの体が崩れていく……そしてそれと同時に、イツキの蔦や茎が茶色く変色して、パラパラと崩れる……そして彼女はその場にゆっくり倒れた……

「イツキ!!」

　ダークスライムの拘束から解放された俺はすぐにそう叫んでいた。

　このままだとイツキが死んでしまう……早く強制服従を解除しないと……そう考え、もはやこれしか方法がないと、魔法を詠唱した。

「ファイヤーボール！」

　ファイヤーボールはイツキのマスターに直撃する、そしてその体を燃やし尽くした。奴は叫び声をあげることすらできずにその体を消滅させた……

　すぐに倒れたイツキに駆け寄る──その額のテイムの烙印が消えていた……俺は中級ライフポーションを二つ取り出すと、彼女に全部、振りかけた。

　しかし、やはり通常ダメージと違い、呪いの消耗による体力の低下には、ライフポーションも効果が薄いのかあまり回復しない……そこで前にイツキに聞いた言葉を思い出す……そうか……光と水だ──

　俺はバッグから水筒を取り出して、彼女の茎をそこに入れた。まだ日が出ているので、これで彼女は回復するはずだ……いや、してもらわないと困る！　俺は強くそう願った。
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　頰に冷たい汗が一筋流れ落ちる。猛烈なスピードでニンジャマスターは迫ってきているのに、感覚的にはスローモーションのようにゆっくりに感じた。避けないといけないのに体が動いてくれない。

　目の前に迫ったニンジャマスターが、不意に動きを変えて横に飛んだ。そのニンジャマスターのいた場所に、何本もの氷の槍が突き刺さる。

　ユキの放ったアイシクルランスを避けたニンジャマスターは、少しのフェイントを入れて再度私に迫る。私は攻撃魔法であるレールライトを唱えた。光の一閃がニンジャマスターに命中するが、さしたるダメージを与えることがなかった。

　ニンジャマスターの体が赤く光る。凄まじい闘気と、大きい攻撃モーションにその攻撃力が伝わってきた。ダメだ避けられない──そう感じて死を覚悟をした……だけど感じたのは死の痛みではなく、温かい腕の温ぬくもりだった……そして暗闇に包まれている……一瞬、自分がどうなったか理解できなかったが、よく知っている声を聞いて状況がわかった。

「大丈夫か、ニジナ──」

「ジンタ──敵のテイマーはどうしたの？」

「……倒した……」

　そう言うジンタの言葉はどこか寂しそうだ……

　そして寂しい雰囲気とは別に、ジンタの様子が少しおかしい……どうやらかなりのダメージを受けてるようだ。さっきの攻撃から私を庇って……

「ジンタ、さっきの攻撃で怪我とかしたんじゃ──」

「大丈夫だ……気が遠くなるほど痛いだけだ」

　そんな強がりを言っているがさっきからポトポトと何かが落ちてくる。マントに包まれていて暗くて見えないが、かなりの出血をしているように思う……

　そこにさらに強い衝撃が襲い掛かる。この強力なマントの防御力がなければ一溜りもないような四次職の必殺攻撃に、私にはそれほどの痛みは伝わってこない……やっぱりジンタが私を庇っているようだ……どうしてこんなところだけ男らしいのだろうか……

　逃げることも反撃することもできずに、マントにくるまって耐えるしかないこの状況からぬけだすことができない……そしてさらに強烈な攻撃が私とジンタに打ち下ろされる。さすがにその攻撃をジンタも庇うことができなかったのか、激しい痛みと衝撃で息が詰まる。

　もはや私もジンタも身動きができなくなっていた……あと二、三発で二人ともその生命力を失うだろう……

　次の一撃は、マントの防御を吹き飛ばすものだった……私とジンタは十メートルほど飛ばされて地面を転がった──
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　さすがにもう動けない……近くでニジナも倒れている──

　そんな俺たちに、ニンジャマスターがゆっくりと迫る。だけど、そんなニンジャマスターに、氷の槍が降り注ぐ。それを後方に飛んで避けると、何度かジャンプしてその攻撃者にターゲットを変更した。

　ユキは迫り来るニンジャマスターに、アイシクルランスをさらに放った。無数の氷の槍が、ニンジャマスターに襲いかかるが、全ての槍を避けると、ユキの目の前に迫る。

　ユキにニンジャマスターは容赦ない一撃を放つ。ユキは大きく吹き飛ばされて地面に倒れた。

　俺たちが倒れている姿を見て、シュラとヴァルダは助けにこようとした──だが、黒い鎧の男、拳闘士、魔導士の三人の攻撃に身動きができなかった。

　それでも無理にその場から離れようとしたシュラに、魔導士の雷撃の魔法が直撃する。体に痺しびれるような衝撃を受けて、シュラはその場に崩れ落ちる。

　一人、まだ動けるヴァルダであったが、黒い鎧の男と、拳闘士の連携攻撃に吹き飛ばされる。

　それでもヴァルダは立ち上がった。自分が倒れば、仲間たちの命がないと、その思いだけが彼を動かした。

「まだだ……俺は戦えるぞ！」

　そう言ってヴァルダはハンマーを振り回す。だが、すでにダメージは限界を超えていて、振るうハンマーに力は無かった。

「はははっ。すでに勝負はついたな……まあ、よく戦ったと褒めてやるよ。だが、俺たちにここまで逆らったのが許せねえ。殺してやるから覚悟しろ」

　そう言って黒い鎧の男は、仲間に目で合図を送る。それは殺さつ戮りくの命令であった。

　ニンジャマスターが、短刀に闘気を込める。そして倒れるニジナに歩み寄った。

　俺は呻うめきながらニジナに覆いかぶさる。そしてマントで防御するが、さすがにさっきの攻撃をもう一度受ければ、マントで防いでも命は無いように思えた。

「ジンタ……もうダメだよ……あなたは逃げて……」

「…………大丈夫……このマントは強い……耐えれるぞ……」

　その言葉を聞いたニジナは、ギュッと俺の手を握った──どうやら死を覚悟したようだ……

　だが、その覚悟は無駄に終わる──

　ニンジャマスターは予想だにしない攻撃に吹き飛ばされた。

　気配を察知するのが得意なニンジャマスターが、不意の攻撃を受けるとは信じられない光景である……しかもその攻撃は、ニンジャマスターの体に、想像以上のダメージを与えていた。両腕が折れ、右足の感覚がなくなる。全身の痛みは想像を絶していた。

　ニンジャマスターが吹き飛ばされて、不意の訪問者に気がつく。赤のミノタウルスの連中は、ニンジャマスターを吹き飛ばしたその攻撃者を見た。

　俺もその姿を確認する……そしてみんな助かることを確信した。

　白銀の軽装の鎧に細身の剣、短い青い髪の女性がそこに立っていた。

「なんだテメー！　そいつらに加勢する気か！」

　黒い鎧の男の言葉に、青い髪の女性は静かにこう返事をする。

「もちろん、身内だからね──加勢しない理由はないだろう──それに僕はちょっと怒っているんだよ。大事な仲間をよくも傷つけてくれたね」
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　そう言われて黒い鎧の男は絶句する。

「き……貴様──まさか……」

「僕はルキア……ギルドパルミラのマスターだよ」

　そう言って細い剣を振るう。凄まじい衝撃が黒い鎧の男の後ろにいた魔導士に直撃する。魔導士は粉々に粉砕した。

　魔導職といえど、四次職の冒険者を一撃で葬った剣技を見て、赤のミノタウルスの冒険者たちは戦慄する。

「ま……待てルキア！　お前に俺たちが勝てるわけがない……負けを認めるからやめてくれ」

　そう敗北の宣言をされたルキアは剣を下ろしこう返事する。

「うん──そうだね……敗北を認めるのなら僕は助けてもいいけど……彼は許さないと思うよ」

　一瞬で太陽が隣に落ちてきた衝撃……そう黒い鎧の男は感じた。強烈な闘気が現れたと思った瞬間、隣にいた拳闘士の体が四散した。あの拳闘士の丈夫な体が、文字どおりバラバラになり、黒い鎧の男の息が止まる。

「うわ……うっ……」

　黒い鎧の男は、そう言いながら後ろに下がる。拳闘士をバラバラにした男は鋭い眼光で睨みつけた。

「無理だ。お前たちはすでに死んでいる……この俺を怒らせたのだからな！」

　その男はそう言って黒い鎧の男にその拳を叩きつけた。黒い鎧の男が装備している魔法鎧が、陶器のようにバラバラに粉砕する。

　黒い鎧の男は口から血を吐いてその場に崩れ落ちた。

「お前らは俺の子分たちを痛めつけてくれたんだ。楽に死ねると思うなよ」

「あ……うっ……お前は……ジークか……」

「自分を殺す者の名だ。冥土の土産にその名を刻みこめ！」

　そう言ってジークは衝撃波を放つ。黒い鎧の男は悲鳴をあげる余裕もなく消し飛んだ……

　圧倒的な援軍により、唐突にこの戦いは終わった……




「ありがとうな、ニジナ」

　そう言ってニジナの魔法で回復した俺はフラフラと立ち上がった。周りを見渡すと、ジークが何やら膝をついて地面を叩いている。

「どうしたんだジークの奴……」

　敵を倒して落ち込んでいる彼を見て何気なくそう言うと、ルキアが説明してくれた。

「いや、もっといたぶって倒すつもりだったみたいだけど、彼は手を抜くのが苦手だからな……思わず一撃で倒しちゃって後悔しているみたいだ」

「なるほど……あっ、ルキア。しれっと、援軍に間に合った感で誤魔化そうとしているけど、今までどこでほっつき歩いてたんだ。みんな心配してたんだぞ」

　そう言われたルキアは、笑顔で返事をする。

「まあ、その辺の話は後でゆっくりするよ。それよりジンタ、久しぶりだね。顔つきが良くなったんじゃないか。成長がその表情に見えるよ」

「たく……」

　そんな満面の笑みでそう言われたら、これ以上、小言も言えなくなる。

「おい、ルキア。こいつどうするんだ。後々面倒にならないように殺しとくか」

　ジークが指さしているのは、生き残って縛られたニンジャマスターだ。

「僕たちは殺戮ギルドじゃないぞ。もう戦いは終わったんだからこれ以上殺す必要はないよ」

　ルキアはまだ後悔でイライラしているジークにそう話す。

「チッ。運のいい奴だな」

　そう言うと、ニンジャマスターの拘束を解き、もうどっかへ行けと素っ気なく言い放つ。ニンジャマスターは何も言わずに、風景に溶け込むようにどこかに消えていった。

「ジンタ、イツキちゃんの意識が回復したよ」

「本当か！」

　イツキの様子を見てもらっていたニジナの報告に、俺は慌てて彼女の下へと走る。

「ジンタさん……」

　イツキは俺の顔を見ると、か細い声でそう言った。

「イツキ、大丈夫か──」

「はい……」

「そうか、よかった──」

「ジンタさん……私……どうなったんでしょうか……」

「もうイツキは自由だ──好きに生きていいんだぞ」

「自由──私が自由ですか……」

「よかったね、イツキちゃん──もうテイムなんてされちゃダメだよ」

　ニジナの言葉に少し笑顔になるが、イツキは戸惑っているようだ──

　少し考えこんだイツキはとんでもないことを言い出した。

「ジンタさん……ジンタさんは召喚士ですよね」

「えっ──そうだが、それがどうしたんだ」

　イツキはモジモジと次の言葉を発するのを躊躇していたが、意を決したようにこう言ってきた。

「ユキさんやシュラさんと同じように……私をジンタさんの召喚モンスターにしてください！」

　その提案にはニジナがすぐに反応する。

「ちょっと、イツキちゃん。せっかく自由になれるのに、テイムの次は召喚契約したいって言うの？」

「はい……ダメですか？」

　ダメではない……ダメではないのだが……そうなるとまたランダム召喚ができなくなってしまうしな……まあ、でもイツキはかなりエロい体をしているし──そんな邪よこしまな考えでいると自然とイツキの胸元に目がいく……零れ落ちるような柔らかい胸を見て、ランダム召喚との天てん秤びんを大きく傾けた。

「よし、イツキ、俺と召喚契約しよう！」

　そう言うとイツキは今日一番の笑顔をくれた──




「とりあえず撤収だ。立てない者に手を貸してやってくれ」

「ちょっと待てくれ、ルキア、あいつらに奪われた金を回収したいんだけど」

「なに、そうなのか──じゃあ、ジークでも連れて回収に行くといいよ。えーと、他のメンバーは……あれ、知らない者がいるね」

「ユキとシュラはジンタの召喚モンスターだよ」

「へーそうなんだ。じゃあ、君たちは、仲間を運ぶのを手伝ってくれ。ヴァルダ、立てるか？　君はでかいからできれば自力で歩いて欲しい」

　ニジナの回復魔法を受けていたヴァルダは手を上げてそれに応える。

「おい、ジンタ──金を回収にいくぞ」

　フラフラしていた俺にジークがそう声をかけてくる。

「ちょっと待ってくれジーク──こちとら蓄積ダメージでフラフラなんだぞ……」

「なに、情けないこと言ってんだ、自分の金、回収するんだろ」

　そうだけど……結構、重傷なんだぞ──

「イツキはどうする？」

　俺に付き添っていたイツキにそう聞く。

「私もいきます……あの古城のことは少しはわかりますので……」

　そうか──彼女はあそこに住んでいたんだよな……

　イツキの案内で、俺たちは古城の中に入り、宝物庫へと向かった。宝物庫には、現金だけではなく、どこからか盗んだのだろう、結構な量のお宝が保管されていた。

「お金は持っていくとして他はどうするんだ？」

「壊滅したギルドに宝なんて必要ないだろう、貰うに決まってるじゃねえか──」

「確かにそうだけど……なんかそれだと俺たちも強盗と変わらないよな」

「馬鹿野郎！　強盗ってのは善人から金を奪う奴らのことだ、悪人から奪うのは善盗と言っていいことなんだぞ」

「そうなのか？」

　ジークは真剣な顔で頷いたけど、後でニジナにこの話をして大笑いされるのだが、この時は本気で信じていた──

　お宝は相当な量だったけど、大きく広げたでかい布にすべてを包み込むと、ジークがそれを背負った。少なく見ても数トンほどの量はあると思うのだが、彼は軽々とそれを持ち上げる。

「すげえな、ジーク……」

「感心してないでジンタも持てよな」

　俺はジークの広げた布に入らなかったアイテムを、袋に詰め始めた。そしてその中に見たことのあるアイテムを発見する。

「これって──召喚石だ……」

　なんと、偶然にも召喚石を見つけた。丁度、イツキとの召喚契約をどうしようかと思っていたので、かなりラッキーな展開である。だけど、今回は討伐戦での戦利品なので、勝手に俺がこれを貰うわけにはいかなかった。

「なんだ、ジンタ、それが欲しいのか？」

「うむ……喉から手が出るほど欲しいけど、これはギルドの物だからな……」

「そんな石ころくらいいいんじゃねえか、貰っとけよ」

　ジークは召喚石の価値を知らないようだ……簡単にネコババを推奨する。

「いや、普通の石ころじゃないぞこれは」

「馬鹿野郎！　サブマスの俺が良いって言ってるんだ。誰か文句がある奴がいたら俺が拳で説得してやる」

　それはもはや説得ではなく脅迫だと思うが……俺はジークが拳で説得できない者を思いついたのでその名をあげる。

「ルキア相手にもか？」

「ルキアはそんなことに文句を言う奴じゃない」

　まあ、確かにあの天然ギルマスがこんな小さなことを気にするとは思えないけど……

「それじゃ、貰うぞ──ポッケにいれるぞ」

「入れとけ、入れとけ」

　ということでサブマス公認で俺は戦利品を横領した。




　それから数日の間に、重傷だった仲間全員が退院となり、冒険者組合に赤のミノタウロスの討伐成功を報告してこの騒動は終わりとなった──

　そして、みんな元気になった頃合いに、当然のごとく討伐戦の祝賀会という名の、勇者酒場での宴会が始まる。

「とりあえずルキアとジークが無事に帰ってきたことと、赤のミノタウロスの討伐成功を祝して、乾杯！」

　ディレイの言葉に、みんな一斉に乾杯と声を上げる。そして勢いよく各々が持った杯を空ける。ギルドメンバー全員参加の宴会なので、いつも以上の大騒ぎとなった。また出入り禁止にならなきゃいいけど……

「それでルキア。冒険の話を聞かせてよ」

　シェヘラザードがそう話を切り出した。実際、半年にもなる冒険の話のはずなのだが、ルキアが話したのは思ったような大冒険談ではなかった──

「半年の間、単に道に迷ってただけだって……」

「そうなんだ。エギナダンジョンって想像以上に複雑だったんだよな──入ったのはいいけど、本当に帰れなくなっちゃって、どんどん食料も無くなっていくし……最後は岩に生えた苔なんかも食べたよな」

　そう言ってルキアは一緒にエギナダンジョンへ行ったジークに同意を求める。

「そもそも迷ったのはルキアのせいじゃねえか、何がマッピングは任せとけだよ……後でマップ書いた紙見て気を失いそうになったぞ」

　そう言いながらジークはルキアの書いたマップを広げた。そこに書かれているのは文字ばかりで、書いている内容も酷ひどいものだった。オークロードがいた部屋の右に行くとキングヒドラの巣があったとか……デーモンロードの群れに襲われた部屋を左に行くと、宝箱が三つあった部屋に行けるとか……これって……

「遭遇したモンスター名でフロアー書かれても、そのモンスター倒しちゃってるからな……次に違うモンスターが湧いたら訳分からないことになるし……」

　確かにこれはマップと呼べるような品物じゃないな……迷って当然というか……どうやらルキアは絶対にマッピングしちゃいけない人間のようだ。

「わかりやすく書いたつもりだったんだけどな……」

　ルキアは一人納得のいかない顔で首を傾かしげている。その場にいた誰もが、一緒に冒険をする機会があったとしても、ルキアには絶対にマッピングをさせないと心に誓っていた。
















　俺は召喚石を手に取り、イツキを前に立たせた。

「よし、イツキ、今から召喚契約を始めるぞ。なので、服を全部脱ぐのだ」

　そう言うと、イツキはすごく嬉しそうな顔をして元気よく返事した。

「はい！　でも、ジンタさん──私、初めてでよくわからないんですけど……服を脱ぐ必要ってあるんですか？」

「うむ──裸になることで、すべてをさらけ出して受け入れるって意思表示をするのだ」

「なるほど……確かにそうですよね──それでは……」

　そう言ってイツキは衣服を脱ぎ始めた。

「あれ──ユキの時には裸になんてならなかったよ」

　もう少しでイツキの裸を堪能できるのに、ユキが余計なことを言い出した。

「ユキ、お前は子供だったから脱がなくてよかったんだよ、私の時は裸だったぞ」

　イツキの裸を見たいシュラは俺の味方である──ユキにでたらめの説明をしてくれる。

「うっそだー、シュラの時も服着てたよー」

　余計なことを覚えているユキはさらに反論する。

「いや、裸だったよ、召喚契約と言えば裸と相場が決まっているから間違いない」

「そうだぞ、ユキ、裸じゃないと召喚契約はできないんだぞ」

　俺とシュラが声をそろえてそう言うから、ユキもだんだんそうだったっけと記憶が混乱してきた。

「でも、それじゃ、どうして今は二人とも服を着てるの？　召喚契約は裸が普通なんでしょう？」

「もちろん、これから服を脱ぐつもりだったよ」

　そう言ってシュラはさっさと服を全部脱いだ。さすがは裸に抵抗のない強つわ者ものはぬぎっぷりがいい。

「ほら、ジンタも脱いで」

「え！　俺も脱ぐのか？」

「当たり前だろう、召喚契約は裸が相場だ」

　いや……ダメだ……シュラの裸を見て、下半身が反応し始めた……今、服を脱いだらさすがにやばい……

「お……俺は召喚契約する方だから──脱がなくてよかったような気がする！」

　苦し紛れにそんな言い方をしたが、シュラもユキも納得していないようだ。

「何言ってるんだよ、ジンタ、ほら、さっさと脱げよ」

　シュラはそう言うと、俺の衣服を強引にはぎ取ろうとする。

「だぁー！　ダメだ、シュラ、今はダメなんだ！」

「何言ってんだよ、ダメな理由なんてないだろう」

「それがあるんだよ！」

「なんだよ、言ってみろ」

「……っ……てる……」

「はぁ？　聞こえないぞ」

「ぼっ……してる……」

「聞こえないって！」

「男の生理現象だ！」

　そう叫ぶと、さすがにシュラも状況を理解した。

「ほほう……私の裸で反応したんだな……」

「ねえ、おとこのせいりげんしょうってなに？」

　ユキが興味津々に聞いてくる。

「ユキは知らなくていいことです！」

「えーっヤダ、知りたいよー」

　ユキはしつこく聞いてくるがさすがにお子様に説明するのは抵抗がある。

「あの──それで私は服を脱いだ方がいいのでしょうか……」

　服を脱ぎかけで止まっていたイツキが、さすがにそう聞いて来た。

「脱いだ方がいい！」

　俺とシュラの声がハモった。

　イツキは、胸元が大きく開いた服を、するりと滑らし落とすように脱いだ……すぐに大きく形の良い美しい胸が姿を現す。

　なぜか、色気いっぱいのイツキの脱衣シーンの横で、ぜんぜん色っぽくもないユキが、バタバタしながら服を脱いでいた──

「何をしているのだ、ユキ……」

「召喚契約は裸が相場……」

「いや、ユキは子供だから脱がなくていいのだぞ」

「いや！　ユキも脱ぐ！」

　何を意地になっているのか、そう言って聞かない。仕方ないのでそれはそれで放置することにした。

「それじゃ、召喚契約を始めるぞ」

「はい！」

　イツキは本当に嬉しそうだ……その笑顔を見ていると俺も幸せな気持ちになる……そしてそんな笑顔のイツキはその裸体を惜しげもなくさらけ出していた……そう、当然、俺は興奮しまくりであった。

「イツキ、少し横を向いてくれ」

「あっ、はい。こうですか？」

「うん、いいね、それじゃ、そこからお辞儀をするように頭を下げてみようか」

「こうですね」

「そうそう、そんな感じ、いいよ！　いいよ！　蔦の接続部分をもう少し強調して！」

「え──っと、ジンタさん、これは召喚契約に関係あるんですか」

「もちろんだとも！」

　もちろん関係はない。イツキの裸体を、色んな角度から堪能しているだけであった。

　小一時間ほどそんな感じで興奮を最高潮に持っていった俺は、さすがにイツキが疲れを見せ始めたので真面目に召喚契約を始めることにした。

　俺は召喚石を掲げ、契約の言葉を口にする。

「我が名はジンタ。アルラウネのイツキを、この召喚石の宿主として認める」

　イツキの体の周りに、小さな光がいくつも浮かび上がる。その光は少しずつ大きくなり、イツキを包み込んでいく。

　光に包まれるイツキの顔は、これ以上ないくらいの笑顔であった──
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『エッチな召喚士の変態的召喚論』二巻を読んでいただき、ありがとうございます。著者のＲＹＯＭＡです。

　さて、本作は小説投稿サイトのカクヨム様にて掲載している同タイトルの小説を、書き足し、書き直してお送りしているのですけど……

　一巻ではＷＥＢ版の面影をたんまりと感じることができるのですが、本書、二巻は、もはや新作エピソードと言っていいほどの変更がされております。

　最大の追加要素は何と言っても、ＷＥＢ版では名前すら明かされなかったキャラが、中心的な立ち位置として登場して、ちゃっかり目立っているところでしょうか。そう、本書のヒロインであるイツキはＷＥＢ版ではモブと言っていいほどの存在で、それほど目立ってもいません。

　実はＷＥＢ版でもすでにイツキの構想はあったのですが、もろもろ、展開の都合上カットされておりました。それを書籍版で形にすることができた次第であります。

　イツキはアルラウネというモンスターです。僕のアルラウネの勝手なイメージでは癒いやしを得意とした回復担当の位置と考えているのですが、イツキは回復はあまり得意ではない設定になっています。彼女は補助能力が優秀で、実は回復よりも攻撃系のパラメータの方が高いくらいです。

　悪いマスターにいいように使われていましたが、イツキの性格は純粋無む垢く、超絶素直なよいこで、世間知らずのお嬢様的な危うさがあり、せっかく悪いマスターから解放されたのに、これからはジンタからのエロい行動が心配になってきます。




　エッチな世界観の補足を少しお話します。

　本作ではよく、冒険者の格付けとして二次職、三次職などの表現がでてきます。これはクラスチェンジの回数を表し、二次職より三次職、三次職より四次職の方がより上位職であることを意味しています。

　本作の世界では、レベルアップによるステータスのアップはそれほど大きくないのですが、クラスチェンジでは、まさに格が変わるほどの強化がされるので、強さの大きな目安として浸透しています。

　ジンタの所属する、ギルドパルミラのギルドマスターであるルキアは、大陸に十数人しかいない五次職です。作中で五次職はかなり強そうに表現されていますが、実際どれほどの実力があるのか……本作を読んでいただいた方に分かりやすく説明しますと、ルキアであればブラックドラゴンを一撃で葬り、ハイドロデーモンを素手で殴り倒せます。

　それほど圧倒的な五次職ですが、それ以上の上位職はあるのか気になりますね。答えは、存在します。

　現役の六次職は、大陸に数人います。彼らはもはや伝説級の冒険者たちで、本編でもそのうち登場するかもしれません。

　七次職のジョブは、現役では存在しませんが、かなり昔の英雄のサーガに登場しているようで、冒険者の多くは、その幻の七次職を目指しています。ちょっと裏設定の話をしますと、ジンタのジョブである召喚士の七次職は『魔王』と呼ばれるジョブで、すべての魔物を自由自在に召喚できる驚異の存在のようです。




　エッチな世界観の補足その二です。

　謎多きモンスターポータルの話を少々しましょう──

　モンスターポータルが大陸中になぜ存在するのか、どうして魔物を放出しているのか、誰が作ったのか、何の為にあるのか、作品中ではすべて謎に包まれています。

　モンスターポータルは、決して破壊することができず、移動することもできません。その神秘なる性質からわかるように、神々が創造したものです。ではなぜそんな物が存在するのか……この世界を支えている光のエネルギーを作り出すのに、それと同等の闇のエネルギーが生まれてしまいます。闇のエネルギーは溜めてしまうと、大きな災いとなって世界に降り注ぎます。その為、少しずつ消費させる必要があるのです。その役割を担っているのがモンスターポータルになります。




　さて、あとがきが世界観の補足で終わってしまいそうなので、最後に、もう一度お礼を言わせていただきます。

　この本を読んでくださいましたすべての読者様、カクヨムにていつも書き込みをしてくれている方々（あまり返信できておらず、申し訳ありません）、この本の出版に関わったすべての方々、本当にありがとうございます。

　本作『エッチな召喚士の変態的召喚論』三巻でお会いできることを心より願っております。





２０１９年６月某日　ＲＹＯＭＡ
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